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			エルフ転生からのチート建国記③

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・サトモトアイ（ＲＥＶＯｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　新しい日常

			第１話　軍議

			第２話　二重スパイ

			幕間　ルルビッシュ男爵――謁見の間にて

			第３話　精鋭部隊(イラクサ)

			第４話　訓練開始

			第５話　大魔導士シュジナ

			第６話　生き残るために

			第７話　戦術

			第８話　メープルシロップ

			第９話　偵察

			第10話　出陣前日

			第11話　イラクサ出陣

			第12話　地獄の入り口

			第13話　俺はどこで間違えた？　～ルルビッシュ視点～

			第14話　クウの輝き

			エピローグ　凱旋

			番外編　宴

		

	
		
			プロローグ　新しい日常

			　

			　日が昇って来たところで、ゆっくりと目を覚ます。見慣れた天井。俺とルシエが住む家。

			　まだ普通のエルフ達は眠っている時間だが、俺は朝早くから仕事があるので起きないといけない。

			　体を起こすと、一緒の布団で眠っているルシエが、もぞもぞと動き始めた。

			　本格的な冬になり、昨晩は粉雪が降っていた。この家の保温性能はよくないので、こうして二人一緒にありったけの毛布に包まれて寝ることにしている。二人分の体温を閉じ込めるので暖かい。

			　というより、それを口実にルシエと一緒に眠りつつ、一線を越えない範囲で色々と楽しんでいる。

			「シリル、おはよう。もう出かけるの？」

			「ごめん、起こしちゃったね。今日も火狐たちのところへ、ヤギの世話とカブの栽(さい)培(ばい)のレクチャーをしに行ってくるよ。たぶん、今日で最後になると思う」

			　あれから、ほぼ毎日火狐たちのところに行き、実演しながら、ヤギとカブの世話の仕方を教えていた。

			　火狐たちは仕事も覚えて来たし、精神的にも立ち直って来た。そろそろ手を離しても大丈夫だろう。

			「そうなの。良かった」

			「何が良かったのかな？」

			「シリル、最近無理しすぎだよ。朝早く出て行って、戻ってきたらすぐにお医者様の仕事、その後に長の仕事、それが終わったら工房に行ってまた仕事、いつか倒れちゃうって心配してた」

			「気を遣ってくれてありがとう。でも、大丈夫。俺は出来る無理しかしないから」

			「私に手伝えることない？　クウちゃんたちに教えるのは無理でも、人手が足りないなら助けられると思うよ」

			「気持ちだけ受け取っておくよ。でも、これは火狐の仕事だ。エルフが助けちゃダメなんだ。俺も教える以外のことは一切しないことにしているしね」

			「わかった。頑張って」

			「うん、頑張ってくる。愛しているよ、ルシエ」

			「私も愛してる」

			　ルシエの前髪をそっとかき上げて、唇にキスをして布団から抜け出す。

			「さむっ」

			　思わず、口に出てしまった。

			　ルシエと布団が恋しい。今すぐ戻りたいという気持ちを押し込めて、俺は身支度を整えて家を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村の郊外にある工房に出向いていた。この工房は火狐たちに貸している。

			　いい加減、彼女たちの家を別に用意してあげたい。

			　いくら仲がいいと言っても、いつまでも一つの建物に五〇人以上も押し込められていたら可哀相だ。彼女たちにだって、プライベートがあるはずだ。

			　だけど、いくつ家を作るか、そしてどこに作るかが重要になってくる。

			　エルシエ内に、一人一人家を作るなんてしたら、エルフたちの反感を買ってしまうだろう。このあたりは、いずれロレウとクウを呼んで相談しなければならない。

			　そんなことを考えながら、工房のドアをノックする。

			「シリル兄様、おはよう」

			「おはよう。シリル兄様」

			「シリル兄様。おはようなの」

			　すると、ドアが勢いよく開け放たれ、三人の幼い火狐が抱き着いてきた。

			　一人目は、黄色のウェーブした髪を肩まで伸ばした、活発な黄狐の一一才の少女、ケミン。

			　二人目は、セミロングのストレートの銀髪を持つ、無表情でクールな一二才の銀狐、ユキノ。

			　三人目は、黒くて長い髪を後ろで括ったおっとりした一〇才の黒狐、クロネだ。

			　三人は俺の右腕、左腕、胴体とそれぞれくっついて、鼻をくんくんさせ匂いを嗅(か)ぎながら尻尾(しつぽ)を振っている。

			　この三人は、クウとの婚約の話をしてから妙に懐くようになった。元から憧れのような感情があったが、エルフということで一歩引いていたらしい。

			　だけど、クウと婚約したことで、俺が姉同然に慕っている人の旦那様になったから、自分達のお兄様だと素直に甘えるようになった。

			　もともと、幼い彼女たちは頼れる父親のような存在が欲しかったのだろう。そんな存在が俺しかいないせいで、甘えているようだ。

			　三人ともタイプは違うが、美形の多い火狐の中でも飛び抜けて可愛(かわい)い。エルシエ全体で見ても、クウとルシエ以外に彼女たちより可愛(かわい)い子は居ない。クウの話では、火狐の中でも人気があって可愛(かわい)がられているらしい。その上、力が強いことから将来を期待されており、村を離れる際、周りの大人たちはどうしても彼女たちを本命のグループに入れたかったようだ。

			　だが、ケミンがクウ姉様と一緒がいい！　と周りが呆れるまで暴れ、妙に勘のいいユキノが本命のほうには凶兆が見えていると言って拒否し、クロネは大好きな母親に安全な本命のほうに行ってもらうために、仲良しなケミンとユキノが居るこっちがいいと言い張った。

			　クウも、彼女たちのことを気に入っており、

			「みんな、すごくいい子で、本当の妹みたいに思っています」

			　と言っている。

			　俺も、彼女たちに懐かれて悪い気がしない。これぐらい小さいと、ルシエやクウに対する後ろめたさがないので、思う存分可愛(かわい)がれる。

			　彼女たちの頭をガシガシ撫(な)でる。ルシエは優しく撫(な)でると喜ぶが、この子たちは少し痛いぐらいにやるのがお気に入りのようだ。

			「おはよう。今日も皆、元気がいいね」

			「シリル兄様が来てくれたから、元気になったよ」

			「ユキノも、シリル兄様が来てくれて嬉しい」

			「シリル兄様も一緒にここに住むの。ずっとクロと一緒なの」

			　最後のおっとりした黒狐のクロネの言葉に、回りの大人たちも期待を込めた目で見てくる。

			「ごめんね。俺はエルシエの長だから。それに、大切な人も居るしね」

			「……残念」

			　しゅんとした三人。

			「皆、あんまりシリルくんに迷惑をかけないように。ほら、出かける準備を整えて」

			「「「はーい」」」

			　クウがそう言うと、三人が俺の身体から離れていった。

			「それじゃ皆、そろそろ行こうか。今日はいつもと違って、俺は手取り足取り指示しない。今まで教えたことがきちんとできているかチェックするから、いつも以上に気を付けてね」

			「シリルくん、わかりました。皆も大丈夫ですよね？」

			　俺とクウの問いに、火狐たちが頷(うなず)いた。

			　だけど、ケミン、ユキノ、クロネは浮かない顔をしていた。

			「どうしたの三人とも？」

			「えっ、その、ユキノが、言いたいことあるって」

			　黄狐のケミンが、いつもの活発さをなくして、銀狐のユキノに話を振る。

			「ケミン、ずるい。……えっとね、シリル兄様。ユキノたちだけでヤギとカブの世話ができるようになったら、来てくれなくなっちゃう？」

			「クロ、まだ一人じゃヤギの世話できない。シリル兄様、いないとだめなの」

			　幼い火狐の三人は、俺がいなくなってしまうことを恐れているようだ。

			「三人とも、シリルくんは忙しいんです。あまり困らせないであげてください。今来てくれているのだって、相当無理して時間を作ってくれているんですから」

			「でも、クロ、嫌なの」

			「ユキノも嫌。クウ姉様だって、シリル兄様と会えなくなるの悲しいはず」

			　クウがたしなめるが、三人の表情は晴れない。それを見てなんとかしてあげたいと思った。なら、多少の面倒は抱えるべきだ。

			「みんな、心配しなくていいよ。確かに、ヤギとカブのために来ることはなくなるけど、可愛(かわい)い妹たちに会いに、遊びに来るから」

			「「「シリル兄様！」」」

			　再び三人に抱き着かれる。なんだろう、この込みあげる温かな気持ちは。思わずもっと彼女たちを甘やかしたくなる。

			　そう言えば、ルシエへのプレゼントを作る時に用意した試作品を処分せずに残してあるな。あれをプレゼントしよう。ルシエに渡したものと比べると質は落ちるが、喜んでくれるだろう。きっと、可愛(かわい)い笑顔を見せてくれるはずだ。

			　幸せだ。これが妹を持つ兄の気持ちなんだろうか。

			「シリルくん、一つ聞いていいですか？」

			「ああ、いいよ」

			　三人の色とりどりの髪や尻尾(しつぽ)。少女独特の匂いを堪能しながら、クウに返事をする。

			「もしかして、シリルくんって子供が好きな人ですか？」

			「もちろん、子供は好きだ。できるだけ早く作りたい。ルシエやクウとなら、絶対に可愛(かわい)い子が産まれてくると思うんだ」

			「ふう、そういう返事をするっていうことは、きっと大丈夫ですね……今度こそ、行きましょう」

			　そうして、ヤギ小屋まで火狐を引き連れて移動した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)を潜り抜け、しばらく歩いてヤギ小屋にたどり着く。

			　火狐たちの手には、木桶が握られている。

			　扉を開けると、ヤギのむせ返る匂いが立ちのぼった。

			「さあ、手分けしてやっていきましょう」

			　クウが指揮を執(と)り、分担して一匹一匹、手で揉んで、出てきた乳を木桶で受け止める。

			　一匹あたり、だいたい一～二リットルほどの乳が取れる。

			　メスは九十匹いるので、毎日、一五〇リットルほどの生産が見込まれている。

			　連日の作業で手慣れてきたおかげで、一時間もしないうちに全頭から乳を搾(しぼ)り取れたようだ。

			「さあ、みんなヤギを追い出しますよ」

			「わかったの」

			「はい、クウ姉様」

			　そして、扉を開け放ち、どんどんヤギを追い出していく。追い出されたヤギは森の中に餌(えさ)を探しに消えて行った。

			　有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)に囲まれた中で思う存分、動き回り、食事をすることだろう。

			　その間に火狐たちは二手に分かれる。一つのグループは掃除班。食べかすや糞(ふん)をかき集めて、まとめて肥溜めまで担いで持っていく。その後、水を撒(ま)いて床を綺(き)麗(れい)に磨き、最後に餌(えさ)の干したカエデの葉と水を補充する。

			　二つ目のグループはヤギ乳の加工班だ。

			「あっ、シリル兄様！　来てくれてありがとう。ユキノ、頑張る」

			　木桶で集めたヤギのミルクを大きな寸胴に全て入れ、銀狐のユキノが温める。

			　温度は俺が作ったお手製の温度計を使い、六五℃を保っている。温度計は色水が入っており、温めることで水位が上昇する簡単なものだ。

			「ユキノ、大変だと思うけど頑張って」

			　こうして殺菌してから飲まないと腹を壊してしまう。一〇〇℃でやれば一分ほどで終わるが、タンパク質が変性して味が落ちる。そうさせないためには、六五℃という低温で三〇分、ゆっくりかき混ぜながら温め続けないといけない。

			「よいしょ、よいしょ」

			　ユキノの額には汗が浮いている。

			　ずっと魔術を使っているし、一定の温度に保つには集中力がいる。見かけよりもずっと重労働だ。

			　もし火狐たちが居なければ、早々に味と栄養を犠(ぎ)牲(せい)にしてでも、低温殺菌を諦めてガンガン火を焚(た)いて高温殺菌していただろう。薪(まき)で温度を一定に保つなんてめんどくさくてやっていられない。

			　だが、彼女は皆に少しでも美味(おい)しい乳を飲んでもらうために、手を抜かずに頑張っている。

			「出来た。シリル兄様、ちゃんと見てくれた？　最後までずっと、温度計の赤いところのままだった」

			「お疲れ様。頑張ったね」

			「ユキノ、えらい？」

			「うん、えらいえらい」

			　頭を撫(な)でてやる。三人の中では一番この子がお気に入りだ。おとなしい子が好きだし、銀色が好きだし、見た目も好みだ。

			　火狐たちは、髪と尻尾(しつぽ)の色にバリエーションがある。さらに特定の色は強力な力を持っているらしい。力の序列は、黄金≧銀＞黒・黄・白＞赤＞灰。となっており、黄がもっとも多く、黄金はクウ一人、銀はユキノ一人しかいない。

			「ユキノ、うちの子にならない？」

			「ケミンとクロネは？」

			「うーん、さすがに三人は辛いかな」

			「ユキノだけはズルい。……すっごく、もったいないけど、ごめんなさい」

			「冗談だよ。あんまり本気に考えないで」

			　半分は本気だった。幼い子をエルフ達が養子として引き取ることを融和政策として検討している。長である俺が、その見本を示す意味があった。

			　ただ、そんな理由を抜きにしても、ユキノが養子に来てくれると楽なのは確かだ。火狐が一人いるだけで、家の中を夏は涼しく、冬は温かくすることができる。料理のために一々、薪(まき)を使って火を起こす必要もない。その気になれば、保冷庫を作って、一日一回温度を下げてもらえば、疑似的な冷蔵庫も出来あがる。

			　なにより、可愛(かわい)くて懐いてくれているから、一緒に居ると癒(いや)される。これだけ幼いとルシエが嫉妬することもない。きっとない。いや、なぜか不安になってきた。……ちゃんと確認しておこう。下手をすればまた地雷を踏みぬく。

			「シリル兄様、ちゃんと出来ているか見て。よかったら瓶詰する」

			「いい出来だ。俺でもここまでうまくはできないよ。ユキノはすごいな」

			「うん、ユキノはすごい」

			　そうして出来上がったヤギの乳を、ガラス瓶に詰めていく作業に入る。

			「今日は、いくつ作るつもりだ？」

			「今日は、ユキノたちのを入れて二二〇」

			「ほぼ、みんな飲んでくれているんだね。良かった」

			　今は毎朝ヤギ乳を瓶に詰めて、それぞれの家に配達している。エルフ達は夕方空き瓶を家の前に置き、火狐たちがそれを回収するというルールだ。ここで、空き瓶を置いていない場合、翌日は配達しない。次の日に欲しいと思ったときだけ、エルフたちは家の前に空き瓶を置く。

			　空き瓶はドワーフのクイーロを呼び出して作った貴重なものなので数がないのと、飲まないのに配達してももったいないのでそうしている。

			「消毒終わったの。クロも褒(ほ)めて」

			　黒狐のクロネが、少し離れたところから声をかけてくる。そして箱詰めした空き瓶を抱えて小走りでこっちへ来た。続いて、微笑(ほほえ)ましいものを見るような目で、大人の火狐たちがクロネの後ろを空き瓶入りの箱を抱えながらついてくる。

			　空き瓶は洗浄したあと、熱湯につけてから再利用しており、クロネがその仕事を任されていた。真冬に空き瓶を洗うのは、地味だが辛い仕事だ。

			「クロネも偉いよ。みんな、あと少しだ。頑張って」

			「クロ、頑張るの！」

			「ユキノも頑張る」

			　そして、瓶詰が始まる。ユキノが温めたヤギ乳を魔術で冷やし、それを杓(しやく)で掬(すく)って、空き瓶に一つ一つ注ぐ。一つの瓶につき五〇〇ミリリットル入る大きさだ。

			　今日はおそらくヤギ乳が余るだろう。

			「クロネ、知ってる？　今日はチーズ、火狐の日」

			「麦粥にチーズ入っちゃうの？」

			「ユキノ、ちゃんと聞いたよ。ケミンが料理当番でチーズ入れるって」

			「楽しみなの！」

			　ヤギ乳を瓶詰しながら火狐たちが盛り上がっている。

			　余ったヤギ乳はチーズにするのだが、出来る量が少ないので、人数比を考えて四日でローテーションし、初めの三日は出来たチーズを全部エルフに渡し、最後の一日は全部火狐のものとしている。

			　細かい分配はそれぞれの種族で勝手にすることになっている。……このルールのせいで、捻(ひね)くれたエルフの一部は、普段は飲まないのに火狐の日の前日だけ意地でも飲んで、空き瓶を置いたりしている。いずれ解決しないといけない。酷(ひど)い連中になれば中身を捨ててまでそうしていると聞いている。

			「チーズ、チーズ♪」

			「ユキノちゃん、美味(おい)しいのを作ってほしい。クロ、チーズ好きなの」

			「任せて、クロネ。ユキノも好きだから頑張る」

			　瓶詰を終わらせたユキノとクロネがチーズ作りを始めた。

			　瓶詰して余ったヤギ乳を再び六五℃まで加熱する。

			「ユキノちゃん、もうお酢(す)入れちゃっていい？」

			「ばっちこい」

			　そして十分に温まったところでクロネが酢(す)を少量投入すると、しばらくして雪のように白い塊(かたまり)が、鍋の中に浮かんできた。これがチーズになる。

			　その後も、ゆっくりと鍋をかき混ぜ続ける。そうしてしばらくすると、完全に分離が終わり、白い塊(かたまり)が増えなくなった。

			　それを今度は布を使ってこし、水分を切り、白い固形のチーズにしていく。乳成分が分離した液体は黄色がかった透明になる。

			　この液体も栄養タップリだし、酢(す)で酸味がついて飲みやすい。ヤギ独特の匂いは脂肪分に起因するものだから、この液体は臭みも少ない。

			　どうしてもヤギ乳がダメな人たちにはこの液体を配っている。

			　今回作ったのは、いわゆるカッテージチーズと呼ばれる、熟成させないタイプのチーズだ。良質なたんぱく質とカルシウムを含み、ふんわり柔らかい食感が特長で、優しい味わいでクセがなく食べやすいチーズだ。

			「出来た」

			「美味(おい)しそうなの」

			　そうして出来たチーズを大事に包んでおく。きっと昼食で大活躍するだろう。

			「みんな、お疲れ様。それじゃあ、配達に行ってきて。俺が居なくても大丈夫だよね？」

			「うん」

			「一緒に来てほしいけど、我慢するの」

			　そうして、ユキノやクロネ達は、リヤカーに牛乳瓶を入れて村に向け歩いて行った。少女たちには重労働だが、彼女たちなら大丈夫だろう。

			「本当に、手がかからなくなったな」

			　皆、いい子でやる気があるおかげで、仕事の覚えが早い。今日も俺が手出しをしなくてもうまくやってくれた。

			　次は、カブのほうを見に行こう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「みんな、ガラスハウスから離れてください。行きますよ」

			　カブ畑につくと、クウが火のマナを集めて魔術を使っていた。

			　ガラスハウスに積もった雪を溶かしているのだ。そうしないと、日の光がカブに届かない。

			　カブはガラスハウスで育てている。

			　カブは冬の間育つが、それでも植えるのが若(じやつ)干(かん)遅かったので、暖かい環境と日光が必要なのだ。

			「あっ、シリルくん、来てくれたんですね」

			　クウが俺に気付いて、声をかけてくる。

			「そうだね。ヤギのほうは、もう大丈夫だから」

			「こっちも順調ですよ。ほら、見てください」

			　クウが指さした先では、火狐たちがカブの芽の周りに生えた雑草を引き抜いている。温室の中ではカブがよく育つが、冬に育たないはずの雑草も一緒に育ってしまう。

			「それにケミンもがんばってくれていますよ」

			　クウの言うとおり、ケミンは温室の中で火の魔術を使っていた。

			　保温を目的とした火の球を生み出す魔術だ。ここにも温度計を仕掛けていて、一日に三回、適温に保つように調整した火の玉を生み出す。俺の魔術と違って構成が甘く、半日も持たない。

			　この魔術とガラスハウスを組み合わせればジャガイモすら真冬に育てられる気がする。

			　もっとも、難しい魔術なので、それが出来るのは火狐の中ではクウ、ケミン、ユキノの三人だけしかいない。

			「シリル兄様、来てくれたの!?」

			　全部で三つの火の球を出し終えて、ぐったりした様子のケミンが駆けつけてくれた。

			「こっちもちゃんと見ないとね」

			「ユキノとクロネは大丈夫だった？　ユキノはマイペースだし、クロネはぼうっとしてるし」

			「二人ともきちんと仕事をしてくれていたよ」

			「そう、良かった」

			　ケミンがほっとした様子で胸を撫(な)で下ろす。彼女は三人の中ではリーダーなので、二人のことが気になっていたのだろう。

			「なら、私もがんばらないと。シリル兄様、また後で」

			　そう言うなりガラスハウスに戻って、他の火狐に混じって雑草抜きをはじめた。

			　魔術を使って疲れているはずなのに、むしろ他の火狐たちよりテキパキと動いている。

			「いい子だな」

			「ええ、ケミンは私の自慢の妹ですから」

			　クウがえっへんと誇(ほこ)らしげに胸を張る。彼女も本当は雑草抜きに交じりたいのだが、彼女は特別視されており、そういうことをしようとすると他の火狐たちに止められる。

			「クウ、明日軍議を行う。火狐代表として出てくれ」

			「わかりました。雪が解けたら来るんですね。憎い……帝国が」

			「そうだ。だから、牙を研がないといけない。今のままでは、確実に負ける。そのための話をしようと思うんだ」

			　そう、相手が三千もいて、正面衝突すれば勝ち目はない。その状況は変わっていない。

			　だが、それは今のまま、わざわざ正面衝突すれば、という前提だ。今のままでいる気もないし、そもそもまともに戦ってやるつもりもない。

			「シリルくん、悪い顔しています」

			「ちょっとね。意地の悪い作戦を考えている。たぶんだけど、帝国兵は死ぬより辛い目に遭うと思うよ。生き残ったとしても、二度と戦えなくなるような……心を折る、そんな作戦だ」

			「そうですか、それは……いいですね。私たちの苦しみの万分の一でも味わえばいい」

			　クウの瞳にほの暗い光が宿る。普段は平然としているが、彼女の胸の内には復讐の炎が燃え盛っている。

			　憎しみは何も生まないと言う奴は居るが、生きている人間の喜びにつながる。それに第一、そういった感情は損得じゃない。そうしないと、気が済まないのだ。

			「カブも大丈夫そうだ。あとは、追(つい)肥(ひ)のタイミングを間違えなければなんとかなる。ありがとう。これで俺も安心できる」

			「お礼は、あの子たちに言ってあげてください。シリルくんが褒(ほ)めてあげると喜ぶと思いますから」

			「そうだな」

			　俺は頷(うなず)いて、仕事が終わりガラスハウスから出てきた火狐たちのほうに向かった。たくさん褒(ほ)めてあげよう。

			　ヤギの飼育もカブの栽(さい)培(ばい)も、火狐たちはしっかりと仕事を覚えてくれた。これで火狐たちは自立し、自分たちの居場所を見つけたことになる。これだけやれば、きっとエルフたちも彼女たちを認めてくれるだろう。

		

	
		
			第１話　軍議

			　

			　カブの世話が終わって村に戻ろうとしたところ、黄狐のケミンに呼び止められた。

			「シリル兄様、お昼ごはんのおかず、取りに行くの付き合ってください！」

			「ああ、いいよ」

			　昼食まで時間があるし、医者の仕事も火狐へのレクチャーをはじめてからは、午後に始めるようにしたので余裕がある。

			「ありがとう、シリル兄様」

			　そして、ケミンに言われるがまま、森の中にある川へ歩いて行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ケミン、来るの遅い。ユキノ、待ちくたびれた」

			「シリル兄様を連れてきてくれたの？　クロ嬉しいの」

			　ケミンが連れて来てくれた川のほとりには、ヤギ乳を配達し終えた銀狐のユキノ、黒狐のクロネが居た。

			「これでも急いで来たの。早く、水浴びとごはんの調達、済ませるよ」

			「わかった」

			「了解なの」

			　水浴び？　ちょっと待て。

			　俺が止める間もなく、三人は全裸になった。見ているだけで寒い。

			　だが、よく見ると彼女たちの周りの空気が揺らめいている。火の魔術で周りを暖めているようだ。

			「いやっほう」

			「ケミン、待って」

			「ああ、クロもいく」

			　そしてあろうことか、三人は真冬の川に飛び込んだ。周囲の水温を上げているのだろう、まったく寒そうにせず、お互いにはしゃいで水を浴びせかけている。

			「シリル兄様、来て」

			「一緒に水かけっこするの」

			「俺は見ているだけでいいよ」

			　俺が同じことをすれば凍死する。おそらく、さすがの火狐でも同じことができるものは少ない。

			　部屋の温度を一定に保つのは楽だが、外で同じことをすると力の消(しよう)耗(もう)が激しい。なにせ温めた空気がすぐに流れていくのだから。

			　ましてや水の中なんて空気と同じ要領で温めようとしても、空気よりも力がいるし、温めた水も一瞬で流れてしまう。魔力の垂れ流し状態で、相当な負担のはずだ。

			　クウが三人は特別で将来を期待されていると言っていた意味がよくわかった。

			「いつも、こんなことをしているのかな？」

			「うん、毎日来てるよ」

			「井戸は皆が使うから混む。川だと並ばずに洗える」

			「私たちだけの特別スポットなの」

			　それはそうだ。よほど力が強くない限り死んでしまう。

			　それにしても、裸で戯れる幼女を見ていると優しい気分になる。ああ、発育にも差があるのか、黒狐のクロネはぺったんこだが、黄狐のケミンは本当に微かにだが成長している。銀狐のユキノはちゃんとある。

			　ずっと、この場で眺めていたい。やましい気持ちはない。あくまで兄として妹たちの成長を見守っていたい。毎日来ているみたいだし、たまにお昼ごはんの前に覗き……いや、ちょっと息抜きに、いやいや不埒なやからが間違いを起こさないよう、見回りに来るのもいいかもしれない。

			「シリル兄様、見ていて、今日のごはんを獲るから」

			「競争。勝った人が特等席」

			「クロ、負けないの」

			　三人の顔が真剣なものになる。ただ、全裸なのでいまいち締まらない。

			　そして水面を睨(にら)み付け、集中する。

			「えいっ」

			　ケミンが勢いよく水面に手を入れ掬(すく)い上げる。すると川魚……おそらくイワナが空たかく舞い上がり、こちらへ飛んできた。

			　俺はその光景を見て、クマが鮭を狩るシーンを思い出した。

			　狐の特性を持っているので、気配に敏感で瞬発力があるんだろう。ユキノとクロネも次々に獲物を捕まえる。

			　これなら、昼ごはんはかなり豪華になりそうだ。

			　そして、しばらくして三人が水からあがる。すると、水滴が一瞬で蒸発し、その後尻尾(しつぽ)が盛大に燃えた。

			　火狐たちの習性で、たまにああして、毛に入り込んだゴミや、ダニ、ノミを燃やしているのだ。だからこそ衛生面が担保され、安心して尻尾(しつぽ)をモフれる。

			　さて、今日の勝者は……

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ううう、一匹差」

			「クロは全然ダメだった」

			「ユキノが特等席」

			　その後、結局三人に呼び止められてお昼ごはんを火狐たちと一緒に食べることになった。

			　最初は断ろうとしたが、三人に泣きそうな顔をされて一緒に行くことになった。ユキノが俺の膝に乗り、背中を預けてきている。満足げな表情で可愛(かわい)らしい。

			　どうやら、特等席とは俺の膝のことらしい。

			「ユキノ～、次は私が勝つから」

			「クロも負けないの」

			　そして、料理当番のケミンが料理を開始した。寸胴にたくさんのヤギ乳を入れ、大麦と内臓を抜いて骨ごとぶつ切りにしたイワナとキノコを豪快にぶち込む。味付けは塩のみ。

			　毎度のことながら、火を立てずに寸胴の中だけ勝手に熱が通るのはシュールな光景だ。

			　そして火が通ったところで、ケミンがドヤ顔でチーズを取り出した。

			「いれちゃうよ。チーズたっぷり入れちゃうよ」

			「早く、早く！」

			「うわぁ、チーズなの」

			　そして、鍋にチーズを入れる。狐の性(さが)か動物性タンパク質は大好きなようで、みんなチーズがあると、すごくテンションがあがる。

			　チーズが加わると、麦粥のコクとうまみが倍増する。四日に一度だけ許された贅(ぜい)沢(たく)だけに、三人娘はもちろん、他の火狐たちもよだれを垂らしている。

			　チーズに火が通り始めるとあたりにいい匂いが立ち込めた。

			　ヤギ乳の匂いが苦手な人は多いが、俺はそれなりに好きだったりする。火狐で苦手と言っていた人たちも、もう慣れてしまったようだ。

			「はい、出来上がり。みんなよそって」

			　ついに麦粥が出来た。

			　大きな寸胴なので、四、五人が一度に自分の分をよそって立ち去り、思い思いの場所で食べはじめる。ユキノは取りに行かず、勝者の笑みを浮かべながら膝の上で、敗者であるケミンとクロネが俺と彼女の分をよそってくるのを待っていた。

			　しばらくして、麦粥を持ったケミンたちがやってきた。両側にケミンとクロネ、そして正面にクウという、両手に花どころではない状況になっている。

			「うーん、美味(おい)しい。我ながらいい出来」

			「こってりしてるの。クロ、チーズ好き」

			「ケミンは、地味に料理がうまい……ユキノも、そこだけはケミンに負けを認める」

			「ケミンの料理の腕もいいですけど、こんなに美味(おい)しいのは、三人が獲ってくれたお魚のおかげですよ。みんな、ありがとう」

			「クウ姉様、そんなことないです。当然のことをしたまでです」

			　こうして美少女たちが美味(おい)しそうな顔を浮かべているだけで、俺まで嬉しくなる。

			　麦粥はキノコが良い味を出しているし、チーズを投下したことでうまみがたっぷり。獲れたばかりの川魚も野性味あふれ、味を引き締めている。

			　小さな魚なので骨ごと噛み砕く、それが火狐流なので俺も従う。

			　寒い日に、はふはふ言いながら、温かい麦粥を頬張るのは幸せだ。

			　それに、今日の料理はエルシエの施(ほどこ)しではなく、彼女たちが自分たちで掴(つか)みとったものだ。それが嬉しい。

			「こんな日が続くといいな」

			　なんとなく呟(つぶや)く。

			　火狐たちは悲しみを感じながらも、ちゃんと前を向いている。今日みたいに皆で美味(おい)しいごはんを頬張って笑いあう日々。それが貴いものに思えた。

			　そのためにも、明日の軍議は頑張らないといけない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昼食が終わって一休みしているところで、手提げかばんからルシエのためにブラシを作ったときの試作品、それを三つ取り出す。

			　ルシエはせっかく綺(き)麗(れい)な髪を持っているのにまったく手入れをしないから、見かねてブラシを作ったのだ。

			　しかし、ルシエが使うのにふさわしいものができるまでに、ドワーフのクイーロに【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】した俺の技術をもってしても、六つほど失敗作ができてしまった。……とは言っても、ルシエ以外に渡すなら十分すぎるほどの品質、捨てるのが惜しくてとっておいたのだ。

			　きっと、ケミンたち三人なら喜んでくれるだろう。

			「はい、三人にお兄ちゃんからプレゼントだ」

			「クロ、こんなの初めて見たの。ユキノちゃん、知ってる？」

			「ユキノも知らない。ケミンは？」

			「ユキノが知らないことわかるわけないじゃん」

			　どうやら、火狐たちもブラシは使ったことがないらしい。なら、実演するしかない。

			「じゃあ、ユキノ。ちょっと尻尾(しつぽ)、借りるよ」

			「シリル兄様ぁ、そんないきなり。はずかしい」

			　膝の上に乗ったままのユキノの尻尾(しつぽ)を軽く持ち上げる。

			　そして、まず軽く撫(な)でて毛のもつれや、絡んでいるところを確認する。そして、毛と毛の間に指を入れて引くと、毛に引っ掛かりを感じた。

			　火狐たちの尻尾(しつぽ)を握っていいのは旦那と両親だけらしいが、触るだけならセーフらしい。もっとも、親しくない男性に触られると激怒するらしいが、兄として見てくれているなら、大丈夫だろう。

			「ひゃん、くすぐったい」
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			　さっと、ブラシをモフモフの尻尾(しつぽ)に押し当て、優しく、時に強く、梳(す)いていく。

			　すると、絡まった毛がほどけ真っ直ぐになり、さらに抜けたまま尻尾(しつぽ)にくっついた毛も綺(き)麗(れい)に取れた。ただでさえ魅(み)力(りよく)的だったユキノの銀色尻尾(しつぽ)は、すっきり滑らかに毛先が整えられ、ぼさぼさ感がなくなり輝きを増した。

			「シリル兄様、これ気持ちいい」

			　他にも毛穴を刺激するので、マッサージ効果があり気持ちよく、血行もよくなり、毛の艶が増す。一流のブリーダーがブラシを構えると、快楽を求めて犬が駆け寄ってくるぐらいだ。

			　俺の腕はそれに劣(おと)るものではない。

			「はあぅ、幸せ」

			　ユキノの全身の力が抜け、くたっと体を俺に預けてきたところで、ブラッシングが終わった。我ながら惚れ惚れする出来だ。最後に最初と同じように毛に指を入れると抵抗なく流れた。

			「ユキノちゃん、気持ちよさそう。クロもして欲しいの」

			「尻尾(しつぽ)、すごい。お姫様の尻尾(しつぽ)だ」

			　残る二人も目を輝かせる。黒狐のクロネは気持ちよさそうなユキノに、黄狐のケミンは綺(き)麗(れい)になった尻尾(しつぽ)に目を奪われていた。

			「おいで、二人もやってあげるから」

			「わーい。シリル兄様、お願いするの」

			「あっ、クロネ。いつもはぼーっとしてるのに……先をこされるなんて」

			　まだ顔を赤くして、放心状態の銀狐のユキノをゆっくりと降ろすと、今度はクロネが膝に飛び乗ってきた。ユキノのように行儀よく座るのではなく、お腹からダイビングしてきて、うつ伏せになった状態で膝の上に乗るかたちとなった。黒い尻尾(しつぽ)がぶんぶん俺の前で揺れる。

			「俺のやり方を覚えるんだよ？　これからは三人でお互いの尻尾(しつぽ)を手入れし合うんだからね」

			　自分の尻尾(しつぽ)をブラッシングするのは手が届かず難しいから、必然的にそうなる。

			「わかった。クロ、ケミンちゃんと、ユキノちゃんの尻尾(しつぽ)を綺(き)麗(れい)にするの」

			「頑張って。このブラシは三人の友情の証(あかし)にしてほしい。自分一人じゃ使えない道具だからね」

			「うん、大事にする。みんな、大好きだから」

			　俺がそう言うと、三人の妹狐たちが頷(うなず)く。そして、それぞれに手渡したブラシを胸元でぎゅっと握って、三人で顔を合わせて、くすっぐたそうな笑みを浮かべた。

			　友達はいいものだ。

			　さきほどから、妙に視線を感じる。見れば、クウが羨ましそうにブラッシングされているクロネを見ていた。

			「あと、クウ。そんなもの欲しそうな顔しなくてもいいよ」

			「しっ、してませんよ。そんな顔」

			　クウが俺から目を逸らして、下手な口笛を吹く。

			「クウには、クウに最適なクウだけの特別なブラシを作るし、手入れも俺がしたいから、ここではお預けだ」

			「シリルくん、ちゃんと私のことも……はい！　楽しみにしています」

			　そんな俺たちを見た三人が顔を赤くして、きゃあきゃあと言っていた。漏れ聞こえてくる言葉が、クウ姉様愛されているね、とか、憧れるね、とかそういう言葉で、こそばゆかった。

			　それはクウも同じようで、真っ赤な顔で見つめ合って、どちらからともなく笑い合った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、村長宅で軍議を開いた。

			　ここにいるのは、長である俺と、いざという時には長の代理を務めるロレウ、それに古くからエルフたちを取りまとめていた血筋の当主たち五人、そして、火狐代表のクウの合計八人だ。

			　エルフの村は、かねてから村長に権限が集約されている。周りの意見を聞いて、全ての決断を村長がするという方式だ。ゆえに俺の決定がそのまま、エルシエの決定になる。

			　いずれは見直さないといけないが、今は都合がいいのでそのままにしてある。

			　かといって、周りに相談せずに勝手にことを進めれば反感をかってしまう。

			　だからこそ、このように皆が納得したという事実を作る場が必要になるのだ。

			「今日集まってもらったのは他でもない。エルシエの今後を話すためだ。特に、エルシエを強くするための話が中心になる」

			　それが表の議題。これも重要だが裏の議題も用意してある。

			「未来を話すまえに、エルシエの現状を共有しようと思う。エルシエは、帝国に支配されていたときよりも豊かになった。小麦の備蓄量は例年とは比べものにならないし、今後は税を気にしなくていい。さらに、ロレウたちの畑の開拓も順調だ。来年の収穫量は跳ね上がるだろう。干し肉の備蓄も同じく多い、……これもロレウたちの頑張りのおかげだ。狩りで得られる獲物の増加は、今後も期待できる」

			　俺が名前を出すたび、ロレウがまんざらでもない顔をする。

			「よせやい長。おまえの力だよ。あのクロスボウがあれば、どんな獲物もいちころだ。それに開拓だって長が作った鉄の農具と、掘ってくれた井戸のおかげよ」

			「そうじゃない。俺は環境を整えただけだよ。やったのはロレウたちだ。長として感謝している」

			「そっ、そうか、いや照れるな」

			　ガハハと大口を開けて笑う。よくもわるくも単純なので、ロレウは扱いやすい。それでいて、周りからの信頼もある。

			「貴重な塩だって、簡単に手に入るようになったし、もしもに備えてかなり備蓄もある。それに安定してヤギ乳とチーズが手に入るのも大きい。春になればカブが収穫できるし、夏になればジャガイモの収穫だってある。これらは火狐たちのおかげだ。彼女たちのおかげで、豊かな生活ができている」

			　俺はそう言ってから、この場にいる全員の顔を素早く見やる。

			　クウは俺の意図を察して苦笑いし、エルフたちは頷(うなず)き、豊かになった生活を喜んでいる。だが、一人のエルフの男が一瞬不快な顔をして、愛想笑いを浮かべてそれを覆(おお)いかくした。

			　……やはりか。彼は俺の不在中にロレウたちにマークさせていた帝国兵と密会していたことが判明したエルフ……ラッファだ。裏切り者が彼とは信じたくなかった。彼につけた監視は保険でしかなく、本命は旧村長の取り巻きだった。

			　ラッファは優しい大人だった。年は俺よりも二〇歳上の三〇代半ば。古くからエルフを導く立場の家に生まれ、独善的な村長たちをよく窘(たしな)めてくれていた。

			　周りからの評判もいい。だが、彼の妻が流行病にかかり労働力にならない上に将来性もないと判断され帝国に攫(さら)われてから、おかしくなった。

			　そんなことを考えながらも、現状の説明を続ける。

			「あと二か月もすれば、外貨を得るための特産品を作れる。前回の買い出しで市場を視察したが、間違いなく高値で売れる。それで得た金は、食料、そして娯楽品に変えることができるだろう。それだけじゃない、約束通り特産品を原料に酒を造る。森の様子を見てきたが、材料のほうは大丈夫そうだ。順調に育っている。そして、作り手の問題も解決した。火狐たちの力ならそれができる。正直、初めて酒を造ると言ったときは、俺だけしか造れそうな人員がいなくて不安だったんだ」

			「おい、長。その酒は美味(うま)いのか？」

			「ロレウ、俺が主催したイベントで不味いものを出したことが一度でもあったか？」

			「ねえな。こりゃ期待できる」

			　ロレウは酒に弱くすぐに酔っぱらい、鬱陶しい絡み方をするが、酒は大好きだ。

			　そもそも、エルフと火狐は種族としてみな酒が好きだ。酒が作れるようになれば明日を生きるための糧になるだろう。

			「もう、いいだろう。さっさと本題に入ってくれよ。なんだ？　新しい長は、自分の手柄を自慢するために俺たちを集めたのか？　ああ、すごい、すごい。それだけやって、しかもお医者様だもんな。そしてお強い。ほんと、羨ましいよ。シリル様には、俺たち凡人のような悩みなんてないんでしょうね」

			　さきほどしかめ面をした裏切り者のラッファが、嫌味な声を出す。

			　ロレウが噛みつこうとするが、手でさえぎり押しとどめる。

			「ただの現状の共有だよ。今後は金も食料も余って余裕ができるってことを認識して欲しかったんだ。そしてその余裕を使って、エルシエを強くする。軍備の増強だ」

			　そう、明日の食い物もないのに軍備に力を入れると言っても誰もついてこない。

			　衣食住が満ち足りて、初めて他のことに力を割けるんだ。

			「長、具体的にはどうするんだ？」

			「今までクロスボウと簡単な連携の訓練を三日に一度、朝の三時間やってきた」

			　帝国兵五〇〇人との戦いの前は毎日訓練をしていたが、明確な脅威がなくなりエルフたちのモチベーションが下がったこともあり、三日に一度に訓練の頻(ひん)度(ど)を落としていた。

			　実際、農作業の片手間にやるなら、それが限界だろう。

			「それでは、本当に強い兵にはなれない。一切農作業をせず、ただひたすらに鍛(きた)え、有事に備える職業軍人。それをエルシエでも導入する」

			「おい、待て。ってことは皆が必死に畑を耕(たがや)している間、来るかどうかもわからない帝国と戦うためにトレーニングし続けるってのかい？　そりゃ皆が納得しないだろ」

			「帝国は必ず来る。みんなには納得してもらう。日頃は皆に食べさせてもらうが、逆に有事の際は一番危険な仕事をしてもらう。そして、そのために要求される技量は、農作業の片手間に身につくものじゃない」

			　高い専門性、有機的な連携、ときに自分の判断で動くために全体を見渡す戦術眼。その全てを備えた兵士が必要だ。

			　そして、職業軍人は気構えが他とは違ってくる。戦いが生活なのだ。

			「長がそう言うなら本当に必要なんだろうな。それで何人だ？　何人、その精鋭とやらを用意するんだ？」

			　ロレウの問いに、俺は二本指を立てる。

			「二〇〇人ってか？　正気か、長。エルシエには、火狐を合わせても二五〇人程度しかいねえぞ」

			「桁が違う。二〇人だ。それ以上は今のエルシエでは無理だ」

			「それは少なすぎるだろ！　この前だって五〇〇人で帝国はせめてきたんだ。たった二〇人で何が出来るって言うんだ」

			　ロレウの問いはもっともだ。だが、彼は根本的なことを勘違いしている。

			「ロレウ、それは兵の種類によるだろ。俺が欲しいのは、まずは優秀な狙(そ)撃(げき)兵……何日も息をひそめ気配を殺し、いざとなれば相手の手の届かないところから確実に相手を仕留められる死神。そして偵察兵。誰よりも早く、かつ敵に気づかれることなく正確な情報を収集し、迅(じん)速(そく)にこちらに届ける。数は必要ない。俺はその両方の機能を持つ兵士を育てたい。エルフの適性なら可能だ」

			　エルシエが勝つための最低条件は、まず正面衝突しないこと。そして、守るべき対象を背にして戦わないことの二つ。

			　正面から戦えば、三千以上の数が見込まれる帝国兵に、またたくまに呑み込まれるだろうし、策を練って戦うにしても帝国兵が俺たちを無視してエルシエに侵入するという判断をした時点で負けだ。

			　今回の戦いは奴らがエルシエにたどり着いた時点で負けだと思っている。

			　つまるところ、エルシエにたどり着く前に、こちらから仕掛けるしかない。もちろん、たった二〇人で数千人の帝国兵を倒すなんて不可能だ。それでも構わない。重要なのは兵士を倒すことではない。勝つことだ。

			　そのための策も考えてある。おそらく、帝国兵の内、戦いの中で死ぬことができる幸せ者は三〇〇人～五〇〇人がせいぜい。奴らの大多数は戦い以外で死ぬか、敵前逃亡することになるだろう。

			　その作戦に最低限必要なのが、俺が徹底的に鍛(きた)え上げ、各用途に特化させた精鋭二〇名、それに加えて火の魔術のエキスパートが二名。

			　精鋭二〇名は、エルシエが出せる労働力の限界でもあるし、俺自身が指導できる数の限界でもある。

			「それにな。次の戦いだと、帝国は最低でも三千人で攻めてくる。二〇人が二〇〇人になったところで誤差だよ」

			「さっ、三千だと」

			　ロレウが腰を抜かしそうになる。無理もない、エルシエの総人口の十倍以上の数だ。

			　エルシエの人口が二五〇人程度あったとしても、実際に戦えるのはその半分もいない。戦力差は歴然だ。前回の五倍の戦力差との戦いとはわけが違う。

			　ロレウが及び腰になったところに、チャンスと見た裏切り者のラッファが口を開く。

			「降伏しよう。勝てるわけがないんだ。豊かになったんだし、今までと同じ税を取られても、もう飢(う)えることはないし、大丈夫だ。長、ときには引くことも大事だ」

			　俺はラッファを睨(にら)む。ラッファはすずしい顔をしている。

			「ラッファ、何を今さら言っているんだ。俺たちはもう、帝国の顔に泥を塗りすぎた。許されるわけがない。それに、降伏するということは、また仲間を生贄に差し出すと言うことだ。それが嫌で俺たちは戦うことを選んだ。もう忘れたのか？」

			　俺の問いかけを聞き、待ってましたと言わんばかりに、ラッファは表情を緩(ゆる)める。

			「その心配はしなくていい。火狐を差し出そう！　そうすればきっと許してくれるさ。火の魔石のほうが風の魔石より価値は高い、それを俺たちから差し出せば服従を形で示せるし、帝国の面子だって保てる。エルフの生贄は出さなくていいと、交渉次第できっともっていける！」

			　きっとと言いながらも、そうなると確信していると言う口ぶりのラッファ。帝国が奴にエルフの扇動をするように仕込んであるのだろう。だが、そうはさせない。俺は帝国の思(おも)惑(わく)を回避し、二重スパイを手に入れる。そのためにこうしてラッファを泳がせてきたのだから。

		

	
		
			第２話　二重スパイ

			　

			　火狐たちを差し出すというラッファの言葉に、俺は首を振って口を開いた。

			「ダメだ。火狐を差し出したところで、穏便に済む保証はない」

			「そんなことはない。火狐さえ差し出せば大丈夫なんだよ！　信じろよ！」

			「一体何を根拠にそう言っているんだ」

			「それは……。ともかく、火狐さえ差し出せば助かるんだよ」

			　必死にラッファは言い募(つの)る。だが、俺は奴が裏切り者だと知っているし、そもそも……。

			「仮にそうだとしても、火狐たちはエルシエの民だ。民を売るつもりはない」

			「火狐が仲間!?　何言ってるんだ？　ここはエルフの村だ！」

			　ラッファの怒声に、クウの肩がぴくりと震える。

			　クウの肩を抱きたい衝動を堪える。ここでそれをするのは弱みを見せることになる。

			「根拠のない話は信じられない。エルフだけでは勝てないことは以前、説明した。今後、火狐だけじゃなく、状況に応じて他の種族も迎え入れる。そのためのエルシエだ。ラッファ、おまえはもう黙っていろ」

			「黙らない。みんなはどう思う？　敵は三千、いや、もっと来るかもしれない。戦っても勝てない。降伏するしかない。俺が言っていることが正しいってわかるだろう？　それだけじゃない、火狐さえ、奴らさえ渡せば！」

			　必死にラッファは周りを見渡す。だが、誰も頷(うなず)かない。

			　そんななか、ロレウが口を開いた。

			「ラッファ、絶望的な状況なんていくらでもあった。それでも長は勝ってきた。だから俺は長を信じるし、その精鋭とやらに志願するつもりだ」

			「ロレウ、気が触れたのか？」

			「それにな、裏切り者の言葉を信じると思うか？　長、もういいだろ？」

			「ああ、構わない」

			　その瞬間、ロレウの合図でエルシエの自警団が現れてラッファを押さえつけた。ラッファは鬼のような形相で俺を睨(にら)み付けてくる。

			「ラッファ、騙(だま)すような形になってすまない。おまえが帝国兵と密会してエルシエの情報を漏らしていることは知っていたんだ。現場を見ている者が居るから言い逃れはできない。今まで見逃してやったのは、漏らしてくれたほうが有益な情報しかなかったのと、他に密告者が居ないか調べるためだ」

			　今日もこの場でラッファに同調するものを探すためにあえて彼を煽(あお)っていた。数日の調査と、今日の反応でラッファ以外は居ないと結論が出た。

			「はじめっから、お見通しってわけか。くそ！」

			「火狐を差し出せば助かるっていうのは、帝国からそう吹き込まれたのか？」

			「ああ、そうさ。だが、俺の言ったことは本当だ。火狐を差し出せば助かる。帝国の奴はそう言ってくれたんだ」

			「何度も同じことを言わせないでくれ。俺は仲間を売らない」

			「ちくしょう。なんでだよ。そうしたほうがいいに決まってんだろう。なんでわかんないんだよ！」

			　ラッファの怒声があたりに響く。

			「ラッファ、どうして俺たちを裏切った。おまえが致命的な情報を漏らしていたら、エルシエは滅んでいたかもしれないんだ。エルフも火狐も関係なく、皆が死ぬか帝国の奴(ど)隷(れい)になっていた」

			　もっとも、ラッファは致命的な情報を一切持ち出せていない。

			　懸(け)念(ねん)されたのは、クロスボウそのものや、クウがエルシエに来たときに託してくれた火の魔石を盗まれて流されることだった。

			　しかし、クロスボウにはそれぞれシリアルコードを掘りこんでおり、各人で厳重に管理させ紛失すれば多大な罰(ばつ)を与えると明言してあるし、倉庫のほうには、信頼できるエルフたちに交代制で二十四時間監視させている。

			　ラッファには、どちらを盗むことも不可能だった。

			　だから、できることと言えば、戦える人数や、クロスボウの性能、個人単位の戦力。そういった些(さ)細(さい)な情報を流すぐらいだ。

			　そんなものは、とっくに露見している。帝国が新たに得た情報と言えば、俺がブラフで言った俺よりも強い連中が山ほどいるという嘘がばれたことぐらいだ。これはラッファを動かすための餌(えさ)だったのでまったく問題がない。

			「……話してくれたんだよ。帝国のルルビッシュって奴が、エルフが生き残るためには、それしかない。俺のしたことは、裏切りかもしれないが、エルフを救うための行動になるって」

			　なるほど、そういう理屈か。無(む)謀(ぼう)な戦いを止めさせるためにあえて汚名を被る。

			　そう思い込ませることで、罪悪感を無くさせる。

			「それに、エルフが降伏すれば、返してくれるって言ったんだ。連れ去られた俺の妻を。まだ生きているってルルビッシュの野郎が言っていたんだ。なあ、シリル、もしお前がルシエを連れ去られて同じことを言われたらどうしたんだよ!?　ルシエを見捨てたのか？　お前にそれが出来るのか？」

			　さっきと趣旨がずれている。あえてエルフのために裏切り者の汚名を被ったと言ったすぐ後に、人質を取られて仕方がなかったと喚(わめ)く。

			　ラッファはまともな精神状態ではない。

			「俺なら、帝国の言葉に従わない」

			「口だけならなんとでも言える！　それともおまえは、好きな女を見捨てる血も涙もない男なのか？」

			「違うよ。帝国に従っても絶対に戻ってこないからだ。考えてみろ。火狐を手に入れた帝国が、どうしてわざわざ用済みになった相手に報(ほう)酬(しゆう)を渡す必要がある。それも貴重な魔石の材料を、しかもその数を増やせる女を」

			　今まで女を強引に攫(さら)わなかったのは、エルフ同士のほうが圧倒的に妊娠しやすく、エルフの村で勝手に増えるのを待ったほうが効率がよく、ついでに税が徴(ちよう)収(しゆう)できたからに他ならない。

			　満足にエルフの村から生贄を確保できなくなれば、たとえ非効率でも女は数を増やすために使うという発想になるに決まっている。

			　そもそも流行病にかかったラッファの妻が今も生きているとは信じがたいし、病気が完治し生きていたとしても、数少ない貴重な女性エルフを帝国が手放すとは思えない。

			　生贄に女性は滅多に選ばれなかった。選ばれたのは、病にかかったラッファの妻や、体がひどく弱いルシエの妹や、かなり高齢の女性等、労働力としても母親としても期待できないエルフばかりだ。そんな彼女たちを生かしておくとは思えない。

			「そんな、嘘だ。きっと、生きてるって」

			「人質か……。ラッファ、そんな事情があるならどうして言ってくれなかったんだ」

			「言ったら助けてくれたのか!?」

			「もちろんだ。貴族様の人質が居ただろう。知っていれば、人質と交換をする交渉だって出来たんだよ。貴族様の命だ。うまくいけば、エルフの一人や二人、助けられたんだ」

			　もっとも、生きていればの話だが。

			「そっ、そんな、でも、金が、金が必要だったんだろう。シリルは人質交換で金を手に入れてたじゃないか」

			「金なんて、その気になればいくらでも他の方法で稼(かせ)げる。俺は絶対に仲間を優先した。ラッファ、どうして俺を信じてくれなかったんだ？　あのとき言ってくれていれば、助けられたのに……もう今は、帝国と交渉するカードがない」

			「だから、火狐を差し出せばいい！　今からでも遅くない。正式にシリルが長として火狐とエルフの交換を」

			「ラッファ。俺はエルシエの長として、エルフと火狐を同列に扱っている。誰かを助けるために誰かを差し出したりはしない。おまえは失敗したんだよ。俺たちを裏切る前に全て話すべきだった。もちろん、本当にエルフが捕らえられて生きているなら、助ける努力をする。捕(ほ)虜(りよ)が得られたら、交換するように掛け合おう」

			　その言葉を聞いて、ラッファは大きく目を見開いて、大声をあげる。

			「なんで、なんでだよ。なんで、この村に居るはずのあいつが居なくて、居ないはずの火狐が居るんだ。おかしいじゃないか！　裏切り者！　エルフならエルフを優先しろ!!」

			　クウを指さして、なんで、なんでと壊れたように繰り返す。

			「それに、シリル！　おまえは俺に『どうして早く話してくれなかったのか？』と聞いたな。なら、俺は逆におまえに言ってやる。どうして早く立ち上がってくれなかった！　おまえは強いよ。なんでも出来るよ。だったら、どうして、あと二年、いやあと一年早く行動してくれなかったんだよ。そうしてくれていたら、俺は妻を失うこともなかった。なんでだよ。どうして、出来るのにやらなかったんだ!?　ルシエが危険に晒(さら)されるまで。他の連中はどうでもよかったってことか？　なあ、どうなんだよシリル」

			　鬼気迫る表情。確かに、そんなことを考えるエルフはいるだろう。

			「どうして、もっと早く」

			　繰り返される言葉が俺の胸をえぐる。

			「そのときの俺に勇気と力がなかったからだよ」

			　そう言うと、ラッファが自分を押さえつけていたロレウの部下を振り払い、殴りかかってきた。ロレウがその拳を受け止めて再び押さえこむ。

			「長を恨むのはお門違いだぜ、ラッファ。おまえがそのとき、戦うべきだったんだよ。人任せにするんじゃなくてな」

			「俺はシリルみたいな超人とは違う、普通のエルフだ！」

			「そうやって簡単に諦めたおまえに、長を責める資格はないさ」

			　ロレウの言葉がとどめになり、ラッファは崩れ落ちた。

			「ラッファ、おまえに一つ仕事を頼みたい」

			　この状況で俺はあえて切り出す。ラッファは当然のように何も答えない。

			「二重スパイだ。帝国が連絡してきたときに俺の言った情報を流してほしい。報(ほう)酬(しゆう)は、人質交換が可能な状況なら最優先でおまえの妻を指定することだ」

			　その言葉にラッファが顔をあげる。

			「そもそもだが、どうしておまえは帝国に攫(さら)われた妻が生きていると信じている？」

			「生きていると、奴らが言っていたからだ」

			「おまえが騙(だま)されている可能性は考えなかったのか？」

			　俺の言葉に、ラッファは口を開けて固まる。本来なら真っ先に疑うことのはずなのに……エルフはみな人が好く、疑うことを知らないところがある。だけど、ラッファはそう信じたいという心の弱さに付け込まれている。

			「報(ほう)酬(しゆう)をもう一つ上乗せしよう。まず、生きているかどうかを確認してやる。そのために、帝国が死ぬほど欲しがっている、これを使っていい」

			　火の魔石を一つ、ラッファに手渡した。

			「情報を流した後に、『これをエルシエの倉庫から盗み出してきた。妻と交換しろ』と持ち掛けろ。一(いつ)蹴(しゆう)されるだろうが、こう食い下がれ、せめて妻に一目会わせてくれと。会わせるだけで、火の魔石が手に入るなら飛びつく。もし、それすら渋るようなら、既に死んでいるだろう。面会が許されれば、その場で俺が確実に奪還してみせる」

			　ここで火の魔石を使うことは、事前にクウから許可を得ている。彼女たちが持ってきた形見。クウはエルフの仲間を救うために、それを使っていいと言ってくれた。

			「おっ、俺は」

			　ラッファは長く葛藤し、そして、

			「二重スパイをやる」

			　そう言った。彼にとっては唯一妻を助けられる道だ。断れるはずがない。

			「そうか、なら次に帝国に会う時にこう言ってくれ、エルシエは鉄の精錬技術とクロスボウの設計図をコリーネ王国に提供することで、食料と資金、そして兵の支援を受けようとしている」

			「おい、長、そんなことをすれば」

			　ロレウが慌てふためきながら口を挟んでくる。

			「必死になって襲ってくるだろうな。それこそ、無理をして、さらに兵を増やしてまで、雪が解けてから可能な限り早く」

			　なにせ、帝国は他の国にはない鉄の精錬技術によって、工業、武力ともにアドバンテージを得ている。コリーネ王国のような大国が自分達以上の鉄の精錬技術を得るなんて言語道断だと思うだろう。

			　そして、それだけの対価があれば、コリーネ王国はエルシエを守るために兵を出すことをためらわない。数千は引っ張って来ることができる。

			　実際にこれは、俺の案の一つにあった。この方法でも勝つことはできるだろう。だが新たに、より強力な敵を作ることにつながりかねない危険な手でもある。

			　もし、俺がコリーネ王国を指揮する立場なら、他に情報を漏らす前に消す。

			「長、それがわかっていながら、なぜ煽(あお)るようなことをするんだ」

			「足かせは多いほどいいだろう？　今回の作戦は……」

			　俺はその場で、今回の作戦を説明し始めた。

			　その悪辣さと、容(よう)赦(しや)のなさ、そして確かな勝ちへの道筋。それを感じ取ったここに居る面々はみな、息を呑んだ。足かせが多いほどよく、可能な限り襲(しゆう)撃(げき)が早いほうがいいと言った意味がわかったのだろう。

			　だからこそ、ラッファを使って帝国の危機感を煽(あお)り、可能な限り、帝国の兵士を増員させたい。そのためにラッファを生かしている。

			「長、だから二〇人の精鋭に、火狐二人なのか。普通のエルフじゃ絶対に無理だ。徹底的に鍛(きた)えなきゃならねえ。長が教えれば、精鋭って言うのは、そこまで出来るようになるのか？」

			「もちろん。俺の弓の腕は知っているだろう？　あれは、【知覚拡張】という魔術のたまものだ。俺が教えたルシエはもう使える。素質がある二〇人に絞って練習させれば、雪が解けるまでに実戦レベルまで引き上げることができる」

			　精鋭である最低限の条件、それは【知覚拡張】と【身体強化】。この二つを使いこなせること。

			　俺が教えればと言ったのは、普通のやり方では無理だからだ。どちらも繊(せん)細(さい)な魔術だ。真面目にやっても習熟だけで普通、数年はかかる。

			　ルシエが短期間で【知覚拡張】をものにしかけているのは、彼女の才能が異常なだけだ。

			　だから【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使う。その中に、ただの人間だがそういうことに長けた俺が居る。一日数人ぐらいならなんとか、修得させられるだろう。

			【知覚拡張】は今回の狙(そ)撃(げき)に必須のスキルだ。視界が無くても正確な位置を掴(つか)むことができるので隠れた兵を見つけられるし、自身を狙って近づく敵にも気付け、不意打ちも絶対に受けない。さらに、夜だろうとまったく苦にならない。

			　そして【身体強化】があれば、手でクロスボウが引けるので、わざわざ地面に押し付ける必要がなくなり、連射性能が跳ね上がる。さらに【知覚拡張】で早期に敵の接近に気付き、【身体強化】で得た速さがあれば、よほどのことがない限り、確実に逃げることができる。

			　どんな状況でも狙(そ)撃(げき)ができ、なおかつ絶対に敵に捕まらない兵士。その存在は反則に近い。

			「すげえな。俺も長みたいな化け物になれるってことか」

			「そうだ。もともと、エルフにはそれぐらいできる資質がある。ただ、みんなその鍛(きた)え方を知らないだけだ」

			　周りが不安……そして期待を込めた表情を浮かべる。今回は二〇人の精鋭を育てるのが精いっぱいだが、もし今後、全てのエルフがそうなればと考えてしまう。

			「ラッファ、今の話は帝国に絶対に聞かれてはいけない情報だ」

			　そう、作戦そのものも、エルフの狙(そ)撃(げき)兵の性能も。

			「あえて話したのは俺がラッファを信じているからだ。ラッファがエルシエの今後を考えて降伏する道を選んだことも、そして家族を助けたいという気持ちも、ちゃんと理解しているよ」

			　そう言って微笑(ほほえ)みかける。

			「ラッファも、この戦いは勝てるとわかってくれただろう？　帝国が約束を守って家族を返してくれることにかけるよりも、俺に従ったほうが帰ってくる確率が高い。だから、ちゃんと俺の言ったことだけを話してくれるな」

			「シリル……いや、長、ありがとう。裏切りものの俺のために、ここまで考えてくれるなんて」

			　ラッファが感極まった声を出す。

			「ラッファ、もし家族がもう死んでいたらどうする？」

			「絶対に許さない。何をしてでも、奴らに復讐してやる」

			「そうか、だが、覚悟だけはしておいてくれ」

			「……そうだな」

			　神妙な顔でラッファは頷(うなず)いた。

			「次からは、ラッファが帝国と会う時には、俺も隠れて見守っておくよ。いざというとき、ラッファを守れるようにね。だから、会う時は事前に伝えてほしい」

			「長が居ると心強い、感謝する」

			　俺は笑顔の裏で、まず、俺が知らない間に密会しないよう継続して他のエルフにラッファを監視させることと、密会の場で都合の悪いことを話せば殺すということを決めた。

			　奴は俺の【知覚拡張】が音まで拾うことを知らない。

			　疑わないわけにはいかない。エルシエの二五〇人の命を預かっているのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、具体的な精鋭部隊の選出方法などを話し合ってから解散した。

			　もう夜になってしまった。色々と物騒なのでクウを工房まで送って行く。

			「クウ、あの場では庇(かば)ってやれなくてすまない」

			「ううん、シリルくんがエルフと火狐を同列に扱うって言ってくれたのは嬉しかったです。さすが、私の旦那様」

			「クウも、俺の自慢の嫁だよ」

			「二号さんですけどね」

			「二号でも嫁は嫁だ」

			　俺とクウは、お互いに笑いあう。

			「シリルくんの作戦、こんなことを言うと不謹慎かもしれませんが、聞いていてわくわくしました。とどめは、私たち火狐の力が必要で、自分の手で仇(かたき)が取れることが嬉しいんです」

			　そして、クウは首飾りにしてぶら下げている血のような真紅の宝石を撫(な)でる。それはクウの兄の形見……火狐の魔石だ。

			　彼女はこれを使い捨てることで帝国に復讐を果たす。

			　特定の属性のマナに愛されているエルフや火狐は、魔術の補助に魔石を使うことはできないが、魔石を使い捨てることで一度きりの強大な魔術を行(こう)使(し)できる。

			「クウ、おまえは長だ。直接手をくだすべきじゃない。危険なことは、もっと向いた者に任せるべきだ。おまえに何かあれば火狐たちをまとめられなくなる」

			「シリルくんだって、長のくせに先頭に立って戦うつもりなんですよね？」

			「俺は一番強いからね」

			「なら、私も一緒です。私は、唯一の黄金の火狐です。私が一番うまくできます。もう一人は、ユキノを選びます。彼女は白銀だから」

			　黄金と白銀の火狐は、他と比べて飛び抜けた力をもっている。

			「クウはともかく、ユキノはまだ子供だ」

			「それでもです。私たちは小さな頃から特別視されて、優遇されてきました。だから、先頭に立って戦うのは義務です。少数精鋭での戦いを行う以上、勝つためには少しでも強い人が戦わないといけない……フォローはしますし、ユキノはシリルくんが思っているよりずっと強くて、仲間想いの子です。ケミンがリーダーのように見えて、本当はユキノが二人を支えているんです」

			「そうか、可愛(かわい)いだけじゃないんだな。……わかった、クウに任せるよ」

			　確かに強い気持ちと力があれば、子供でも大人でも関係ない。俺だってまだ一四の若造だ。

			「シリルくん、一つ聞いていいですか」

			　クウが不安と期待の入り混じった声で俺に問いかけてきた。

			「シリルくんは火狐とエルフを区別しないと言ってくれました。だけど、もしルシエちゃんと私のどちらかを選ばないといけない状況になったらどうします？」

			　すぐに返事をすることができなかった。

			　答えに迷ったわけじゃない。そんなものは決まっている。選ぶとすればルシエだ。だけど、それを口にできるほど、クウを愛していないわけじゃない。

			「ありがとうございます。その顔を見ればわかります。即答しないぐらいには私のことも思ってくれているってだけでも感謝です」

			「……クウ、俺は、どちらかなんて状況を作らない。二人とも幸せにする」

			「そのことは疑ってないですよ。でも、やっぱり女の子としては、いつかシリルくんの一番になりたいなと思うわけで」

			　クウはそこで一度言葉を切って、そして……。

			「シリルくんにいっぱい好きになってもらえるように頑張りますね」

			　そう言って笑った。俺はその言葉に、同じく笑みを返す。

			「クウ、帰る前に俺の工房に来てくれないか」

			「はい、喜んで。ですが、お願いがあります。シリルくんの工房の窓、布か何かで隠してもらえないですか？」

			「どうして？」

			「たまに、あの三人が覗いているみたいなんです。様子がおかしかったのでこの前問い詰めたらクロネが話してくれました」

			「……それは教育上よくないな」

			　俺たちは苦笑して、確か、売るために作っていた毛布があったと考えながら帰路を急いだ。

		

	
		
			幕間　ルルビッシュ男爵――謁見の間にて

			　

			「もう一度言ってみろ」

			　帝国の謁見の間に、怒りを押し殺した声が響く。声の主は、帝国内で帝に次ぐ地位を持つ四人の公爵のなかの一人、フォランディエだ。痩(や)せこけているのに目だけは爛々と輝いている。

			　敷き詰められた絨(じゆう)毯(たん)は足が埋まるほど毛が長く、何気なく置かれた壺や絵画もそれ一つで家が一つ建つほどの価値があった。

			「はっ、人質交換は無事完了し、ティルフォレ伯爵とマリーベル子爵のご子息を奪還することができました」

			　神妙な顔持ちのルルビッシュ男爵は鍛(きた)え上げられた巨体を小さくし、頭を垂れて報告を行う。

			「鬱陶しい！　取り繕うな！　こう報告しろ、二〇名もの精鋭を連れておきながら、エルフ一人の殺害に失敗したと。ルルビッシュ、お前は出発前にこう言った。『奴らが急激に力をつけたのは新しい長によるものだ。そいつを殺せば奴らは瓦解する。不意打ちのために、精鋭を使わせてくれ。そうすれば、無駄な支出も抑えられる』」

			「その通りでございます」

			　ルルビッシュの声に悔しさが滲(にじ)み出る。事前にスパイを使ってエルフの村は新しい村長シリルのみが脅威であると知っていたからこそ、公爵を守るための親衛隊を使ってまで殺そうと提案した。それが成功していれば、容易(たやす)くエルフの村を壊(かい)滅(めつ)に追い込めていただろう。

			　だが、しかし……。

			「結果はどうだ!?　金はきっちりと持っていかれ、精鋭の過半数が死亡した！　生き残った連中もあんな化け物と戦いたくないと戦意を喪失した！　ただの兵ではない。私の親衛隊がだ！　奴らには替えがいない。あれだけの練度をもった兵を失うことがどれほどの損失になるかわかるか？」

			「おっしゃる通りでございます」

			「わかっているなら、なぜ私の思うとおりの成果をあげない。おまえはどれだけ無能なのだ！」

			　フォランディエ公爵はワインの入ったグラスをルルビッシュ男爵に投げつける。グラスが割れ、破片がルルビッシュに刺さるがルルビッシュは表情一つ変えない。

			「そもそも、一回目の戦いからしておかしい。二〇〇人の村を、五〇〇人で襲ってなぜ惨(ざん)敗(ぱい)する!?　私はなぁ、ティルフォレ伯爵とマリーベル子爵に、楽な戦いでちょうどいいポイント稼(かせ)ぎになると言って参戦を勧めたのだぞ。面目が丸つぶれだ！　身代金だって私が払う羽目になった」

			「それについては指揮を執(と)ったのはティルフォレ伯爵のご子息です。私の与り知るところではありません」

			「言い訳をするな！」

			「はっ、申し訳ございません」

			　ルルビッシュは奥歯を噛みしめた。その戦いのことは詳細に聞いている。もし、自分がその場にいれば、もっとやりようはあった。

			　それなのに、戦いの直前になって貴族のバカ息子に箔をつけるために指揮官を解任された。

			　実際に自分は次の戦争のために、いくつもの対策を考えている。もはやエルフの弓など恐れる必要はない。

			「そして今回の失態だ。まだあるぞ。おまえが部下に任せた火狐の村の襲(しゆう)撃(げき)だ！　戦いに勝ったとは聞いたがなぁ、兵の半分以上が奴らの自爆に巻き込まれて死んだ上に、火の魔石も女も、一切手に入らないとはふざけているのか!?　火狐のあんなちんけな村が欲しかったわけじゃない。火の魔石が欲しくて戦ったんだ！　これではなんのために攻めたのか、わからないではないか」

			「まさか、奴らがあんな手段に出るとは思わなかったのです。前例も一つもなく、予測は不可能でした」

			「それを予測するのが貴様の仕事だろう！　その失敗を取り戻させてやりたいと思って、いけすかないアリーハルト公爵から勇者を借りてやった。勇者なら奴らが自爆する前に気を失わせて殺すことも、攫(さら)うことも容易(たやす)いと、貴様が言ったからだ」

			　ルルビッシュは部下から火狐の村でのことを聞き、自分達では相手を倒すことはともかく、火の魔石を得ることは難しいと考え、それが出来るのは勇者ぐらいだと報告した。

			　すると、本当にフォランディエ公爵が犬猿の仲のアリーハルト公爵から勇者を借り受けてきたのだ。

			　勇者は帝国に二人しかいない。一人は帝の守護に専念しており動かすことはできず、もう一人はアリーハルト公爵のお抱えとなっていた。

			　帝国には四人の公爵が居る。そのそれぞれが、帝国の四方の守護と統治を担っており、指揮系統は完全に分離していた。よほどのことがない限り、兵の貸し借りなどは行われない。

			　逆に言えば、勇者なんて虎の子を出すほど上層部は火の魔石を欲していたことになる。

			「その結果はどうだ!?　あっさりと監視の兵は勇者に振り切られ、いざ監視の兵が村についたら、尻尾(しつぽ)と魔石が抜き取られた火狐の死体の山しかなく、勇者は居ない。あの勇者のことだ。火狐の尻尾(しつぽ)と魔石があれば、一生遊んで暮らせると思い逃げたのだ。いや、アリーハルト公爵が裏で糸を引いているかもしれん。奴の領土で火の魔石を独占しているに決まっている」

			「勇者が殺されるとは思えませんので、おそらくそのどちらかでしょう」

			　ルルビッシュは勇者がどれだけ化け物かを知っている。

			　どれだけ剣で斬りつけても矢を浴びせても、傷一つつかない無敵の存在だ。魔術であれば多少は効果があるが、そんなものを使う間もなくあの化け物は切り伏せてくる。

			　そして、噂では勇者は致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けても蘇(よみがえ)るとまで聞いている。あれ以上の化け物はこの世に存在しないだろう。

			　魔石と尻尾(しつぽ)を切り取られた火狐の死体があったということは、皆殺しにしたうえ、ゆっくりと作業を行う時間もあったということだ。持ち逃げしたという説が一番納得できる。

			「貴様の部下はふがいないな。勇者と言えど、まだ子供だ。子守の一つもできんとはな」

			「誠に申し訳ございませんでした」

			「アリーハルト公爵は高笑いしているだろうな。火の魔石を得ておいて、勇者を失ってしまった私から補償金をふんだくるのだ。ただでさえ失われた兵士と武具の補充、遺族年金や戦費で財政が傾いているというのに」

			　フォランディエ公爵の言うことは正しい。

			　身代金は痛手ではあったが、他に比べれば些(さ)細(さい)なものだ。鉄の武具は性能はいいが高価であり、なおかつ作成に多大な手間を要する。戦争で死んだのが正規兵ばかりというのも痛い。傭兵と違って遺族年金が非常に高い。

			「汚名を返上させてください、次の戦いでは勝ってみせます」

			「そんなことは当然だ！」

			　フォランディエ公爵はついに立ち上がり、目を真っ赤にして叫んだ。

			　そのタイミングで闖(ちん)入(にゆう)者(しや)が現れた。ルルビッシュの副官が息を切らせて入室してくる。

			「申し訳ございません。火急の用件にて入室させて頂きます」

			　一礼したあと、副官はルルビッシュに耳打ちをする。ルルビッシュはそれを聞いて、顔を青くした。

			「どうした、ルルビッシュ？　何を聞いた」

			「そっ、それが、十分に内容を精査してから報告しますのでこの場では」

			「話せ」

			「ですから」

			「話せ。なんなら、貴様の部下に直接聞くぞ？　ルルビッシュは私に隠し事が多い。包み隠さず言え」

			　ルルビッシュは、内心で悪態をつく。今の話を言ってしまえば不味いことになる。嘘で誤(ご)魔(ま)化(か)すにしても、となりにいる部下は仕事は出来るが演技は下手だ。嘘を言えばすぐに顔に出てしまうだろう。

			　仕方ない。すべてを諦め、ありのまま話す決意をする。

			「エルフの村に居る内通者からの情報です」

			「それは興味深い」

			「……奴らは、製鉄技術と我らを圧倒した弓をコリーネ王国に差し出し、対価として兵士と資金、それに資源を譲りうける手はずを整えたようです。まだ村の中で話し合っている最中ですが、雪が解けてコリーネ王国に行けるようになれば、本格的な交渉に入るとのことです」

			　その話を聞いたフォランディエ公爵は、激しく動揺する。

			　もし、それが実現した場合、帝国の巨大な脅威となりえる。

			　純粋な国力だけで比較すれば帝国はコリーネ王国に劣(おと)っている。戦力におけるアドバンテージは、鉄による武器の性能差でしかない。

			　コリーネ王国がエルフたちの持つ異常な性能の鉄と弓を手に入れれば、それこそ帝国が滅びる可能性すら見えてくる。

			「ルルビッシュ。貴様は、雪が解けて二か月後に攻めると言ったな。それまで待てん。雪が解けたらすぐに仕掛けろ。兵士の数も三千ではない。もっと用意する」

			　ルルビッシュは予想していた最悪の展開に頭を抱えたくなった。

			「お言葉ですが、フォランディエ公爵。三千というのは我ら正規兵のほぼ全てに、大手の傭兵団。それに比較的徴兵することが多い地区の市民を集めたものです。ある程度の連携ができ、最低限の練度が保証された集団です。それ以上集めるとどうしても、士気、練度のばらつき、連携にも支障が出ます。さらに長距離の遠征であることを考えれば、むしろ重荷になりましょう」

			「おまえの言うことはもう信じん。絶対に負けられん。奴らが、コリーネ王国に接触する前に叩き潰す。私の力で可能な限りの兵を集めてやる。片っ端から傭兵団に声をかける。徴兵の数も増やす。目標は、そうさな五千だ。前回の十倍だ。奴らがどんな弓を使おうと確実に押しつぶせるぞ。これならいくら無能な貴様でも勝てるだろう」

			　既に勝利を確信してフォランディエ公爵は高笑いする。

			　兵力差は明らかだ。前回の戦いでエルフが出した兵は一〇〇人、それも女子供も交じってそれだ。

			　一〇〇対五千の戦争。戦力差は五十倍。誰がどうみても勝てる。策なんていらない。ごり押しでいい。それなら練度のなさも誤(ご)魔(ま)化(か)せる。

			　だが、ルルビッシュの長年の勘が警(けい)鐘(しよう)を鳴らしていた。

			　……せめて他の公爵から兵を借りて欲しい。そうすれば兵の質と連携は担保できる。だが、勇者の一件もあり、それはフォランディエ公爵のプライドが許さないだろう。

			　いや、勇者のことがなくても自分の支配する土地で帝国の危機が発生しているなんて、この男が言えるはずがない。

			「フォランディエ公爵、人員の増加については了解しました。ですが、時期だけは予定通り雪が解けてから二か月後にしていただけないでしょうか」

			「理由を話せ」

			「はっ、帝国からエルフの村の途上にあるのは、我らが支配している村や町ばかりです。大規模な軍の行進でありながら略(りやく)奪(だつ)ができません」

			　長距離の進軍であれば、食料の補給は敵国の村や町を襲い現地調達するのが一般的だ。

			　だが、帝国の領内では、それが行えない。

			「略(りやく)奪(だつ)ではなく徴(ちよう)収(しゆう)すればいい」

			「そのためには時期が問題なのです。食料に余裕があれば、少し脅(おど)せば差し出してきましょう。ですが、雪解け直後は、冬の間にため込んだ食料を使い切っており、収穫までの時間を要します。村や町の人間は、手持ちの食料を差し出せば飢(う)え死ぬ。ちょっとやそっとのことでは、食料を差し出さないでしょう。収穫を待ち、各々の村や町に食料が満ちるのを待つのが得策です」

			　加えて言えば、雪が降り始める前に、今回の戦いに備えて限界まで税の徴(ちよう)収(しゆう)量を多くしている。ほとんどの村や町では、この冬に飢死者が出るだろうし、備蓄なんてほぼゼロだ。

			　帝国への反感も強まっている。そこにさらにと徴(ちよう)収(しゆう)しに行けば、死にものぐるいで抵抗してくることが予測される。今回の兵は正規兵ではなく徴兵した兵士が多く交じる。彼らは村民や町民に同情するだろうし、最悪離反まで考えられる。

			「いつも通り、兵糧と武具は、帝国を出る際は最低限にして身軽にし、中継点の補給基地で補充、その後奴らの村を襲えばいいだろう。それなら、村や町での補給をすることなく、最小限の負担で行軍ができよう」

			「確かにその通りですが、万が一がありえます。なんらかの理由で、補給基地で補充できない。行軍のペースが乱れ、手持ちの食料が尽きる。こういった場合の対処が難しくなります。雪解けから二か月後の状態であれば、支配している村や町から容易(たやす)く徴(ちよう)収(しゆう)できるので安心できます。万全を期すなら、予定通りの時期で戦争を」

			「ルルビッシュ、おまえは何を言っているんだ？　帝国の領内で行軍が遅れる要素なんてあるはずがないだろう？　周りは味方ばかりだ。戦いだってこの兵力差だ。すぐに終わる。兵糧や長期戦の心配なんてするだけ無駄だ」

			　ルルビッシュは唇をかむ。戦場では何が起こるかわからない。それに、連携を取れないお荷物入りの五千人近い大軍。すんなりと中継地点で補給し、短期決戦でエルフの村を落とせるとは思えない。

			「そんなことより、早く攻め落とさないと、コリーネ王国に奴らの技術が渡る。そちらのほうがやっかいだ。貴様がそうなった場合の責任を取れるというのか！　すぐにでも戦わなければ、今度はコリーネ王国の兵が数千人、奴らの武器を携えてやってくるのだぞ!?　五〇〇メートル先から狙(そ)撃(げき)が可能な、あの頭のおかしい弓でな！」

			「確かに、その通りです……了解しました。必ずやこのルルビッシュ、奴らを倒し、そして魔石を得てみせましょう」

			　嫌な予感を抱えたままルルビッシュは、兵員の増加、開戦時期の前倒しを受け入れた。

			　その両方が、誰によって誘(ゆう)導(どう)されたのかを知らないまま。

		

	
		
			第３話　精鋭部隊(イラクサ)

			　

			　精鋭部隊を組織すると決めてから数日がたった。隊員については志願を募(つの)り、その中から選出することにした。周知は済ませてある。今日、志願者を全員集めて選抜する。

			　その大仕事に備えて力をつけようと、我が家での昼食にルシエが焼いてくれた柔らかいパンを食べる。

			　ルシエのパンは不思議と俺の焼くパンより美味(おい)しい。技術的には負けていないはずなのに……愛という調味料のおかげかな？　そんなことを考えていると、突然ルシエが口を開いた。

			「シリル、私は精鋭部隊に志願するよ」

			　目には決意の光が宿っている。

			　やっぱり、ルシエならそう言うと思った。むしろ今日までその話題を出さなかったのが不思議なぐらいだ。

			「正直な感想を言うと、ルシエには志願して欲しくないな」

			「うん。シリルの気持ちは知ってる。だけどね、私は志願する」

			「なら、俺の権限で落とす」

			「それは私に適性がないから？」

			　その言葉に返事が出来なかった。

			　適性があるかないかで言えば、間違いなくルシエには才能がある。修得の難しい【知覚拡張】を数か月でものにしているし、弓の腕もエルシエの中でトップクラスだ。

			【身体強化】もおそらく教えれば出来てしまう。他のエルフと違い、裏ワザを使う必要もない。

			「もし私の力が足りなくて選ばれないんだったらいいよ。でも、それ以外の理由で落としたら怒る。シリルのこと嫌いになる」

			「……能力に問題はないよ。でも俺の気持ちを言わせてもらうと、ルシエに危険なことをさせたくない」

			「私は一緒に戦ってシリルの危険を減らしたいの」

			「その気持ちは嬉しいよ。でも、ルシエの綺(き)麗(れい)な肌に傷がつくのが嫌だし、鍛(きた)えすぎて変な筋肉がつくのが嫌だ。歩きすぎで足の爪が変形するのも嫌だし、本格的な訓練に入れば会える時間が少なくなる。第一、健康にも髪の艶にも肌にも悪い。全部嫌だ」

			「シリルって意外に細かいんだね」

			　俺の発言に苦笑しながらルシエは言った。

			　ちょっと熱がこもって変なことを言ってしまい恥ずかしくなる。

			「それだけ、ルシエのことが好きだからね。言っておくけど、本気で戦うってそういうことだよ。女の子としての幸せを願うんだったら、やめておいたほうがいい」

			「シリルは、もしシリルが言ったように私の肌が傷だらけになって、筋肉がついて、足の爪が変になったら私のこと嫌いになる？」

			「そんなはずはない」

			　即答する。俺はルシエの容姿が大好きだが、それは彼女の数ある魅(み)力(りよく)の中の一つに過ぎない。それが損なわれたからと言って、嫌いになんてなるはずがない。

			「だったら、私は志願する。これは、もう決めたことだから」

			「ルシエは相変わらず頑(がん)固(こ)だね」

			「シリルにだけは言われたくないよ」

			　頑(がん)固(こ)者同士、お互いに苦笑いする。

			　俺もルシエも自分でこうと決めたら、絶対に折れない。

			　もしルシエが精鋭部隊の隊員になればルシエの綺(き)麗(れい)な体を守るために全魔術と知識をもってケアすることを決意した。

			「わかった。じゃあ、ちゃんと公平に選ぶよ。ルシエも知っていると思うけど、今日の午後に希望者を集めて、そこから二〇人を選ぶ。公平ってことは、もしルシエよりも才能のある人が多ければ容(よう)赦(しや)なく落とす。それは覚悟しておいて」

			「うん、わかってる」

			「あと、ルシエは女性ってだけで不利だよ。それで幾分選ばれにくくなっていると考えてほしい」

			「それは、シリルの好みの問題？」

			　俺は首を横に振る。

			「やっぱり、女性は基礎体力が男性に劣(おと)る。生理があって体調が安定しない。隊の性別は統一したほうが何かと気にしないでいいから楽というのもある。長期間の野外の作戦も増える。例えばトイレとか着替えとか、男だけのほうが楽だ」

			「うん、それでも、選ばれる可能性はゼロじゃないんだよね？」

			「そうだな。ゼロじゃない」

			　そうは言ったものの、公平に選ぶならルシエを選ばざるを得ないと考えていた。そんな不利を覆(くつがえ)すほど、彼女の才能は素晴らしい。狙(そ)撃(げき)兵や偵察兵は、体力のハンデが比較的出にくい職種ということもある。

			　その後は、精鋭部隊の話をせずに昼食を済ませた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村の広場に、かなりのエルフが集まっていた。

			　火狐たちは精鋭部隊の選出には関係ないので、ここには居ない。

			「みんな、よく集まってくれた。危険な役割というのに、ここまで志願者が多いとは思わなかった。ありがとう」

			　他のエルフよりも一段高いところに立って挨(あい)拶(さつ)をする。

			　この場に居るのは、志願者が四一名に、あとは野次馬がその三倍ほどだ。

			　冬は仕事がないのでこうして見に来る余裕がある。志願者の中にはルシエの姿もあった。他に目立つのはロレウが率いる自警団の面々だ。

			　自警団の連中は荒事に慣れているし、日頃から体を鍛(きた)えている。最有力候補だ。……それでも、重要視される才能が無ければ容(よう)赦(しや)なく落とさざるを得ない。

			「長、規定数を超えたら選定をすると聞いていたが、どうやって選ぶつもりだ？」

			「俺の独断と偏見だ。精鋭に必須とされる魔術の適性があるかどうかが第一条件、それでふるいにかける」

			　具体的には【知覚拡張】、これがうまく使えるかどうか。これを使えなければ人間と大して変わらない。人間に不可能な作戦を練れるからこそ、裏を突き、効果をあげられる。

			「長、そんなのわかるのかよ」

			「簡単に見分けがつくんだ。さっそくだが選定に入る。みんな一列に並んでくれ」

			　俺の言葉に、一気に緊張感が高まる。

			　ここに居るメンバーの志望動機は大きく三つにわかれる。

			　一つ目は純粋にエルシエを自分の手で守りたいという気持ち。

			　二つ目は、俺のように強くなりたいというもの。精鋭部隊に入れば、俺のような強さが手に入ると信じている者たち。これはとくに若い男に多い。……強くなれるというのは、それだけで魅(み)力(りよく)がある。

			　三つ目は、俺に近づきたいという少し邪な気持ち。俺はもてる。精鋭部隊に入れば俺との接点が増えるのは間違いない。あわよくば第二夫人になろうと思っているのだろう。クウのことはまだエルフの皆には伏せている。

			　そうしているうちに、志望者が一列に並び終わっていた。

			「それでは始める。まず一次審査だ」

			　俺は一列に並んだ先頭の男の肩を叩く。男は典型的な二つ目の動機、強くなりたいという意志で来た若者だ。生意気そうな表情が浮かんでいる。

			　風のマナに働きかける。騒がしく風のマナを動かし、男の目の前でちらつかせる。

			　しかし、男はなんの反応も示さない。

			「不合格」

			「えっ、ちょっと待て、なんで今ので」

			「風の声が聞こえなかっただろう？」

			「なんだって!?　言っている意味がわから…」

			「次だ」

			　時間がないので会話を途中で打ち切り、次に行く。次はロレウの自警団の一人。三十代前半のたくましい短髪の男だ。

			　さきほどと同じように肩を叩き風のマナを騒がせる。一人目の男とは違い、きっちりと風の動きに反応してみせた。

			「合格」

			　合格者は別の列に誘(ゆう)導(どう)する。彼には確かに風の声が聞こえていた。

			　この声が聞こえないものに、【知覚拡張】を教えるのはひどく難しい。だからこそ、これが聞こえることが必須になる。

			　四一名のうち、風の声が聞こえたのは二三名。エルフであれば、もっと割合が多いと思ったが、半数がいきなり一次審査で脱落した。

			　そして厄(やつ)介(かい)なことに、女性が七名ほど居る。これで、ルシエを女性だという理由で選ばないという選択が出来なくなった。

			　男だけでは既定の人数をそろえられない。

			「ちょっと待ってくれ！　納得がいかない。どうして俺たちがそこの女たち以下になるんだ！」

			「風の声が聞こえないからだ」

			「だから、それの意味がわからないんだって！」

			　よく見れば声を張り上げた男だけではなく、落選組がその言葉に同意するように首を縦に振っている。

			　そうか、ここまで言ってわからないのか……

			「なら実践しよう」

			　俺は、抗議する男に背を向けた。
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			「俺は後ろを向いている。背後から思い切り石を投げてくれ。五人ほどでやってくれてかまわない」

			「いや、そんなことしたら、長が」

			「いいからやってくれ。納得したいんだろう？」

			　その言葉と同時に俺は、風のマナに働きかけ【知覚拡張】を展開。風と知覚を共有し、自分の周囲半径三〇〇メートルの情報を知覚する。

			　空気のある場所において俺の死角がゼロになる。

			「恨まないでくださいよ！」

			　そして、その男をはじめとした落選した数人の男たちが小石を投げてくる。

			　それを振り返りもせずに俺は容易(たやす)く躱(かわ)していく。

			　一人、五つぐらい投げたあたりで、石の雨が止んだ。

			「今のが風の声を聞くということだよ。風がすべてを教えてくれる。さっき、肩をたたくと同時に風にささやかせ、その声が聞こえるかどうかを試した」

			「……今、長がしたようなことを俺たちは頑張ってもできないが、その子たちなら、できるようになるってことか」

			「そうだよ。一つ訂正するなら、時間をかければ君たちにも出来るようになる。だけど、帝国が攻めてくるまでには時間がないんだ。早く覚える見込みのある者を選びたい」

			「……それなら仕方ないな。長、ケチをつけてすまなかった」

			「いや、俺も悪かった。せっかく志願してくれたのにすまない」

			　その言葉を最後に、落選組がぞろぞろと去って行った。

			　少し俺にも配慮が足りなかったかもしれない。目的はどうあれ、エルシエのために帝国と命がけで戦うと言ってくれた同(どう)胞(ほう)だ。もっと優しくしないといけなかった。

			「それじゃあ、二次審査をしよう」

			　二次審査として、簡単な体力検査を実施して、結局七名残った女性のエルフの内の三人を落とすことで規定の二〇人になった。

			　やはり体力面では男性が勝るようだ。

			　そして、その中には当然のように日頃から地道に魔術を使って体を鍛(きた)えているルシエが残っていた。

			　二〇名の内、一〇名はロレウを含めた自警団の面々で、かなり心強い。これなら一から連携を取るよりずっと楽だ。

			　その他の一〇名は若いエルフが多い。やはり若いほうが戦う意志が強いのだろう。

			　若いエルフの中には幼(おさな)馴(な)染(じみ)のレックやシュティといった顔なじみ、そして意外なことに、何かとルシエと一緒に居る、地味な女の子のコンナまで居た。あまりこういうところに出る子じゃないので気になる。

			「コンナが来るとは思わなかった。どういう風の吹き回しだ」

			「あっ、シリル様。えっと、その、シリル様と一緒に居られるって友達に誘われて」

			「その友達は？」

			「一次審査で落ちちゃいました……」

			　なるほど、消極的な彼女は、友達に勧められるがままに来てしまい、自分だけ合格してしまったということか。

			　風の声はきちんと聞こえているし、意外に体力もある。だが、人に言われて来たというモチベーションでは続かないだろう。ここは……。

			「シリル様！　ちっ、違うんです。確かにきっかけはそうですけど、無理やりとか、いやいやとかじゃなくて、ちゃんと私、死んでもいい覚悟で、本気で来ました。私は今のエルシエが好きなんです。昔のエルフの村じゃなくて、今のエルシエが。だから、ちゃんと守りたい。その気持ちは、本当です！」

			　辞退を勧めようとした瞬間、大慌てでマシンガンのような勢いでコンナが言葉を放つ。

			　俺は微(び)笑(しよう)を浮かべる。

			　拙い言葉だけど、彼女の本気が伝わってきて嬉しかった。

			「そんなふうに思ってくれて嬉しいよ。辛い訓練があるし、戦場は地獄だ。でも、その気持ちがあるならきっと大丈夫だ」

			「はいっ！　頑張ります」

			　コンナが握り拳を作って鼻息を荒くして頷(うなず)く。

			　そして俺は、広場の中央に進む。

			「みんな、聞いてくれ。ここにいる二〇名が、エルシエを守る盾、そして剣となる」

			　火狐の二人は別枠なので、常備軍としてはこの二〇名となる。

			「これから皆には、ただ強くなるためだけの生活をしてもらう。逆に言えばそれ以外は許されない」

			　彼らはこれから、作物を育て狩りをする、そんな今までの生活を捨て、ただ戦うためだけに生きることになる。

			「普段の生活は、他の皆によって支えられる。だからこそ……おごらないで欲しい。君たちは強くなる。俺が強くする。そして、強さは傲慢さを生む。だけど、その強さはエルシエの皆がくれた強さだということを忘れないでくれ」

			　俺自身、何度も自分を見失いそうになった。

			「その上で、有事の際には誰よりも早く、誰よりも前に出て、みんなにもらった強さを存分に振るってくれ。それこそが君たちの存在意義だ。俺の言葉に納得できるなら胸に手を当ててくれ。最終確認だ。これが終われば後戻りはできない。そのつもりで応えて欲しい」

			　胸に手をあてる動作はエルフの誓約を意味する。……二〇人全員が胸に手を当てた。

			　きっと、俺の言った言葉のすべては伝わっていないだろう。

			　それでもいつかは、ちゃんと伝わると信じている。

			「皆の覚悟を受け取った。これより君たちは、エルシエの精鋭部隊となる。その名をイラクサ。これからは、自分がイラクサだという誇(ほこ)りと自覚を持って行動してくれ」

			　みんなそれぞれにイラクサという名を小声でつぶやき、そして誇(ほこ)らしげな笑みを浮かべた。

		

	
		
			第４話　訓練開始

			　

			　日が昇ると同時に外へ出て狩りをはじめる。精鋭部隊であるイラクサの隊員選定が終わって三日がたっていた。

			　雪が降る中の狩りは自殺行為だが、イラクサの食事のために肉を手に入れたかった。

			　屈強な体作りに肉は必要不可欠。特に高タンパク質、低カロリーのシカ肉は最適だ。干し肉の在庫はあるが、やはり柔らかい肉をたっぷり食べてもらいたいと思い、こうして無茶をしている。

			　イラクサのメンバーがもともとしていた仕事の穴埋めの調整が終わり、ようやく本格的な訓練が今日から始まるのだ。

			「シリル兄様、お馬さんよりずっとはやい！」

			　背中に紐(ひも)で括りつけている銀色の火狐のユキノが、普段はおとなしいのに、めずらしく年相(そう)応(おう)にはしゃいでいる。

			　俺はさきほどから【知覚拡張】で獲物を探しながら疾(しつ)走(そう)している。地面は雪に埋もれていて足がとられるので木の枝から枝に飛び移っていた。

			　俺が【風避け】の魔術で雪を風ごと避け、ユキノに火の魔術を使って周りを温めてもらっている。

			　こうすることで雪が降りしきる山の中でも狩りができる。

			　ユキノはぎゅっと俺に抱き着いていて、火の魔術の暖かさの他に、子供特有の温かさと柔らかさが伝わり、とても快適だ。

			　朝早くからということもあり、クウに頼むことも考えたが、雪に足がとられないように少しでも軽くするために小さなユキノにお願いした。

			「ユキノ、朝早くから悪かったな」

			「最近はこれくらいに起きてるから平気」

			「早いんだね」

			「うん、クウ姉様が毎朝してた鍛(たん)錬(れん)、一緒にやってる」

			「そう言えば、クウはずっとやってたな」

			「クウ姉様、強い」

			　火狐たちは強さを崇めるところがある。村長の娘だったクウは、火狐の村にいた時からずっと朝の鍛(たん)錬(れん)を行っていた。

			　クウはああ見えて、魔術を抜いた体術だけでも、エルシエの中では俺に次ぐ腕を持っている。ユキノに戦い方を教えることも可能だろう。

			　クウとユキノの二人は戦い方の根本が違うので俺は指導しない。

			「それにね。ユキノもイラクサの人と一緒に戦うってクウ姉様が言ってた。ユキノがいくら強くなっても、イラクサの人が強くないとユキノ死んじゃう。イラクサのためにユキノが頑張るのは当然」

			「ユキノは頭がいいね。そうやって、自分がどうして頑張っているのかわかってる子は強くなるよ」

			　お世辞ではなく本気でそう言った。言われたことを漠(ばく)然(ぜん)と実行するのではなく、その目的を理解し、より効率的に行う習慣。それがあるかどうかで成長の速度は全然違ってくる。

			「当然。ユキノは天才。それにいっぱい頑張ればシリル兄様、きっとおすそ分けくれる」

			　流石(さすが)、三人娘の裏リーダーだ。抜け目がない。

			　あの三人は、ケミンが勢いよく先頭をきり、ユキノが冷静にフォローして、失敗や喧(けん)嘩(か)があってもクロネがそのほんわかした空気で丸く収めてしまう。

			　本当にバランスがいい。

			「仕方ないな。頑張ってくれたユキノには、特別にイラクサのごはんをお裾分けするよ。ユキノにも強くなってもらわないとね」

			「いっぱい頑張るから、三人分ちょうだい」

			　ユキノは三人分食べたいわけじゃない。きっと仲のいいケミンとクロネにも食べさせてあげたいのだろう。

			　断っても自分の分を三人で分けるだろうし、少し甘いが……

			「わかった。ケミンとクロネの分も用意するよ……ユキノ、さっきから頑張りすぎて暑い」

			「頑張り過ぎちゃった、あと、シリル兄様ありがとう」

			　ユキノが力を緩(ゆる)めて再び適温に戻る。それから、帰りのことも考えエルシエからあまり離れないようにしながらシカの探索を続けた。

			　十五分後にようやく、【知覚拡張】の範囲内にシカが現れた。

			「よし、見つけた」

			「ユキノにはわからない」

			　尻尾(しつぽ)と同じ銀色で、先端だけが黒い狐耳をさきほどからピンと伸ばしたり、ぴくぴくと動かしたりしてユキノは必死にシカの気配を追うが、その気配を捉(とら)えられない。

			「うーん、かなり距離があるからね」

			　火狐は気配に敏感だが、二五〇メートルほど距離がある上に障害物で隠れて、ここからでは見えない。そういう獲物すら捉(とら)えられる【知覚拡張】だからこそ、イラクサの面々には何としてでも覚えさせる必要がある。

			　ユキノを優しくおろして、クロスボウに矢をセットする。射線が通っていないので五歩ほど移動してそれを確保する。

			「よし、ん？　ユキノ、そんなに凝視してどうしたの？」

			　俺がクロスボウを構えていると、強烈な視線を感じた。ユキノを見ると、目を輝かせて尻尾(しつぽ)を振っていた。
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			「シリル兄様、弓を構えているときの顔、いつもと違う。いつもはにっこりして優しそうな顔だけど、今はすっごくきりってして、なんか、ぴんってしてる」

			「怖い？」

			「ううん。かっこいい」

			「ユキノたちのお兄ちゃんだからね。やるときはやるんだよ」

			　笑いかけると同時に、クロスボウのトリガーを引く。放たれた矢は放物線を描き、シカの側頭部に突き刺さった。シカは即死だろう。

			「さあ、行こうか。シカは仕留められたよ」

			「シリル兄様」

			「なんだい？」

			「シリル兄様……かっこいい。ユキノ、シリル兄様の子供産みたい」

			　一歩踏み出した瞬間にユキノが変なことを言うものだから足を取られてしまった。

			「ダメだよ。……ユキノ、そういうことを女の子が言ってはいけない」

			「どうして？　ユキノ、子供産みたい」

			「それは、ちゃんと恋とか色んな手順を踏んでからの話だよ」

			「でも、はやく産みたい。ユキノたちが子供産まないと、火狐居なくなっちゃう。ユキノは火狐の血を繋げないといけない。そのために村の皆、命を使ってユキノたちを生かしてくれた」

			　小さな子でも、ちゃんと考えているようだ。

			　もとの火狐の村は滅んだ。生き残りが二手に分かれて逃げたが、エルシエに向かわなかった火狐たちは亡くなってしまった。今エルシエにいる五〇人余りが最後の火狐なのだ。

			「だからって、必要だからそういうことするっていうのは悲しすぎると思うよ」

			「それもあるけど、ユキノはシリル兄様のことが好き。そういうこと、シリル兄様以外は怖くて、いや」

			「好きの種類が違うんだ。ユキノは俺のことをお兄ちゃんみたいって言ってくれただろ？　お兄ちゃんとはそういうことをしない」

			　ユキノは納得いってなさそうな顔で考え込む。

			「でも、やっぱり好き。お兄ちゃんを好きって気持ちがあるけど、別の好きもある」

			　どうしよう。きっぱり断りたいけど、この子を傷つけたくない。

			「ユキノがそう言ってくれるのは嬉しいよ。でも、俺は子供の『好き』を信じてあげられない。真剣に向き合えない。ユキノは、俺以外の男の人をちゃんと知らないだけだって思っちゃう」

			　ユキノが目に涙を溜めて、胸の前で拳を作ってぷるぷる震える。耳も尻尾(しつぽ)もペタッと垂れてしまっていた。

			「ちゃんと好きなのに、シリル兄様。どうしたら信じてくれるの？」

			　好きの証明。

			　もし、そんなものがあるなら……。

			「そうだね。ならユキノは一二才だから、あと二年で大人だ。一四才になってそれでも変わらず俺のことが好きだったら、そのときはちゃんとユキノの気持ちを受け止めるよ」

			　二年の間、俺以外の男の人ともいっぱい仲良くなるし、ユキノ自身も変わっていく。それでも変わらないものがあるなら本物だろう。

			「約束。二年経って好きだったら、第三夫人」

			「ユキノ、勝手に報(ほう)酬(しゆう)を吊り上げない。二年経って変わらなかったら、ちゃんと真剣に考えるってだけだよ」

			「……ばれた」

			　本当にこの子は抜け目がない子だ。

			　きっと今でこそ火狐というだけでエルフの皆は距離を置いているが、いずれエルフと火狐の距離が縮まればこんな可愛(かわい)くていい子を周りの男が放っておかないだろう。

			　やがてその中にこの子のハートを射止める男が出て来る。

			　俺みたいな二人も好きな人が居る男じゃなくて、ちゃんと一番にユキノを想ってくれるようなそんな男が……いや、なんか想像していたら腹が立ってきた。

			　大事な妹を預けるんだ。俺よりも強く、商才があり、思いやりのある男以外は認めない。そうしよう。

			　気を取り直してシカのところに行き、内臓と血を抜き軽くしたシカを、簡易的なソリをその場で作って載せる。その上にユキノも乗せてトナカイ気分で走り出した。

			　ソリは、魔剣の域にある高振動ナイフと、丈夫な紐(ひも)があれば簡単に作れてしまう。

			　さすがに雪で足取りが重いが、そこは【身体強化】で強引に速度をあげた。

			「よし、このあたりでいいか」

			「シリル兄様、何をしてるの？」

			「イラクサの訓練のためにちょっとね」

			　腰にぶら下げていた予備のナイフを一つ、このあたりで一番目立つ大木に突き刺しておく。

			「そうだ。暇(ひま)だし歌おうか」

			　ソリを引いているだけなのでかなり暇(ひま)だ。ユキノも同じだろう。

			「シリル兄様の知っている歌を教えて。火狐の歌は飽(あ)きた」

			「ううん、歌か。エルフはあんまり歌わないから……」

			　エルフは楽器と舞は得意だが、不思議と歌はあまり得意じゃない。曲だけあればそれで満足してしまう。なんとなしに、シリルじゃない俺の記憶にあった歌を歌う。

			「それいけ　それいけ　みんなどきどき　高鳴るときめき　掘って　掘って　どろんこになって　朝日におはよう」

			　明るい曲調、まるで童話のような歌詞。確か地球の昭和、日本で流行った、【おはよう、世界】という曲だ。この曲は、キタキツネを主人公とした夫婦での子育てを主題とした動物映画、その挿入歌だった。確か、この物語に出てきたキタキツネたちは……

			　二回ほど繰り返し歌うと、三回目からユキノの声が重なる。火狐だけあって上手だ。

			　俺の声はノイズだと思い、途中で歌うのを止めユキノの声に集中する。

			　すると、ユキノがしばらく自分一人で歌っていたことに気がついて顔を真っ赤にして歌を止めた。

			「どうして止めたの？　ユキノの歌、素敵だったのに」

			「クウ姉様と比べれば、ユキノの歌は全然ダメ」

			「比べる必要ないと思うけど」

			「……ユキノもそう思う。でも、駄目」

			　どうやら思うところがあるらしい。火狐の中でもクウの黄金、ユキノの白銀は特別と聞いている。何かあるのかもしれない。

			「そっか、ユキノは駄目って言ってるけど、俺は好きだよ、ユキノの歌。それだけは覚えておいて」

			「シリル兄様、さっきの約束だけど、やっぱり二年は長すぎる」

			　そうして無事、雪が降る中、狩りは終わり新鮮な肉を手に入れることが出来た。

			　今日使う分を切り分けて、残りは鉄でつくった保温機の中に大量の雪と一緒に詰め込んだ。これでしばらくはもつだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さあ、訓練の前の腹ごしらえだ。いっぱい食べてくれ」

			　村長宅に、精鋭部隊イラクサの面々を集めて俺は笑顔で口を開いた。

			「長の言うとおり朝飯を抜いてきたけど、さっきから良い匂いがするな。なんだこりゃ」

			「シカ肉のクリームシチューだよ。温まるから食べて食べて」

			　そう言いながら、エルシエの面々に特製クリームシチューとパンを渡していく。

			　細かく刻んだジャガイモに水と小麦とバターを加えたものをラードで炒め、それをベースに、シカの骨とゼラチン質の多いスネ肉でしっかりとった出(だ)汁(し)、ヤギ乳をいれる。

			　最後に下味をつけたシカ肉のロースを軽く焼いたものとキノコをたっぷり入れて煮込み、塩で味を調える。

			　初日なのでかなり頑張った。この時代、ここまで手の込んだ料理は中々食べられない。

			　付け合せのパンもしっかり酵(こう)母(ぼ)を使ってふんわり焼いた。しかも今回はヤギ乳を使っているので、普段食べているものより格段に旨みがあるし、クリームシチューとの相性もいい。

			　雪の降る寒い朝に、温かくて優しい味のクリームシチューは体に沁(し)みるだろう。

			「こりゃ、うめえ。ヤギ乳とシカと、ジャガイモだけで、こんなもん作れんのか！」

			「これが食べられただけでも、イラクサに入った甲(か)斐(い)はあったわ」

			「こんなうまいもんが食えるならなんでもやってやる」

			　エルフたちにも大好評だ。

			　今から地獄を見るのだから、せいぜい楽しむといい。

			　快く、お替りも許して、鍋の中身が空になるまでイラクサの面々に朝食を楽しんでもらった。

			「さて、しっかり栄養もとったことだし、今日の訓練をはじめる。二人は俺が直接指導して、残りの一八人は基礎体力の強化をやってもらう」

			　話しながら、手伝いで呼んでいるエルフたちに厚い毛皮のコートや手袋等を持っててきてもらう。

			「基礎体力訓練組は、きっちりと寒さ対策をしてほしい。……ロレウ、これが地図だ。地図に印をつけてあるだろう？　そこには大木があってナイフを突き刺してあるから、皆で行って回収してきてくれ」

			「長、雪が降っている中、こんな山の奥に？」

			「そのあたりなら、ぎりぎり日が沈む前に戻って来れるだろう」

			「死ぬぞ!?」

			「俺は、日が昇ると同時に出発して、シカを狩って持ち帰るついでにナイフを刺してきた。そのあと、料理をする時間まであった。行って戻ってくるだけだ。難しくないだろう？」

			　俺の反論にロレウは言葉を失う。

			「やろう、みんな。遠いけど、このあたりの山で私たちが迷うことはないよ。ここで言い合ってても時間が過ぎていくだけ。暗くなる前に戻ってこないと、本当に危ないわ」

			　エルフの皆が尻(しり)込(ご)みするなか、ルシエが声をあげてくれた。

			　女の子がそう言っているのに、情けないところを見せられないと、他の面々もそれに続く。

			「今から行けば、雪を考えればぎりぎり、夕方か」

			　森に慣れているロレウが、イラクサの面々、特に女性のほうを見て見通しを立てる。

			　一番足の遅いものに合わせて夕方までという俺の見通しとほぼ同じ結論を出した。

			「仕方ねえ、行くか！　よし、着替えたら速攻で出発するぞ」

			「さすが、ロレウ。皆を引っ張ってくれているな。……あと昼食だよ。これを皆に持っていってほしい」

			　俺は、そう言いながら小包を渡す。

			「なんじゃこりゃ」

			「だから、お昼ごはんだよ」

			　俺が作った、糧食の一種だ。

			　生地に干しクランベリーと酢(す)と塩、それにラードを大量に練り込んだ大き目のソフトクッキーだ。

			　保存期間が長くカロリーが凄まじい。栄養面だけを見れば一つで昼食を賄えるし、クランベリーと酢(す)の甘味と酸味が疲れを癒(いや)してくれる。

			　帝国との戦いでは長期の遠征になる。持ち運びに優れ、しっかりと栄養が取れる優秀な糧食が必要不可欠だ。これならその気になればひと月分の食料をリュック一つに搭載できる。

			「こんなちっちゃいので持つのかよ。もっとちゃんとした……」

			「ダメだ。それだけで持たせるようにするのも訓練の一環だ。しばらく、昼はそれだけで過ごしてもらう。その分、朝は豪勢にするから許してくれ」

			　いかに優秀な糧食であろうと、それを使う側が慣れておく必要がある。いくら栄養は十分あるからと言っても、ソフトクッキー一つで満腹感は中々得られない。

			　それ一本の食生活に慣れておかないと、実際に遠征した際に我慢の限界が来る。

			　当面は一食をソフトクッキーですます生活に慣れてもらう。そしていずれは、一日にクッキー三枚という生活を体験させる。それが出来ずして長期の遠征なんて望めない。

			「長のことだから何か考えがあるんだな。わかった。やってみせるさ」

			「ありがとう」

			　雪山は足腰、体力、忍耐力、チームワーク。それらすべてを鍛(きた)えてくれるだろう。

			　全員に基礎体力と一体感が生まれるまでは、雪の山登りをメインにする。

			「残り二人は、何をするんだ？」

			「俺の使っている魔術、【知覚拡張】と【身体強化】を叩き込む。一日で使えるようにしてみせるさ」

			「そいつはすげえな。魔術って、覚えるにはもっと時間がかかるもんだろ」

			「まあ、俺だし」

			「シリルって、たまにそうやって誤(ご)魔(ま)化(か)すよね」

			　ルシエが呆れと尊敬が入り混じった不思議な声をあげた。

			「実際、そうだからね」

			　正攻法の手段では不可能だ。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使える俺だからこそできる裏技を使うので、俺だからとしか言いようがない。

			「みんなの無事を祈っている。夕方になって戻って来なければ捜(そう)索(さく)に行くから安心して行ってきてくれ」

			「おうさ。長、狩人の意地にかけて、誰も迷わせねえよ」

			　そうして毛皮を着こみ、携帯食を持って基礎体力強化組が出ていった。

			　残したのは、ロレウの部下一人と女性一人。

			　さきに、手伝いの者を使って別室に案内させてある。

			「さて、出来れば使いたくない【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】だけど、魂(たましい)関連の魔術は、あれ以上に適性があるやつは居ないしな」

			　今日呼び出すのは、大魔導士シュジナ。

			　躊(ちゆう)躇(ちよ)する理由は、燃費の悪さや、格の高さによる魂(たましい)への負荷ではない。むしろシュジナはそのどちらも軽いほうだ。

			「俺が知らない俺か」

			　危険だと言うことで、存在のかけらすらも認識できないように【俺】によって封じられた五人の俺が居る。

			　シュジナはその五人とは違い、きっちり存在も能力も認識できる。だがシュジナは他と比べれば能力は平凡であるにもかかわらず、意図的に【俺】がシュジナの記憶だけを封印して思い出せないように細工してある。

			【俺】は、意味のないことはしない。シュジナには何かある。そんなシュジナを呼び出すことに抵抗があった。

			　だが、もう躊躇(ためら)う時間はない。

			　覚悟を決めて、シュジナを呼び出す。

			　ただ、魔術を極めるためだけに生きていたときの俺の集大成。

			　人間でありながら、魔術、外科手術、心霊術、ありとあらゆる手段をもって、肉体そのものを魔術に最適化するように弄(いじ)った狂気の産物。

			「さあ、はじめようか」

			　気合を入れて二人のイラクサのメンバーがいる部屋に入った。

		

	
		
			第５話　大魔導士シュジナ

			　

			　俺は大魔導士シュジナを呼び出す覚悟を決めて、二人のイラクサ隊員が待つ部屋に入る。

			　二人には椅子に座って目隠しをしてもらっている。【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】後の俺の姿を見せたくないからだ。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使って呼び出すのは、大魔導士シュジナ、種族は人間だ。人間の姿を見せてしまえば、エルフたちは平静な気持ちではいられないだろう。

			「長、どういったつもりで目隠しなんか？」

			「視覚を遮(しや)断(だん)したほうが、集中力が増して魔術の覚えが早くなるんだ」

			「そうなの？　知らなかったわ」

			　イラクサの二人は、俺の苦しい言い訳でも納得し、それ以上の追及はしてこなかった。

			　俺は、二人に聞こえないように声を小さくして、詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」

			　自らの内側に強く語りかけるようにして魔術を起動していく。

			「我が望むは、絶望の世界に光を灯した狂気の大魔導士、その名は……」

			　かつての名。懐かしい名前を読みあげる。

			「シュジナ！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　体が光に包まれる。固有魔術である【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が起動する。

			　光が収まった俺の身体は、魔術師らしいローブを身につけ、地・火・風・水、四色の魔石が取りつけられた儀礼用の杖を持ち、長い白髪を銀細工の宝石が付いた髪飾りで押さえつけた三十代半ばの人間の姿になった。
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			「やはり、思い出せないか」

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使い前世の姿を取り戻すと、普通はそのときの俺の強烈な記憶と感情が蘇(よみがえ)ってくる。

			　だが、シュジナの能力や修得した技術の情報はすらすらと出て来るのに、シュジナ自身の記憶がまったく浮かんでこない。

			　そうして戸(と)惑(まど)っていると……

			『お父さん、帰って来たの？』

			　頭の中に、幼い少女の声が聞こえた。返事をしようにも、どうやって話しかけるのかすらわからない。

			『五三二年と、一二三日と、五時間ぶり。死ぬ時に、魂(たましい)がまた巡(めぐ)って、絶対帰って来るって約束したの嘘じゃなかったんだね！』

			　その声の主は精一杯の喜びと親愛を込めて話しかけてくる。

			　俺の胸の奥でも、熱い何かが暴れていた。

			『どうして返事をくれないの？　なんか、変、ノイズが大きっ』

			　少女の声が遠くなっていく。

			『接続が確立できない。代替回線もダメ、方式の変換も受け付けない？　お父さんがチャネルを閉じてる？　私の魂(たましい)の波長そのものをブロック!?　ここまでやるの？　なんで!?　なんで声を聞かせてくれないの？　なんで私を拒(こば)むの』

			　声に焦りと悲しみが混じり始めた。雨の中、捨てられた子猫の姿が頭に浮かぶ。

			　何か声をかけたいが、俺にはどうすることもできない。

			『私は、アシュノは、ちゃんと約束を守ったのに……お父さんは約束を破るんだ。うん、いいよ。私も、約束破っちゃう……どうなっても知らないから。それに、もうお父さんのこと見つけちゃった……別大陸か、遠いな。よりにもよってそこに居るの？　懐かしいな。偶然じゃないよね？　本当に遠い。でも、お父さんが死んでいた時より近い。絶対に会いに行くから、だって約束した。また会えたら、だき』

			　そこで声が完全に途切れる。

			「なんだ今のは？」

			　思わず声に出して呟(つぶや)いてしまった。

			　おそらく、シュジナの知り合いが、なんらかの魔術的な手段でコンタクトを取ってきた。

			　思念を飛ばす魔術自体はそう珍しくない。だが、俺の技量でも数十メートルが限界だ。少女の言う別大陸というのは、にわかには信じられない。もし、それが出来るなら、俺以上の技量と魔力を持ち、なおかつ俺の知らない術式を使いこなす魔術師ということになる。

			　そもそも、五百年以上生きている時点でまともな生き物ではない。そんな奴が本当に存在するのか？

			「長、どうしたんだ？　さっきから固まって」

			「ああ、いや、なんでもない」

			　俺が何も言わないので不安になったイラクサの隊員が問いかけてきた。

			　さきほどの少女のことは一度、忘れよう。【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】をした姿でいられる時間はそう長くない。

			「声もいつもより低くないか？」

			「喉の調子が少し悪いんだ。……気にするほどのことじゃないさ。魔術の訓練をはじめようか」

			　俺は用意しておいたコートとフードで体形と顔を隠す。

			【知覚拡張】をイラクサの二人が覚えれば、目隠しの意味がなくなるので、その対策だ。

			「少し気持ち悪いと思うが、我慢してくれ」

			　そう言いながら、俺は男に触れる。

			「【解(かい)析(せき)】」

			　そして、魔力を流して男の体を徹底的に調べ上げる。

			　シリルの姿で医者をしているときにも使った術だが、シュジナで使うと調査する情報量が数十倍に跳ね上がる。

			　身体的な情報はもちろん、その魂(たましい)の構造まで丸裸にしていく。

			　シリルで同じことをすれば脳が焼けきれる。

			　それが出来るのは、ひとえにシュジナの脳の処理能力の高さだ。

			　魔術を極めること以外に興味がなかった当時の【俺】は、シュジナが【俺】を思い出すと同時に、その体を完全に乗っ取った後、徹底的に魔術に適した体にシュジナを改造した。

			　世界樹や一部の亜人等といった人間以外の因子を盛り込み、存在を改変・効率化。

			　脳に至っては、基本スペックの強化に併せて、普通の人間が使っていない領域までフル稼働させ、魔術による疑似仮想化による多重処理、リミッターの解除、オーバーヒートに伴う破損の自動修復機能を追加した。思考の方式そのものも、効率の悪い人間のものを捨て、独自のアルゴリズムに置き換えている。シュジナは当時の【俺】により、狂気の沙汰としか言いようがない改造を受けたのだ。

			　それ故に、体内魔力(オド)を使った魔術の制御においてはシュジナの右に出るものはいない。

			　肉体のほうも手を加えられているので、それなりの戦闘力はあるが、【俺】の中の純粋な戦闘力で序列をつけると中の下といったところだ。

			　同じような改造を俺自身や、他のエルフの体に実施することは可能だろう……確実に強くなる。だが、それは人を捨てるということだ。一度はそれも検討したが、却下した。俺はあくまで、シリルとして、人としてみんなと笑いあいたい。

			「構造解析、変換パターン推測、簡易命令文による再現性の確認」

			　魔術の方式というのは、個人単位でまったく変わってくる。同じ命令文を構築しても、各個人ごとにまったく違う出力結果が出る。

			　プログラムに置き換えると、同じコードを入力しても、変換エンジンに違いがあるようなものだ。

			　故に、人に魔術を教えるという作業はひどく困難を伴う。感覚的なものですら個人差がある。せいぜい、どんな原理の魔術かを伝えて、そこから個人ごとに試行錯誤をしてもらうしかない。

			　そんなことをしていたら、時間がいくらあっても足りない。

			　だから……。

			「出力結果の予想。命令式の流し込み。出力結果。想定との近似、七五％。規定値以下確認。リトライ。リトライ。リトライ」

			　他人の魂(たましい)に無理やり自分の魂(たましい)を接続し、術式を流し、その反応を見ることで、対象の人間の変換エンジンの構造そのものを解(かい)析(せき)してしまう。

			　魔術とは魂(たましい)の力だ。だからこそ、自己防衛本能による拒否反応が起こり、魂(たましい)に干(かん)渉(しよう)するのは非常に難しい。

			　だが、シュジナの魔術制御は、流し込む命令式を本人のものと誤認させ、拒否なく受け入れさせる。

			　ただでさえ難しい解(かい)析(せき)と、リアルタイムでの偽装。さきほどから脳がオーバーヒートで悲鳴をあげている。

			　そして、ついに壊れた。五つの多重思考のうち、一つが破損した。すぐに、四つの多重思考で代替。同時に、治療のための自動術式の発動を確認。

			　シュジナにとって無茶をして壊れること自体は想定済み。壊れないように安全に起動するより、壊れても治すことを前提に、限界起動したほうが効率的だからそうしている。速やかに脳を復旧させる。

			「長、なんか、さっきからくすぐったい。なんだこれ」

			「魔術を教える下準備をしているんだ。もう少しで終わるから」

			「なんか、まるで自分の体が自分じゃないみたいだ」

			「なかなか、するどいね。それがわかるなら魔術の才能があるよ」

			　そうしている間にも、命令コードの流し込みを何度も行い、どんどん解(かい)析(せき)で得た情報の誤差がなくなっていく。

			「リトライ。近似九五％。リトライ。近似九八％。リトライ。近似九九％。規定値クリア。計算終了」

			　そして、ようやくこの男の変換エンジンを完全に理解した。同じようにして、女のほうも変換エンジンの構造を理解する。

			　そして、二人同時に手を加える。

			「今から、二人に今日教える魔術を発動してもらう。【知覚拡張】という、風の魔術だ。風と知覚を共有するから、風のあるところなら、全てがわかる」

			「どういうこと？　教えてもらってないのに、いきなり使えるわけがないわ」

			「俺が、二人の体を使って魔術を発動するから、大丈夫だよ。君たちはしっかりとその感覚を覚えて欲しい」

			　俺は、命令式を二人の魂(たましい)に流し込む。

			　さきほどの魔術で二人の変換方式は完全に理解した。

			　ならば、いつも使っている俺の魔術の術式にアレンジを加えてから流しこめばいいだけだ。

			「長、なんか、すごい、周りが全部見えて、ははは、長はずっとこんな景色を見ていたのか」

			「まるで鳥になった気分、ううん違う、家の中まで全部見える。すごい！」

			　二人は初めて味わう【知覚拡張】の景色にはしゃぎだす。

			　一度でも使えば、これがどれほど有用なものかわかる。

			「はしゃぐのはいいけど、ちゃんと、今の感覚を覚えてくれ。あと一五分したら、一度、俺の魔術を止める。そしたら今と同じことを自分でやってくれ。問題があれば修正する」

			「そんなことできんのか？」

			「一度使えたんだ。できないわけないだろう？」

			　そう、シュジナを呼んだのはこのためだ。

			　一人一人まったく違う感覚で、教えることが難しくても、実際に使ってみれば、どんなものかは体が覚える。

			　自転車と一緒だ。誰かに押してもらって真っすぐ走れば、いつの間にか走れるようになる。

			「ほら、二人とも集中して。自分の内にある魔力の流れ、魔術のイメージ、それを理解すれば、すぐに使えるようになるから」

			　今教えている【知覚拡張】は俺の使っているものの簡易版だ。

			　知覚範囲を半径二二〇メートルで固定し、さらに解像度を落とし、視野の一部を限定。

			　それによって、脳への負担を半分以下にすると同時に、覚えやすくし、魔力的な負担も少なくなっている。

			　拡張性が高いという【知覚拡張】の利点を潰してしまっているが、狙(そ)撃(げき)に使うだけならこの程度で十分だ。

			「おっ、なんとなくわかってきた。長、もういい。一度、自分でやってみる」

			　男のほうが、自信ありげな声で言ってきたので、流し込む命令式を止めて、好きにやらせてみる。

			「こっ、こうだろ」

			　歪(いびつ)な術式だが、一応起動自体はした。

			「自分でやってみるとなんか違うな、あれ、どこが違うんだろう」

			　俺は無言で魔術を起動し、男の思考を正解へと誘(ゆう)導(どう)する。

			「わかった。こうだ。これ、これでどうだ」

			　男は自分で気が付いたと思い込みはしゃぎながら、さきほどの問題点を潰していく。

			　そうやって何度も自分でやらせ、間違っていれば思考を誘(ゆう)導(どう)し、どんどん、【知覚拡張】を正しい形にしていく。

			　回りくどいが、自分で試行錯誤をしていると思ってくれたほうが、覚えがいい。

			「どうだ。長、これで完(かん)璧(ぺき)だろう。はは、いいな、これ。狩りで使えば、隠れたイノシシだって簡単に見つけられるぜ」

			「うん、完(かん)璧(ぺき)だね。今の感覚を体に染み込ませるために、あと一時間、そのまま使い続けて」

			「おう！」

			　楽しそうに、【知覚拡張】を発動し続ける。

			　女のほうも、さきほどから何度も試行錯誤を続けている。誤差修正もほんのわずかで済んでいる。これなら、二人とも無事使いこなせるようになるだろう。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使い始めてから三時間。二人とも【知覚拡張】をほぼ完(かん)璧(ぺき)なものにした。

			　シュジナは手を加えているとはいえ、あくまでただの人間なので、魔力の消費も存在の格による魂(たましい)の傷も浅い。今の俺なら五時間ほど持つ。

			　時間がかかった作業は変換エンジンの解(かい)析(せき)がほとんどだったため、【身体強化】も残り二時間のうちに終わらせることができるだろう。

			「うん、二人とも、いい腕だ。毎日最低三〇分はこの【知覚拡張】を使うこと」

			「おう」

			「ええ、わかったわ」

			「なら、次の魔術だ。【身体強化】。同じ要領でやろう」

			　もうひと踏ん張りだ。俺は気合を入れて二人に【身体強化】の術式を教え始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二時間後、【身体強化】も時間内に教えることが出来た。

			　ただやはり、この指導は一度に二人が限界だ。これ以上の人数になると、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の時間内には教えきれない。

			　……そして実は二人に秘密で一つの術式を使ってある。

			　そんなに大した効果があるものではない。

			　俺の命令に従えば、脳内に少量の快楽物質が生成、分泌されるというものだ。

			　端的に言えば、俺の言うことを聞けば気持ちよくなり、やる気が出る。苦痛が苦痛でなくなる。

			　実を言うと、精鋭部隊を作る際にもっとも必要なのは、資質や体力ではなく、モチベーションだ。地味で辛く、理(り)不(ふ)尽(じん)に思える訓練。逃げ出したくなって当然だ。

			　イラクサに志願したとき、それぞれ胸に宿した熱い思いはあるだろう。しかし、それはいずれ風化していく。投げ出さずに続けるためには、才能が必要になってくる。

			　地球での特殊部隊でも、軍隊あがりで様々なところから推薦を受けて集まった精鋭たちに絞って訓練を実施しても、厳しい訓練に耐え切れず、最終的には三割しか残らないというデータもある。

			　もともと、戦いに慣れていないエルフがきつくて地味な訓練に耐え切れると思ってはいけない。信じると言えば聞こえはいいが、それはただの思考の放(ほう)棄(き)だ。

			　一日二人、それも貴重な【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使わないとものに出来ない。リタイヤされたからと言って、代わりを育てる時間はない。そうでなくても、そもそも風の声が聞こえるエルフは少ない。……今のイラクサのメンバーに替えはない。

			　非道かもしれない。だが、エルシエの長として、見えている問題を放置するわけにはいかなかった。

			「うん、【身体強化】もうまくできてる。これなら帝国に勝てるよ」

			　笑顔で二人を褒(ほ)めながら、俺は心の中で自己満足の謝罪をした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日が暮れはじめた頃、山に向かっていた基礎体力強化組が戻ってきた。

			　みんな、一様に疲れた顔をしている。

			「おかえり、みんなお疲れ様。無事ナイフは取ってこれたかい」

			「おう。ほら、長のナイフだ」

			　先頭を歩いていたロレウがナイフを差し出してくる。さすがにロレウも疲労しているようだ。

			　身体的なものより、むしろ精神的な気疲れが多そうだ。今日のメンバーの中には体力が劣(おと)る連中も多い。彼らのケアをしながら雪の山を登るのは辛かっただろう。

			　ルシエを見ると、彼女も疲れた笑みを返してきた。

			「はやく、家に入るといい。部屋を暖かくしてあるし、布とたっぷりのお湯を入れた桶を用意してある。男女に分かれて体を拭(ふ)いてくれ」

			「そりゃありがたいな」

			「うん、お湯があるのは嬉しい。大分汚れちゃったし」

			　ロレウとルシエが安(あん)堵(ど)の声を漏らす。

			　燃料は節約して使うので、暖かいと思うほど部屋を暖めるのも、お湯を沸(わ)かすのもそれなりに贅(ぜい)沢(たく)なことではある。

			　今回はユキノたち三人娘にお湯を沸(わ)かしてもらい、隣の部屋で遊んでもらっているだけなので、コストはかかっていない。

			　ユキノの報(ほう)酬(しゆう)に、ケミンとクロネのクリームシチューを追加した分、働いてもらっているのだ。三人で仲良くクリームシチューを食べてから、俺が識字率をあげるために考案した玩具を試しに使ってもらっている。これも立派な仕事だ。

			「ロレウ、やれそうか？」

			「おおう、なんとかな。心配していた連中も、まあ、体力はねえけど気合はある。悪い連中じゃないし、安心っちゃ安心だな」

			「それは良かった」

			　ほっと息をつく。

			　山登りをさせたのは、体力の強化はもちろんだが、イラクサ内での連携を強化するためだ。

			　何時間も一緒に山登りをすれば嫌でも会話をしないといけないし、助け合う必要がある。

			　エルフなら誰でも使える【風避け】だが、交代で使わないと絶対に魔力が持たずに力尽きる。それなしで雪の降る山を登ることは不可能だ。

			　強引だが、辛い環境での共同作業は絆を深める効果がある。

			「体を拭(ふ)き終わったぐらいで部屋に行くから、帰らずに待っていてくれよ。夕食もあるしね」

			「……まだ何かするのか？」

			「何かはするけど、訓練じゃないから安心してくれ」

			　俺は微(び)笑(しよう)して、ロレウたちと別れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は二度、扉をノックする。

			　男部屋は先ほど訪問したので、今度はルシエたちが居る女子部屋だ。

			「入っていいよ」

			「邪魔をする」

			　ルシエの許可が聞こえたので、中に入る。

			　そこには、四人のイラクサの女性メンバーが居た。

			　暖かい部屋で、お湯を吸わせた布で体を拭(ふ)いて部屋着に着替えた後のようだ。魔術組の一人を除いてみんなぐったりしていた。

			「みんな、今日は本当にお疲れ様。辛いと思うけど、これからも頑張って」

			「はっ、はい頑張りまっ」

			　コンナが元気よく手をあげようとして、しかし筋肉痛で悲鳴をあげて倒れる。

			　みんな似たり寄ったりな状況で、これでは明日の訓練どころではないだろう。

			「無理はしなくていいよ。ここに来たのはみんなの疲れをとるためなんだ。マッサージをしようかと思ってね。ただ、体に触る必要があるから、ルシエにやるのを見て、嫌だったら断ってくれ」

			「シリルってマッサージまで出来るんだ」

			「俺に出来ないことを探すほうが難しいと思うよ」

			「……シリルの場合、それが嘘じゃないんだよね」

			「ほら、うつ伏せになって」

			「うん、わかった」

			　ルシエが、あらかじめ部屋に用意してあった毛布の上にうつぶせになる。

			　お湯で体を拭(ふ)いたばかりのせいか、真っ白い肌が上気して艶めかしい。おもわず服を剥(は)ぎ取って襲いたくなる。

			「それじゃいくよ」

			　ルシエの太ももに触れる。やはり、かなり筋肉が硬直している。

			　そこを揉むと同時に、電気信号を与えてほぐす。

			「なにこれ、震えて、あっ、でも、気持ちいい。体が柔らかくなっていく」

			　プルプル震えながらも、ルシエは甘い声を漏らす。

			　そして、ふくらはぎ、二の腕と、どんどん場所を変えて筋肉をほぐしていく。

			　以前から体内電流を強化することで似たようなことは出来たが、勇者の力を【俺】が解(かい)析(せき)してから、さらに精度があがった。俺は今、勇者の力を使いこなしている。

			「だいぶ、こっているね。このままじゃ、明日の訓練なんて無理だ」

			　筋肉痛でそれどころではないだろう。かなり筋肉が痛んでいる。

			　ルシエが少しでも楽になるように、優しく丁寧にマッサージを施(ほどこ)す。すると表情が弛(し)緩(かん)してきた。かなりまったりしている。

			「でも、マッサージで柔らかくなってきたからもう大丈夫。それと、仕上げをいくよ」

			　使いなれた魔術、【自己治(ち)癒(ゆ)能力強化】で、二日はかかる筋肉痛を治療していく。

			　朝食べたクリームシチューの肉が栄養に変わってきているので、筋肉を作る材料は十分だ。

			「すごい、なんか、気持ちよくて寝そう」

			「はい、終わり。ルシエ、腕を回してみて」

			　俺の言葉にルシエが嫌そうな顔をした。筋肉痛で動きたくないのだろう。

			　ルシエが嫌そうな顔で腕を回すと、きょとんとした顔をした。

			「あれ、腕が軽いし、全然痛くない。あっ、いつものか」

			　ルシエを強くするために、筋組織を壊して回復させるという作業は、ほぼ毎日行っている。

			　今日は、自然に筋肉痛になったのを治療したので、ルシエは最初、いつもと同じ行為だと気付かなかったのだろう。

			　ただ筋肉をつけるだけなら山を登らせるより、魔術で壊して治す作業をすれば早いが、連携と根性と体力、それらをつけるために山に登ってもらっている。

			　ルシエが一気に回復した様子を、残りの女性たちが羨ましげに見ていた。

			「こんなふうに、俺にかかれば疲れと痛みなんて一気に吹っ飛ぶよ？　男は全員終わらせた。さっきも言ったけど、皆は女の子だから、するかどうかは任せるよ」

			　そう言うと、ルシエ以外の三人が即答してきた。

			「ぜひ、やってください」

			「シリル様ならむしろ歓迎です。なんなら脱ぎましょうか」

			「シリル様、全身が痛い、出来るだけ早く、そして長く」

			　魔術を習っていて、今日は疲れていないはずの子もマッサージを希望しているのは不思議だが、要望通り全員にマッサージする。

			　こうして、毎日疲れをリセットすることで、訓練の効率をあげる。毎日体がベストの状態で訓練が出来るので、訓練の効率は通常の三倍にもなるだろう。

			　隊員のそれぞれが頑張ることも重要だが、頑張れる環境を用意するのが俺の仕事だ。手を抜くわけにはいかない。

			　一月ほどで、基礎体力訓練と魔術の修得は終わらせる。

			　それが終わればより専門的な訓練にうつる。それまでにどれだけ強固な土台をつくれるかが、イラクサの今後に関わってくるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　イラクサの面々のマッサージ、バランスを考えた夕食、悩んでいそうな連中の相談相手をするといった心理的サポート、それらを終えて、明日以降の計画を立てているうちに深夜になった。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の反動と、慣れないことをした疲れで意識が霞(かす)む。早朝からの狩りの疲れも響いている。

			　ルシエの待つ家に帰ることは諦めた。今日はここで寝よう。

			　椅子から立ち上がろうとして、しかし力が入らずに崩れ落ちる。

			　机に突っ伏すようにして倒れた。

			　思ったより、疲れていたようだ。もういい、このまま寝よう。それにしても寒い。ああ、そうか、とっくにあの子たちは返していたんだっけ。

			　大丈夫、死にはしないだろう。

			　そうして掠れ行く意識の中、声が聞こえた。

			「やっぱりシリル、疲れていたんだね」

			　待つ必要はないと先に帰らせたルシエの声だ。

			「シリル、疲れていても、全然そんな顔を見せないよね。意地張って平気な顔して。みんなシリルのこと超人だと思ってるけど、シリルだって普通に疲れるのにね。私も含めて甘えられてばかりで辛いよね」

			　毛布が優しくかけられる。

			「ありがとう。今日はお疲れ様。明日も二人で頑張ろう。ううん、これからは皆で」

			　頬に暖かくて柔らかい感触がした。そんな些(さ)細(さい)なことで疲れがすっと消えて、安らかな気持ちのまま眠りにつくことが出来た。

		

	
		
			第６話　生き残るために

			　

			　一か月にわたる連日の訓練で、ほとんどの隊員に基礎体力がついてきた。これからは弓の訓練に時間を割くことにする。

			　魔術を教えるのもひと段落しており、全員、【知覚拡張】と【身体強化】を使えるようになっていた。信じられない上達の早さだ。

			　本人たちのやる気とそれを後押しする脳内麻薬を分泌する魔術、それに俺のマッサージと治(ち)癒(ゆ)魔術、何よりも、うまくて栄養満点の食事がそれを可能にしていた。

			　ルシエは口に出さないが、自分が毎日こつこつやって覚えた魔術を皆が一日で覚えてしまって面白くなさそうだ。

			　ルシエがかけた時間は無駄じゃない。試行錯誤し自分で組み上げた術式だからこそ、ルシエの術式は応用が可能だ。有効範囲の変更、情報の取捨選択。どれも他のメンバーには不可能なことだ。そのことにルシエが気付くのはもう少しだけ先だろう。

			　今日は上級者向けの弓の訓練だ。雪山登山をいつもより短めにして、余った時間を使う。一般のエルフたちに求めるのは一〇〇メートルの有効射程だが、イラクサの面々には二〇〇メートルの射撃を身につけてもらわないと話にならない。そうでなければ次の戦いには勝てない。

			「さて、みんな。今日は目隠しをして弓の練習をしてもらう」

			「シリル、なんでわざわざそんなことをするの？」

			　ルシエが不思議そうに問いかけてくる。

			「【知覚拡張】の練習だよ。肉眼で得られる情報よりも、【知覚拡張】で得られる情報のほうが優れている。目で見ちゃうと、高低差や、色彩、光の強さでどうしても距離感が狂うからね」

			「確かにそうかも。逆光とかだと、当たり前に当てられるる的でも外しちゃうし」

			「【知覚拡張】で得た正確な情報に慣れることができれば、弓使いとして一つ上のステージにいける。それに、目が見えないくらいで的に当てられない兵はイラクサにはいらない。目隠ししても的に当てられるってことは、深夜の視界ゼロからでも狙(そ)撃(げき)ができるってことだ。奇襲にはもってこいだね。それは君たちの強みになる」

			「うう、目隠しすると、ちょっと怖いね」

			　ルシエが、少し嫌そうな顔をした。

			　人を殺せる武器を、目隠ししたまま使うことに抵抗があるようだ。

			「なんだったら深夜に訓練するか？　そっちのほうが実戦的だけど？」

			「深夜は寒いし、目隠しのほうがまだましだよ」

			「だったら我慢して目隠しをしよう。合図と同時にスタートだ。今日のルールは、一二本の矢を四分以内に全て発射すること。的は半径三〇センチの円で二〇〇メートル先にある。一〇セットやって、そのうち一セットでも八本の矢が命中したら合格。四分以内に一二本うてなかったら、八本以上的に当てても不合格。合格者は豪華な夕食が待っているが、不合格者は夕食もクッキーだ」

			　インターバル二分を挟むので、一〇セット行えばちょうど一時間できりがいい。あまり長い時間を続けても効率が悪いので、これくらいで構わないだろう。

			　夕食云々についてはモチベーションを上げるためというより、プレッシャーに慣れてもらうために口にした。少しでも重圧に慣れて欲しい。

			「長、まじかよ。夜まであのクッキーとか勘(かん)弁(べん)だぜ」

			「だったら、頑張って当ててくれ。急ぎながらかつ慎重に矢を放てばそう難しくないさ」

			「シリル、言っている意味がわからないよ……でもやるしかないよね。シリルのご飯美味(おい)しいし」

			　イラクサの面々の顔にやる気が満ちる。

			　携帯食として作った二〇〇グラムという軽量でありながら、一〇〇〇キロカロリーを超える特製クッキー。ここ一か月、毎日昼食をそれ一つで済ませてもらうようにしていた。みんなある程度は慣れてきて、それで食事を済ませることに抵抗はなくなってきたが、夕食までそれとなると話は別だろう。

			　そうでなくても、イラクサの面々の士気を上げるために、毎晩の食事は無駄に手間暇(ひま)かけて俺が作っており、みんな毎晩の夕食を心底楽しみにしてくれている。それが食べられないのは辛いはずだ。

			　イラクサの皆が目隠しをして、それぞれのクロスボウを構える。

			　彼らのクロスボウは特別製だ。

			　クイーロを呼び出して、一つ一つ新たに作ってある。量産型よりも精度を上げると同時に、素材そのものを改良して性能を底上げし、木材部分を軽量金属へ変更している。さらにそれぞれの【身体強化】で引ける限界の強さ、ギリギリの張力になるように個別調整した。

			　ドワーフの固有魔術で素材となった金属やカーボンファイバーに祝福をかけ、耐久力も量産品よりも上げている。その他にもグリップなどは、それぞれの好みに合わせて微調整をした。彼らの生(しよう)涯(がい)の相棒になるように最善を尽くしてある。

			　これで少しでも、皆の生存率が上がってくれることを祈る。

			　皆の準備が終わったのを確認して口を開く。

			「よし！　はじめ！」

			　全員がいっせいに【身体強化】の魔術を使って弦を引く。足でクロスボウを地面に押しつけていては、四分間に一二本の矢を放つことなんて不可能だ。

			　イラクサの面々は矢をセットしてから【身体強化】をとき、【知覚拡張】と【風避け】の魔術を起動する。

			　俺以外のエルフたちは、いくら【知覚拡張】の処理を軽くなるようにアレンジしたからといっても、三つもの魔術を同時起動できない。

			　なんとか頑張って、二つが限界だ。なので、弦を引いてトリガーを引くだけの状態にした後は、【身体強化】を一度解く。通常の弓であれば弦を保持するのに力が必要で魔術の切り替えは不可能だっただろう。クロスボウだからこその利点である。

			　毎日訓練していた成果が出たのか、みんな淀みなく矢を放ち、ほぼ同時に二〇人の矢が二〇〇メートル先の的に向かって真っすぐ飛んでいった。

			【風避け】の魔術のおかげで、風の影響を受けない上に空気抵抗も受けないので、失速することはなく、威力の減(げん)衰(すい)もない。

			　矢の命中率は八割ぐらいだ。プレッシャーがかかる中、よくやっている。

			　さすがに一セット目は目隠しという慣れない状況とプレッシャーのせいで、合格点である八本以上当てたのは、ルシエとロレウだけだった。

			　だが、回数を重ねるごとにみんな精度を上げていった。五セットを終わったところで、過半数はいずれかのセットで合格基準を満たしていた。

			　そして、十セットが終わってみれば、クリアできなかった者は五人だけ、実に一五人が速射で七割の命中率という難題をクリアした。初日にしては上々だろう。

			「みんな、お疲れ様。今回駄目だった皆は、次頑張ろう」

			「シリル、本当に駄目だった人は夕飯があのクッキーになっちゃうの？　可哀相だよ」

			「そういう約束だよ」

			　ここで甘い顔を見せるわけにはいかない。そうすれば緊張感がなくなり、ただの馴れ合いになる。

			　なにより指導者は嘘をついてはいけない。

			「今日の訓練はこれで終わり。日が暮れるまでは自主練習だよ。しばらくは毎日、これをやる。また、こんな悔しい想いをしたくなかったら頑張ってうまくなってくれ。それじゃ、俺は行くよ。みんなも夕食の時間までにはもどって来てね」

			　その言葉を最後に、俺は背を向けて村のほうに歩きだす。

			　後ろを向くと、皆が残り、今日駄目だった五人に、ああでもない、こうでもないとアドバイスしている。

			　いい傾向だ。こうして仲間同士の助け合いが自然に出来るようになっているのは大きい。苦楽をともにし、同じ釜の飯を食って笑いあっているからこそ、そこに絆が出来る。

			　それは、意思の疎通を円(えん)滑(かつ)にし連携力を上げるだろう。

			「イラクサのほうは、大丈夫そうだな」

			　弓の速射を全員がクリアできるようになれば、次は精神面を鍛(きた)える。

			　一時間ずっと弓を構えさせ、時間内に一度だけ目の前を高速で通り過ぎる的を撃つという、狙(そ)撃(げき)手としての忍耐力を鍛(きた)える訓練。これはできれば毎日行いたい。

			　その他にも、特製クッキーを十枚だけ持たせて五日間雪山から降りることを禁止するという、地獄のようなサバイバル。

			　俺一人ＶＳ全員の鬼ごっこ。三時間で俺を捕まえられなければ飯抜き。たった二〇人で俺を捕らえられるようになれば合格だろう。

			　やることは無数にある。時間はあまり残っていない。それでも……

			「なんとかなるだろう」

			　客観的にそう思える。それほどに、イラクサの面々は素晴らしい兵士になりつつあった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　工房の隣に新築した、三畳もない狭い小屋に入る。

			　そこには、まだ小さな鳩たちが六羽いた。周辺の森でよく見られる鳩で、大人になれば翼を収めた状態でも五〇センチほどにもなる大きく強い品種だ。

			　森で捕まえて、小屋の中に作った巣で俺が育てている。

			　俺が小屋に入ると同時に雛たちがいっせいに甲高い鳴き声を上げる。成長期の彼らは食欲旺盛で必死にご飯をねだっているのだ。

			「よしっ、たくさん食べて大きくなれよ」

			　雛たちに大麦をベースにした餌(えさ)を与える。

			　この子たちは魔術を使って細工してあり、鳩の強い帰巣本能をさらに強化してある。

			　人のような複雑な生き物とは違い、鳩程度であれば【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使わずにシリルのままでも多少は弄(いじ)ることができる。

			「立派になってしっかり働いてくれ。君たちが俺たちの救世主になるんだから」

			　もちろん、俺はこの鳩を伊達や酔狂で育てているわけではない。彼らは、ある意味エルシエを救うための鍵になる、イラクサの精鋭の一員だ。

			　雪が解ける頃には大人になって、力強く羽ばたいてくれるだろう。

			　貪(むさぼ)るように餌(えさ)を平らげる鳩を見ながら笑みを浮かべた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　鳩の世話が終わると、今度は火狐たちのところに行く。頼んでいたものが出来ているのかを見に来たのだ。

			「あっ、シリル兄様！」

			「こんにちはなの。シリル兄様」

			　真っ先に俺に気付いた黄色の火狐ケミンと黒色の火狐クロネが、満開の笑顔で挨(あい)拶(さつ)してくれた。

			　俺の可愛(かわい)い妹分たちだが、何か物足りない。

			　そうだ、いつも一緒に居る銀色の火狐、ユキノがいない。ケミン、ユキノ、クロネは三人揃っているのが当たり前だと思っていた。

			「こんにちは。ユキノは今日一緒じゃないんだ」

			「ユキノはクウ姉様と特訓中だよ」

			「最近は朝のお仕事が終わると、ずっとそうなの。クウ姉様がユキノちゃんはお仕事で危険なことするから、危険なことが危険じゃなくなるように、今のうちにいっぱい危険なことするって言っていたの」

			「それはすごいな」

			　クウは本気でユキノを鍛(きた)えているようだ。

			「クロ、ユキノちゃんと一緒にクウ姉様と特訓したかったけど、クロにはクロの仕事があるからダメって言われたの。だからクロは、クロの仕事を頑張るの」

			「私もそうです。だから、ユキノだけが痛くて辛い思いをするのは嫌だけど、ユキノの分もいっぱい仕事をして、ユキノが気兼ねなく特訓できるようにするのが最善だって考えることにしました」

			　黒狐のクロネと黄狐のケミンは、悔しそうにそう言った。

			　本当は三人一緒に居たいんだろう。だけど、ちゃんと火狐全体のこと、そして大事な友達のことを考えて自分達に出来ることに全力を尽くしている。

			「二人とも偉いね。後でブラッシングしてあげるよ」

			「わーい。クロ、シリル兄様のブラッシング好き……だけどね。ケミンちゃん」

			「そうよね……クロネ」

			　クロネとケミンはお互いに目配せをする。それからケミンが口を開いた。

			「シリル兄様、今、一番頑張っているのはユキノです。だからブラッシングはユキノにしてあげて」

			　そして、真剣な顔で俺に頼んできた。思わず、くすりと笑ってしまう。

			　ユキノにクリームシチューをご褒(ほう)美(び)にあげると言ったとき、ユキノはもっと頑張るから、三人分用意してと頼んできた。そして、この子たちは一番頑張ってるユキノに、大好きなブラッシングの権利を譲ると言う。

			　本当にいい友達だ。

			「三人とも頑張ってるから、今日はみんなにしてあげるよ。だけど、その前にちゃんとお願いしてある仕事が出来ているかを見せてくれないかな？」

			　俺の言葉に二人とも、輝く笑顔を見せてくれた。

			　その二人の頭をガシガシ撫(な)でる

			「うん、ちゃんと出来てるよ。ほら、シリル兄様、来て！」

			「クロも頑張ったの」

			　ケミンとクロネに両手を引かれて、火狐たちの住処の裏手に連れて行かれる。

			　そこには、雨よけの布をかけられた大きな塊(かたまり)があった。

			　二人は俺から手を離して、大きな塊(かたまり)に駆け寄り布を取り払う。

			　そこには、二〇〇リットルは水が入りそうな、土を焼いて作った大きな水(みず)瓶(がめ)がいくつも並べられていた。エルシエの特産品を作るために火狐たちに依頼したものだ。

			「これ、クロが作ったの」

			「こっちは、私が作ったんです」

			　クロネとケミンはそれぞれ、自分が作った水(みず)瓶(がめ)の前で尻尾(しつぽ)を振りながら誇(ほこ)らしそうな顔をする。

			　土の魔術と火の魔術を使える火狐たちにとっても、この大きさの水(みず)瓶(がめ)を綺(き)麗(れい)に作るのは骨が折れる。これだけのものを作るには、たくさんの試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)が必要だったはずだ。

			「二人とも上手だね。うん、この出来なら十分だ。後は数だね。残り一か月で、目標数の百個には届きそうかな？」

			「もちろんなの。もうコツは掴(つか)んだの」

			「二百個でも作ってみせます」

			　二人が気持ちのいい返事をしてくれる。

			　実を言うと、この水(みず)瓶(がめ)も俺の懸(け)念(ねん)事項の一つだった。これを使って特産品を作れるのは一年の内、二週間にも満たない。期日までに用意できなければ、次のチャンスは来年になってしまうところだった。

			　そんなことを考えていると、クウとユキノが工房をめがけて走ってきているのが目に映った。

			　二人の表情は鬼気迫るものがあり、お互いしか見えていない。帰路ではなく、今も訓練中なのだろう。

			　走る速度が尋常じゃない。時速四〇キロは出ていそうだ。

			　エルフが素晴らしい目と魔術の素養を持っているように、火狐には優れた耳と強(きよう)靭(じん)でしなやかな脚がある。

			【身体強化】をしたエルフ以上の速度で、二人は疲れた様子を見せずに走りまわる。

			　もちろん、火狐全員があれほどの身体能力を持っているわけではない。黄金と白銀、火狐の中でも上位種のクウとユキノだからこそあれだけの速さを出せるのだ。

			　エルフたちと同じ訓練をさせなかったのは身体能力に差がありすぎるからだ。彼女たちにわざわざ雪山を登らせてもあまり意味がないし、逆に弓の適性は二人にないので教えてもエルフたちについていけない。

			　エルフたちと合同の訓練をするのは、地獄のサバイバルからでいいだろう。

			「やあ！」

			　銀色の火狐ユキノがクウに殴りかかる。それをクウは軽く受けて、その勢いを利用して投げ飛ばす、ユキノの体が宙に舞う。しかしユキノは空中でバランスを取り足から見事に着地、クウの背後から低い姿勢で死角をつき、弾丸のような勢いで再び迫る。

			　クウの耳がピクリと動く。そして振り向きもせずにユキノの攻撃を紙一重で躱(かわ)しつつ、足を引っ掛け、ユキノの上半身を軽く押す。

			　ユキノは受け身も取れず顔面から地面に落ちた。

			　火狐は目に頼らずともその優れた耳で周囲の状況を把握してしまう。

			　おそらく魔術を一切禁止しての純粋な殴りあいなら俺はクウに勝てない。

			「ユキノ、さきほども言いましたよ。攻撃が単調すぎます」

			「クウ姉様。その後、フェイント入れたら、わざとらしいフェイントならしないほうがまだマシって言った」

			「ええ、だからもう少しうまく私を騙(だま)してください。弱いんですから少しは頭を使わないとだめですよ」

			　ユキノが目に涙を浮かべて立ち上がり、再びクウに挑んでいく。

			　それを簡単に捌くクウ。クウの動きには野生の力強さと、研鑽に研鑽を重ねた武の理が同居していた。それに比べてユキノの動きは勢いしかなく、あれではいくらやってもクウには届かないだろう。

			「クロネ、クウとユキノはいつもあんなことやってるのか？」

			「ううん。今日は体術の日だけど、昨日は魔術の日だったの」

			「ちなみにどんなことをするんだ？」

			「えっとね、ずっと火を全力で出し続けてね。ずっとずっと出して倒れると終わりなの。でもね、クウ姉様、余裕があるのに止めちゃうとすごく怒るの。訓練ですら全力を出せない戦士は戦場でも手を抜いて死ぬって。火を出すのをやめて倒れたユキノちゃんを雪の中に埋めてね。雪が溶けたからまだ限界じゃなかったってすごく怒って、それから……」

			　クロネがそこで口ごもる。よほどひどいことをしたのだろうか。

			「怒ってどうしたんだ？」

			「雪が溶けなくなるまで雪をかけ続けて、雪が溶けなくなって三十分ぐらい経ってから掘り起こしたの」

			「……止めるか」

			　確かに限界まで魔術を行(こう)使(し)することは体内魔力(オド)の保有量の増加、魔術制御の技術上昇につながるし、自分の限界を知ることそのものにも意味がある。根性もつくだろう。

			　だが、いくらなんでもやり過ぎだ。今の体術の訓練だってろくなアドバイスもせずに、力の差を見せつけているだけでしかない。

			　しかし、俺の言葉にクロネとケミンが首を振る。

			「シリル兄様、止めちゃ駄目なの。死なないように、死ぬより辛い訓練をするのが火狐の戦士なの。クウ姉様がクウ姉様のお兄様に鍛(きた)えてもらったときはもっと厳しかった。ユキノちゃんもそれを知ってるし、大好きなユキノちゃんにひどいことをするクウ姉様も辛いの」

			　クロネの真剣な目を見て何も言えなくなる。

			　確かに、火狐の村に居た戦士たちは最後の最後まで、それこそ命を捨ててまで戦った。それほどの心の強さを手に入れるには、苛(か)烈(れつ)な訓練が必要なのかもしれない。

			「それに、ユキノちゃん楽しそうなの。ユキノちゃん、毎日強くなってるし、火狐の戦士としてちゃんと扱われていることを誇(ほこ)りに思っているの」

			　再びユキノを見る。相変わらず何度もクウに叩きのめされ無様に倒れる。だが、その度に立ち上がっていく。

			　よく見ると、毎回どこか動きが違った。クウに倒される度に自分なりにクウの動きを分析し、足りないものを考え、改善している。

			　どんなときも、クウの動きを一瞬たりとも見逃さないように目を見開いて、痛みを刻みながら体で覚えている。

			　ユキノの頬には涙が、表情には悔しさが、それでもその瞳の奥には今度こそはという強い意志があった。

			「今止めたら、ユキノちゃんは本気で怒ると思うの。だから、クロたちは頑張れって応援してる」

			　クロネは拳を握りしめている。

			　友達が傷つく姿を見るのは辛いだろう。だけど、クウとユキノのことを信じている。

			「そっか、頑張ってるんだな……命がけで」

			　どこかで俺は彼女たちを侮っていた。俺が守って導かないと生きていけない弱い存在だと。

			　俺が考えている作戦だって、彼女たちの特殊能力を詰めの局面で使用するだけで純粋な戦力としてはカウントしていなかった。

			　なるべく安全に過ごしてもらおうなんて考えていた。

			　だけど彼女たちは、強くなり生き残るために全力を尽くしていた。

			　もしかしたら、イラクサのメンバーも他のエルフたちも、それぞれ俺の知らないところで戦っているのかもしれない。

			「あっ、見てシリル兄様！」

			　ケミンがはしゃいでクウたちを指さす。

			　たった一撃。だけどユキノの拳がクウに届いた。

			　クウはよくやったと微笑(ほほえ)んでユキノの頭を撫(な)でる。ユキノは涙ぐんでクウの胸に飛び込む。

			　ダメだ、こんなものを見せられたら……

			「俺も、もっと頑張らないといけないな」

			　今のままじゃだめだ。女の子たちがこれだけ頑張っているなら、俺はもっと頑張らないといけない。それが男の意地だ。

			　頑張った皆が生き残れるように。最後に皆が笑えるように。

			　それこそがきっと、俺が憧れた父の姿。理想の長の姿だから。

		

	
		
			第７話　戦術

			　

			　今日はエルシエの休日だ。

			　よほどのことがない限り週に一回は休みにしている。さすがにヤギの世話や作物の世話は最低限するが、それが終わればゆっくり過ごす。

			　イラクサの訓練も今日は休みだ。体は魔術で癒(いや)せても、心に溜まった疲れは癒(いや)せない。

			　だが、ただ休むだけというのも、もったいないので、午前中は自主参加の講義、午後は全てフリーにした。

			　自主参加と言っても、ほぼ全員……それに加えてクウとユキノも参加していた。

			「今日は、主に戦術についての講義をしよう」

			　俺は、旧村長宅の一番広い部屋で、お手製の黒板に石灰の塊(かたまり)で作った灰色のチョークを叩きつける。

			「もう少し細かく言うと、圧倒的な兵力差で勝つ方法だ。ちょうどいいから、次の戦いの作戦の説明を併せて行う」

			　手を動かし、

			　エルシエ：二三

			　帝国：四千～五千

			　という数を黒板に書く。この数は次の戦争で動員される人数だ。

			　この数字はとある手段を使って裏を取ってある。ラッファを使った扇動によって、予定数以上の兵士を引っ張りだすことに成功しているようだ。

			　ラッファと帝国兵とが密会をした夜のことを思い出す。ラッファは俺の期待通りの情報を帝国に伝えてくれた。だが、火の魔石を使った交渉で、もう妻が生きてはいないだろうと知ったラッファは逆上して、帝国兵に襲いかかり、返り討ちにあって死んでしまった。

			　正直、残念だ。もっと色々と利用できると思っていたのに……。

			　ラッファをあの場で助けることは出来たが、兵士を殺せば情報が上に伝わっていかない。兵士を生かしたままラッファを救いだせば、今度はラッファが監視されていたと知られ、情報の信(しん)憑(ぴよう)性(せい)が疑われることが予想できたので、見殺しにするしかなかった。

			「この兵力差で勝つ方法を教えるが、……答えを言う前に、自分達で頑張って考えてみよう。なんでもいい。思いついたことを口にしてくれ」

			　俺がエルシエの面々にそう問いかけると、ロレウが自信満々な表情で勢いよく手をあげた。

			「ロレウ、言ってくれ」

			「一人百人ぶっ殺せばいい。そしたら俺たちの勝ちだ」

			　なんという素晴らしい脳筋。

			　しかも、一人百人殺しても二三〇〇人。相手は過半数以上、残っている。

			　とはいえ、ロレウは隊の三割以上を失えば組織としての機能がしなくなる全滅状態になるという意味でこう言ったのだろう。少し見直した。

			「確かに皆が一人一〇〇人ずつ帝国兵を殺せれば勝ちだけど。それは現実的じゃないよ。そうする前にこっちもどんどん死んでいく。そしたら必然的に一人で殺さないといけない人数も増えるからね」

			　まともにやりあっていては命がいくらあっても足りない。

			　今回は相手の弓も脅(きよう)威(い)となる。人数が揃っていないと弓を逆風で叩き落とすことも難しいのだ。

			「罠(わな)に嵌(は)めるとかはどう？　崖の上からおっきな石を落とすとか、落とし穴とか」

			　ルシエが、おずおずと手をあげて口を開いた。

			「そうだね。うまくかかればいいんだけど、実際、そういう作戦は仕掛けられるポイントが限られてくるし、大きな戦果を狙うほど、大げさな作りになる。敵も馬鹿じゃないから普通は気が付くんだ」

			　それに四千人の大隊だと隊列の長さは一キロ～二キロにもなる。罠(わな)で与えられる損害なんてたかが知れている。

			「他に意見のあるものはいないか？」

			　周りを見渡すが誰も意見を出さなくなってしまったので、正解を発表する。

			「大きく分けて二つの方法がある。一つは雑(ざ)魚(こ)を無視して敵の大将を殺してしまうこと。指導者が居なくなれば、敵は身動きが取れなくなる」

			「私たちで言えばシリルを殺されちゃうってことだよね。うん、シリルを殺されちゃったら何をしていいのかわからなくなってすっごく困る」

			　ルシエの何気ないつぶやきに、周りの皆がコクコクと頷(うなず)く。

			　そのこと自体は嬉しいが危機感はある。エルシエそのものが俺に依存しすぎているのだ。いつかは改善しないといけない。

			「ただ、今回は難しいだろうね。思ったより帝国の軍は柔軟だし、強(きよう)靭(じん)な組織になっている。例えば、俺たちで言えば、俺が死んだら、すぐにロレウが俺の代わりに皆を指示して、ロレウが死んだら、今度はルシエが皆を導く、そんなルールが明確に決められているようなんだ」

			　この情報は、以前捕らえた捕(ほ)虜(りよ)から徹底的に聞きだしたものなので、精度が高い。

			　以前の戦いでは箔をつけるために貴族様がしゃしゃり出てきたが、普段は軍を指揮するものは政治にかかわっていないらしい。

			　この時代は、戦いをすると決めたトップが先頭に立って戦うのが基本であり、そいつを殺せば軍は戦う意義をなくしてしまう。

			　しかし帝国の軍は、あくまで誰かの指示で軍事活動を行っているため、その場のトップを殺しても戦う意義は消えないし、ただ戦いの指揮を執(と)るだけなら代わりはいくらでもおり、きちんと指揮権の序列が定められていた。

			「すごいね。エルシエだと無理だよ。シリルが死んで、ロレウがその代わりって言われたら。うん、全部諦めたくなるよ」

			「おい、ルシエ！」

			　ロレウが怒声をあげる。とは言ってもその口調は柔らかい。ルシエの言ったことを自分でも理解しておどけてみせているのだ。

			「というわけで、こっちの策は中々難しいんだ。ではもう一つだ。食料を狙う。どんな軍隊も飢(う)えには勝てない。徹底的に足止めして奴らの食料が尽きるのを待つ」

			　そう、そのためにわざわざ雪が解けてすぐを狙うように誘(ゆう)導(どう)してある。

			　やつらが補給を行う帝国が支配する村も長い冬の間に食料の備蓄は尽きて、冬を越えて育つカブやキャベツ、玉ねぎなどの作物も雪が解けてから収穫までに一～二か月はかかる。また、秋に蒔いた小麦に至っては初夏にならないと収穫できない。

			「とは言ってもな、奴らはいっぱい食料もってんだろ？　俺らみたいなところから取り上げた食料をたんまりため込んでるよな。それを帝国から、すっげえいっぱい持ってくるんじゃねえのか？」

			　ロレウは意外に察しがいい。確かに帝国にはかなりの量の備蓄があるはずだ。それこそ、エルシエまでの道のりにある村から取り上げる必要なんてないほどに。

			「ああ、帝国そのものには備蓄がある。でも、それを運べるかどうかは別問題なんだ。兵士一人がどれほどの食料を一日で使うのかを計算してみようか」

			　俺はそう言いながら黒板に、食料、水、着替えと書く。

			「まず、食料だけど。日が暮れるまで歩き続けるから兵士は腹が減る。どんなに少なく見積もっても、パン、干し肉、干し野菜。一回の食事で五〇〇グラム、それを一日二回は食わないといけないから一日一キロは必要だな」

			　あくまでこれは最低限、実際はもう少し必要だ。

			「次に水だ。これも行軍する以上、かなり必要になってくる。成人男性なら一日二リットルはないと倒れてしまう。現地で補充なんて無理だ。水が補給できるポイントはかなり限られる。進軍途中にある沢や村にある井戸などで補充するにしても、最低五日分は手持ちでないと怖い」

			　追記するなら沢の水は危険だ。腹を壊す可能性がすごく高い。五千人も居ればかなりの人間が不調を訴(うつた)えるだろう。

			　煮(しや)沸(ふつ)をすれば問題ないが、そのためには燃料が必要になり、その分の重量が増える。安全性を重視するなら村に立ち寄る度に井戸から補給するという形になる。そしてそんな都合のいい村は、奴らの中継基地までに二つぐらいしか思い当たらない。

			　井戸を掘るというのも手段の一つではあるが、このあたりの水源はかなり深い位置にあり、簡易的な井戸を掘る等といった手段でも、丸一日は潰れる。

			「あとは着替えだ。最低でも下着は替えがないと衛生上かなり問題がある。これが一キロ程度。つまり合計すると、一日四キロだな。一日毎に着替え以外の重量が三キロ増える。五日なら一五キロだ。ロレウ、お前は何キロまでなら担いで歩ける自信がある？」

			「日が暮れるまで歩くんだろ？　なら小麦の大袋三つが限界だな。三〇キロならなんとかっていったところだ」

			「力持ちのロレウですらそうだから、まあ、普通の人間は二〇キロと言ったところだろうな。そうなると物理的に最大で六日分以上の備蓄は持ち運べないんだ」

			「荷物持ち専用の連中を連れてくればいいんじゃないか？　あとは帝国からちょこちょこ荷物をいっぱい乗せた馬車を出すとかもいいな」

			「もちろん、そういう連中もいる。けど数が限られるんだ。そういう連中を連れてくれば、結局そいつらの分の食事と、連れてくる馬の分の食事がさらに増えるし、全体の足が遅くなる。かといって、帝国から補給のための軍隊を出して、逐一追いついて補給するという手段をとっても、補給が追いつくのを待つ必要があって進軍が遅れるし、遅れた日数分だけ食料が減る。そもそも五千人も居れば金だって馬鹿にならないぐらいかかる」

			　補給線の構築というのは、軍隊運営の最大の問題だ。ある程度文明が進むと、人力に頼らない物資の運搬が可能になって難易度は下がるが、それでも非常に難しい問題だ。人力に頼るしかない今の時代なら、まさに頭痛の種と言っていいだろう。

			「後追いでの補給隊は出してこないと思うけど、奴らの軍の三割ぐらいは、馬車を使った食料の運搬だけをする連中だと思うよ。そいつらが騎士様の荷物と、予備の食料を運ぶ。一般の兵士は自分の分は自分で運び、それが無くなれば予備の物資を荷物運びの連中から受け取る。俺の見立てでは、水を中継地点の村で補充するという前提でも一〇日分が限界だと思う」

			　そして、その一〇日以内に一〇〇キロ先の中継基地にたどり着いて、補給を受けた上でエルシエを目指すだろう。十日で五千人近い大隊で一〇〇キロの進軍というのは、かなり厳しいが不可能な数字ではない。

			　中継基地につくと装備を受け取り武装。装備の重量分減った搭載量は、中継基地の連中がそのまま荷運びの部隊になり随伴、それに加えて後追いでどんどん補給物資を乗せた馬車を出す。

			　エルシエとの戦いになってから追いつけばいいので補給部隊を待つ必要がない。それに、こうすることで持ち運ぶのが片道分だけの食料で済む。

			　万が一、食料が途中で尽きそうになれば、中継基地からの補給を待てばいいという考え方だろう。そして戦いが終わってから悠々と帰りの分の食料を受け取る。

			　帝国の進軍はこの形が基本になる。

			　なかなか理に適っている。中継基地までは、装備の分の重量が不要だし、中継基地から後もしっかりフォローが出来ている。

			　でも、だからこそ大きな欠点がある。

			「長の言いたいことがわかったぜ。なら徹底的に足止めしてやれば、奴らは食うもんがなくなって飢(う)え死にってわけだな」

			「そうだ。それが今回の作戦の要だよ。基本ポリシーは徹底的な足止めだ。具体的には、奴らの進軍のルート上に先回りして、相手の射程外から森の木々に隠れて、殺さないように三日三晩はのた打ち回る毒矢で狙(そ)撃(げき)する。見つかれば即時撤退だ。それをひたすら繰り返す」

			　殺さないのは優しさじゃない。殺すよりもけが人を抱えてもらうほうが都合が良いからだ。

			　俺の毒矢を食らえば、地獄のような苦痛で悲鳴を上げ続ける。それは兵士の士気を徹底的に落としてくれるだろう。誰だってああはなりたくないと思う。さらに死んでない以上、怪(け)我(が)人は一人につき七〇キロ程度の荷物となってくれる。そのうえ、そいつの面倒を見るための兵士の稼働を奪う。

			　余裕がなくなってくれば、自分達で殺すだろうが、それはそれでありがたい。味方殺しというのは、実施した兵士の精神的なダメージが大きい上に、それを見た他の兵士の忠誠心を著(いちじる)しく削ぐ。

			「奴らは狙(そ)撃(げき)者を探そうとして兵を差し向けるが、俺たちは【知覚拡張】で半径二〇〇メートル以上を察知し、【身体強化】で素早く逃げられるから絶対に捕まらない。むしろ足を止めてくれてありがたいぐらいだ。やがて奴らは味方に損害を出しつつも、俺たちを無視して進軍を再開するようになる」

			　奴らには時間がない。手持ちの食料はどんどん尽きていく。味方の兵士の悲鳴が響きわたり、その悲鳴もますます増えていく。それでも、前に進むしかない。

			「だが、俺たちを無視すると決めても足が鈍るだろうな。なにせ、苦しんでいる味方を見て、次は自分かもしれない、どこから矢が飛んでくるんだ？　そう思って兵士たちは常に周りを警戒しなければいけなくなる」

			　そしてそれは、肉体と精神どちらにも相当な負担をかける。

			「夜だって、奴らは安心できない。俺たちには【知覚拡張】で奴らの姿が見えている。むしろ昼よりもいい的だ。交代で夜営に手をだして、寝かせてなんてやらない。もっと消(しよう)耗(もう)してもらう。一日毎にどんどん奴らの足は鈍る」

			　今言った全てを実施されて笑っていられる兵士なんて一人も居ないだろう。

			　離反者も、精神的に壊れてしまう連中も、どんどん出て来る。

			　帝国の兵にとって死ぬより辛い戦いになる。

			「一〇日なんてあっという間にすぎる。奴らだって馬鹿じゃないから、備蓄が減れば補給物資を送って欲しいと帝国に早馬で依頼しにいくだろう。だが、俺たちの半数は奴らの後方に陣取って、その伝令兵を殺す。万が一、補給部隊が向かってきても、その馬を殺す。絶対に補給なんてさせない。奴らが補給部隊の到着を信じて足を止めてくれれば最高だ」

			　周りの面々は、あまりに非道な作戦内容に言葉を失っている。

			　これは通常の戦闘ではなく、むしろゲリラに近い戦法だ。

			　口には出さなかったが、途中で立ち寄った村で村人を皆殺しにしてでも奴らは食料を奪うだろう。だがそれも焼け石に水だ。帝国を離れれば、一〇〇人～二〇〇人の村しか存在しない。

			　五千人の軍隊は、村の一か月分の食料を一日で消費してしまうので、あまり意味がないのだ。むしろ心と体を消(しよう)耗(もう)させる結果になりかねない。

			「ここまでやっても、奴らは補給基地に着くだろう」

			　ルルビッシュという男なら、それが可能だと俺は思っている。

			　なにより、兵士たちにとってそこにたどり着くことが最後の希望だ。希望がある内は、人は頑張れる。飢(う)えて、疲れ切って、悪夢にうなされながらも、前に進む。

			「だが、そこで奴らを待っているのは絶望だ。補給基地の食料庫。それを火の魔石を使ってクウとユキノが爆破する。目の前で希望が潰えれば、心が折れるはずだ。補給もなく、無数の怪(け)我(が)人を抱えたまま、残り半分の道のりを越えてエルシエにたどり着くことは不可能だ。それだけじゃない。奴らはその性質上、帰りの分の食料を持って来ていない。五千人のほとんどが帝国に帰れずに飢(う)え死にする」

			　俺たちが手にかけるのは多くて三〇〇人程度。半数以上はエルシエから遠い地で村々を襲う野盗になりさがり帝国の威信に多大な傷をつけ、帝国に対する反感を与えてくれるだろう。残ったほとんどは飢(う)え死に、生き残った数名は一生もののトラウマを抱える。

			　これは心を折る戦いだ。

			　ただ勝つだけでなんて終わらせてやらない。帝国兵には次なんて考えられないほどの苦しみを与えると同時に、エルシエ方面の村々に反乱のきっかけを与えてやる。

			「シリル、それが出来れば勝てると思う。でも問題が二つあると思うの。一つは私たちの補給をどうするか、もう一つは、帝国が動き出す時期をどう知るかよ。帝国の兵が出発してから、ううん、帝国兵が出発するまえにそれを知らないとこの作戦は意味がないよ」

			　ルシエの鋭い指摘に頬を緩(ゆる)めてしまう。

			　よくそこに気が付いた。ルシエが成長している証(しよう)拠(こ)だ。

			「大丈夫だよ。それについてはちゃんと考えている。まずは補給の問題だけど、食料は、俺たちにはクッキーがある。二か月は腐らないし、二〇〇グラムで一食になる。一日三本六〇〇グラムで、一か月分でも一八キロ。クロスボウと矢が合わせて三キロぐらいだから、なんとかなるんだ。それにね、帝国との間の森に見つからないように小屋をいくつか建てる。そこにクッキーと矢のストックを大量に置く予定だよ」

			「水はどうするの？」

			「俺が居れば困らない」

			　水のマナに働きかけ、大気中の水を集めて水の球を作る。

			　もっとも空気中に含まれている水分はたかがしれているので、大部分は花瓶の中から拝借した。

			　外で使う時には湿った土や木々の水分を吸い上げることになるだろう。

			　水の魔術で水を作ることはできないが、こうやって周囲の水を浄化した上で、集めることはできる。

			　だが、非常に高度な魔術の上に、エルフは風と水が得意だといっても風に比べれば、かなり相性が悪い。俺以外には使えない魔術だ。

			「それに、小屋には井戸も設置しておく。俺なら一晩で小屋を建てて井戸を作るぐらいはわけない。なんだったら水に困ったタイミングで魔術を使って井戸を掘ってもいい」

			「さすがシリルくんです」

			「シリル兄様、すごい」

			　火狐のクウとユキノが耳をピンと立てて俺をたたえる。すごく頭を撫(な)でてあげたい。

			「あとは、帝国の動きを心配しているようだけど、それについてはイラクサの新しい精鋭がしっかりと育ってきているから安心してくれ。彼らの力を借りれば、なんとでもなるさ」

			　小屋でお腹が空いたとピーピー鳴いているだろう彼らの顔を思い浮かべて、俺は微笑(ほほえ)んだ。

		

	
		
			第８話　メープルシロップ

			　

			　暑い、すごく暑い。寝苦しさを覚えて目を開く。

			　両手両足に温かくて柔らかい何かが絡みついている。

			「そう言えば、昨日の夜は徹夜で仕事して、家に帰れなかったのか」

			　俺が目を覚ましたのは火狐に貸している工房の中だ。予定していた時期よりも外貨を得るための特産品を採集する時期が早まって、急いで必要な道具を作っていた。

			　なんとか、昨晩のうちに準備は出来たが、家に帰るには遅い時間になってしまった。隣の工房で寝ようとしたのだが、この子たちに引き留められてここに居る。

			「シリル兄様ぁ」

			「クロ、シリル兄様の耳、はむはむする」

			「あと五七三日でシリル兄様のお嫁さん」

			　幼い火狐のケミン、クロネ、ユキノは俺と同じ毛布で俺に抱き着きながらすやすや眠り、時折寝言を漏らしている。すっかり俺に気を許して可愛(かわい)いものだ。

			　他の火狐たちも男がこの家で寝ることに抵抗がないみたいなので、お言葉に甘えた。第二工房は夜眠るには寒すぎる。火狐たちの特性により適温に保たれたこの工房の誘(ゆう)惑(わく)、そして可愛(かわい)い妹分の懇(こん)願(がん)に俺は屈した。

			　外を見ると夜が明けはじめていた。何人かが目を覚ましはじめる。

			　今日は早朝からヤギの世話に必要な最低限の人数だけ残して、他の皆には別の仕事をお願いすると伝えてあるので、いつもより早起きなんだろう。

			「おはようございます。シリルくん」

			　クウもばっちり目を覚まして、身支度を整えていた。昨日は俺と並んで一番遅くまで作業していたのに元気なものだ。訓練の疲れだってあるだろうに。

			「おはよう。クウ」

			「昨日はよく眠れましたか？」

			「ああ、ここは暖かくていい。それに心地がいい抱き枕もあるしね」

			　可愛(かわい)い三人の頭を撫(な)でながら、俺は苦笑した。

			「本当にシリルくん、子供が好きなんですね。私は先に第二工房に行って部屋を暖めてきますので、シリルくんはその子たちを起こしてから来てください」

			「いつも悪いな」

			「シリルくんのためなら、これぐらい全然です」

			　そう言ってクウが消えて行った。

			　俺がここに居れば火狐の皆は着替えられないし、俺自身ここで着替えるのは抵抗がある。なので、俺は第二工房で着替えることになるのだが、人のいない第二工房は死ぬほど寒い。そこでクウが先に行って適温に暖めておいてくれるのだ。

			　そうすれば、俺は気持ちよく着替えられる。

			「それにしてもやっぱり、みんな美人だね」

			　妹分の三人、そのほっぺたをつつきながら寝顔をのぞきこむ。

			　化粧を落として、目をつむって、それでも美人なら本物だというのが俺の持論だが、三人とも本当に可愛(かわい)い。悪戯(いたずら)してしまいそうだ。

			　指ぐらいなら入れてもいいんじゃないだろうか？　可愛(かわい)い狐耳に。内側から白い毛が生えていて中が見えないので構造が気になっていた。指を入れればわかるかもしれない。

			　そんな邪心を振り払って三人を揺すって優しく起こした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　隣の工房で身支度を整えてから外に出る。肌を刺すような寒さだが、一時期に比べるとだいぶマシになってきた。冬がついに終わろうとしている。雪はもう降らない。あとは降り積もった雪が解けていくのを待つばかりだ。

			　火狐たちが大量につくった水(みず)瓶(がめ)の前に立って考え事をしていた。

			　イラクサ隊員の能力は、俺の求める水準に近づいてきている。クウとユキノを交えた五日間のクッキーだけでの地獄の雪山籠(ご)もりも無事終了していた。ただ山に籠(こも)るだけでは芸がないので、色々と嫌がらせをしたが、それも見事に乗り越えてみせてくれた。

			　最近は速射の練習もハードルを上げて、十セットのうち七セットを七割以上でクリアにしているが、それでもここ二週間は脱落者が出ていない。

			　イラクサの訓練は朝一で速射、次に忍耐力上昇の訓練、その後は二〇キロの荷物を背負って雪山で三時間の持久走を行い、最後に各種、専門性の高い連携を叩き込むということを繰り返している。

			　忍耐力を上げるための訓練は二時間ほどじっと伏せた状態で待機し、俺が魔術で作った時速40キロほどの光の球が一度だけ二〇〇メートル先を通りすぎるので撃ち落とすというものなのだが、今ではみんな当たり前のように成功させる。

			　これはかなり難しい。いつ来るかわからないのでずっと集中することを強要され、神経がまいってくる。そして、気を抜けば、あっという間に光の球は通り過ぎてしまい失敗だ。

			　第一、動く小さい的を遠距離から一撃で仕留めることは平時でも難しい。そして、俺が集中力の切れた瞬間を狙って、光の球を出しているのも難易度を上げていた。

			　最初は中々クリアするものが現れなかったが、ルシエやロレウが真っ先に出来るようになると、それに続くように成功者が現れはじめた。きっとアドバイスをし合っていたのだろう。

			　実を言うと、これのコツは集中力を持続するというより、あまり集中せずに意識の一部を何気なく向け続けること。そして、その状態でもきちんと反応できるようになることだ。

			　本気で集中すれば、人の集中力なんて一時間もたない。力を抜いた集中。そんな矛盾した感覚を身につけるのが狙(そ)撃(げき)兵の必須条件であり、イラクサの皆には体でそれを覚えてもらった。

			　基本的な技能は身についているので、残りの時間は調整期間と考えていいだろう。

			「シリル、待った？」

			　考え事をしている俺の前に、ルシエを含めたエルフの面々が現れる。イラクサをはじめとした体力のあるエルフに声をかけていたのだ。

			　イラクサの面子は訓練に集中するため、その他の仕事をしないルールになっているが今日は特別だ。少しでも多くの人手がいる。

			　特殊な任務のため小さな特別隊員とともに出発したエルシエに居ない四名を除いたイラクサの全員が、集まっていた。

			「いや、まだ時間に余裕があるよ。もうすぐ火狐たちも来るから予定通り出発できそうだ」

			「今日はシリルが言ってた、外貨を稼(かせ)ぐ特産品、お酒の材料になるすごいものを採集しに行くんだよね？」

			　ルシエが目を輝かせて聞いてきた。俺がもったいつけてずっと秘密にしていたから気になってしょうがないのだろう。

			「そうだよ。近くの山にそれがあるんだ。俺もずっと楽しみだったんだ。この時期だけしか取れない素晴らしいものだよ」

			「やっぱり、教えてくれないよね」

			「もちろん、着いてからのお楽しみだよ」

			　ルシエはがっくりと肩を落とす。

			　まあ、別に口にしても問題ないが、ここまで引っ張ったんだ。実物を見るまで我慢してもらおう。

			「シリル兄様！」

			　火狐たちも準備が完了してぞろぞろと出て来る。いつものように、妹分の三人が俺に抱き着いて甘えてくるので頭を撫(な)でてやる。

			　視線を感じてルシエのほうを見るとにこやかに笑っていた。よかった、この子たちは嫉妬の対象外のようだ。ルシエも三人の幼くて可愛(かわい)い火狐たちに頬を緩(ゆる)ませている。すごく頭を撫(な)でて尻尾(しつぽ)をもふりたそうだ。

			「シリルくん、お待たせしました。火狐一同、準備万端です」

			「了解、出発しよう。寒いし重いし大変だと思うけど、頑張ろう」

			「「「おう!!」」」

			　俺の問いかけに元気な返事が返って来たのを確認して、俺たちは水(みず)瓶(がめ)、そして俺が作った先端が五つに枝分かれし、尖(とが)った金属の筒が付いたホースを分担して受け持つ。ホースはシカの腸を綺(き)麗(れい)に洗い、腐らないように加工したものを利用した。

			　結局、今日までに出来た水(みず)瓶(がめ)は一四〇個だ。依頼した数より、四〇個も多い。

			　火狐の皆は本当によく頑張ってくれた。

			　水(みず)瓶(がめ)を力自慢は一人で持ち上げて、そうでない者たちは二人で一つ、非力なものはホースを持ち、村の近くの山、その中でもカエデが密集する場所に向かって歩き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まだまだ寒さがきつい季節だが、火狐たちが周囲を暖め、エルフたちが暖めた空気を逃がさないようにしているのでかなり快適に山登りが出来ている。

			　これがあったせいで、イラクサの面々に対して行った五日間の地獄の雪山籠(ご)もりはかなり難易度が下がってしまったことを俺は未だに後悔していたりする。

			「さあ、ついた。みんなカエデの前に水(みず)瓶(がめ)を置いてくれ。隣の水(みず)瓶(がめ)とは最低五メートル以上離すこと」

			　俺の指示で皆が水(みず)瓶(がめ)を地面に置いていく。そして三人に一つ、四〇センチほどの鉄の棒と尖(とが)った巨大な針……錐(きり)を渡した。

			「その渡した棒よりも太い幹の木から樹液を採取する」

			　幹の直径が四〇センチ以下の若木だと樹液の質も量も悪いし、木にもよくないので、四〇センチの鉄の棒を用意した。

			「まず渡した錐(きり)を使って幹に穴をあけてくれ。さっきも言ったけど、鉄の棒よりも幹が太いカエデじゃないとだめだ。そしたら力を入れて錐(きり)を幹に刺し込んで。錐(きり)には印がつけてあるから、印があるところまでしっかりと刺し込むこと」

			　俺はそう言いながら錐(きり)をくるくる回し、奥へ奥へ刺し込む。そして七センチほど突き刺さったところで、錐(きり)の根元につけられた印と幹の表面が触れる。

			「こうやって穴をあけたところに、今度はホースの先端を差し込む」

			　五つに分かれた金属の筒が付いたホースの先端の一つを錐(きり)であけた穴に差し込む。するとぴったりとはまり抜けなくなった。

			「ホースはかなり長さに余裕を持たせてあるから、残り四つも同じ要領でカエデの幹に穴をあけて、ホースの先端を刺し込んで、あとはホースの根元を水(みず)瓶(がめ)の中に入れれば設置完了だ。

			　五日ほど放っておけば一本の木につき三〇リットル～四〇リットルほどの樹液があつまる。これが俺たちの村の特産品であり、酒のもとになる甘くて美味(おい)しい、メープルシロップの原料だ」

			　サトウキビ、サトウ大根に次ぐメジャーな甘味、メープルシロップ。それこそが、ずっと俺が目を付け採集する時期を待ち望んでいたものだ。

			　味だけであれば、サトウキビ、サトウ大根よりも上だと考えている。

			　エルシエの周りにカエデ……それも樹液が甘く大量に取れるサトウカエデに近い品種のものが自生していると気付いた時には歓喜したものだ。

			「長、こんな木の樹液なんてうまいのかよ？」

			「信じられないほど上品で洗練された甘さだよ。砂糖なんて比較にならないほどの高級品になる。それにね栄養たっぷりで食べているだけで元気になるし、美容効果も高い」

			　メープルシロップは、きっちり甘味を感じるのに、その甘さが残らずにすぅーと消えてくどさがない。

			　大量のミネラル・ポリフェノールと、肌にいいものがこれでもかと入っていて、なおかつカロリーは砂糖の半分以下……エルシエにとってはカロリーが少ないことはマイナスだが、地球ではかなりの高級品として扱われていた。

			「おいおい、ほんとかよ」

			　ロレウはそう言いながら、水(みず)瓶(がめ)にぽつぽつ、と一、二滴落ちてきた樹液を指ですくって舐(な)めた。

			「確かに言われてみれば甘い気がするが、ぜんぜん物足りねえ」

			「まあ、そうだろうね」

			「長、さっきはうまいって言ってたじゃないか」

			「そのまま樹液を舐(な)めても美味(おい)しくないさ、ひと手間必要なんだ。クウちょっと力を貸してくれ」

			「はい、何をすればいいですか？」

			「ちょっと待って、こっちの準備をするから」

			　俺はそう言いながら、こういうことを言い出す人が現れたときのために造っていた小さなコップを取り出す。そして根気強くぽたぽたと一滴ずつ落ちる雫を受け止め、一〇〇ミリリットルほど樹液が貯まるのを待った。

			「クウ、これを沸(ふつ)騰(とう)する直前まで温めてくれ。俺がいいと言うまでずっとだ」

			「お安い御用です」

			　クウの力で、カエデの樹液が温められていく。そして水分が水蒸気になって消えていき、無色透明だった樹液が黄金色になっていった。

			　沸(ふつ)騰(とう)させたほうが早いが、そうすれば風味とうまみと栄養が死んでしまう。

			「ありがとう。もういいよ」

			「ほとんどなくなっちゃいましたね」

			　一〇〇ミリリットルあった樹液は、ほんの二、三滴になってしまっていた。

			　樹液を四〇倍ほどに濃縮させるのがメープルシロップの標準的な作り方だから、仕方がない。

			「ロレウ、こっちを舐(な)めてみろ。樹液を煮詰めたものだ。さっきのロレウが舐(な)めた樹液はただの原料だよ。これがエルシエの特産品、メープルシロップだ」

			「それじゃ、遠慮なく」

			　ロレウが指をコップに突っ込む。

			　さらさらした樹液は、今はねっとりしたシロップになって、粘度が高くなっている。シロップが、ロレウの指に絡み、糸を引く。

			　ロレウが指を口に入れると同時に、驚きに目を見開く。

			「甘めえ！　うめえ！　もう一口！」

			　よくわからないことを言いながらコップの底を指で何度も掬(すく)おうとし、それでも飽(あ)き足らずに舌を必死に伸ばして舐(な)めようとする。

			　あまりにもみっともない姿に周りが声を失う。

			「見てわかるように、大の男が我を失うほどのうまさなんだ。だからこそ金になるし、俺たちの食卓も豊かになるというわけだ」

			　俺がそう言うと、我に返ったロレウが顔を真っ赤にした。男がそんな反応をしても可愛(かわい)くない。

			　この大陸では甘味が非常に貴重だ。サトウ大根のような寒冷地でも育つ砂糖の原料が発見されておらず、暖かい大陸からのサトウキビを原料とした砂糖の輸入に頼っているせいで、馬鹿みたいに高い。

			　品種改良されていない果物は、酸味がきついばかりで甘味が足りない。そのような背景があり、人々は甘味として蜂(はち)蜜(みつ)をこぞって求めた。その結果、考えなしに巣を乱獲されミツバチの数が大幅に減り、蜂(はち)蜜(みつ)は滅多に手に入らなくなり、甘さの供給源がほとんどなくなった。

			　商業都市エリンに行ったときに調べた相場は、砂糖五〇〇グラムで金貨一枚（六万円相当）。それでも、飛ぶように売れていた。メープルシロップもおそらく、一瓶に五〇〇ミリリットル詰めにすれば同じ程度の値段で売れるだろう。

			「でも、シリル、この木の樹液だったらいつでも取れたんじゃない？　わざわざ冬の終わりまで待つ必要があったの？」

			「ルシエ、いいところに気が付いたね。この時期に取らないと甘さが弱いんだ。カエデは、冬の寒さを乗り越えるために、秋の間にため込んだ栄養を使って樹液の糖度をあげ続ける。そして、冬の終わりに、糖度をあげた樹液を全身にかけ巡(めぐ)らせて成長の糧にする。冬の寒さを越えないと、樹液は甘くならない。そして、甘くなった樹液が全身に巡(めぐ)る季節にならないと、こうやって樹液を横取りできないんだ」

			　そしていつまでも甘い樹液が全身を駆け巡(めぐ)っているわけじゃない。

			　すぐにその糖を使い果たしてしまう。

			「それだと、美味(おい)しい樹液が取れる時期って本当に少ないんじゃない？」

			「うん、今年の気候だったらたった三週間だけだね」

			「一年に三週間だけ……すごく贅(ぜい)沢(たく)なんだね。でも、一つの木から五日で四〇リットルってシリルは言ったよね。三週間、樹液が集められるなら、一六〇リットルぐらいは収集できるんだ」

			「残念ながら、一つの木からは四〇リットルが限界だよ。それ以上取っちゃうと木にダメージが残って枯らしてしまうことになりかねない。五日経てば別の木の樹液を集める。この少ない機会を逃すわけにはいかない。というわけで、みんな早く採集の準備をしていこう。今日持ってきた水(みず)瓶(がめ)全部、いっぱいにして次を取らないとね」

			　俺の掛け声で、みんなが作業を始める。

			　自分も食べてみたいと視線で訴(うつた)えていたが、それは五日後のお楽しみだ。

			　そのころには今日設置した水(みず)瓶(がめ)が、樹液でいっぱいになっているだろう。

			　作業自体は三時間ほどで終わった。

			　全ての水(みず)瓶(がめ)にホースの根元が入れられ、ホースの先端は木々に突き刺さっている。あとは、水(みず)瓶(がめ)を割るような動物が入って来ないように周辺を有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)で囲って終わりだ。

			　その作業も、イラクサの面々が頑張ってくれた。

			「楽しみですね。ロレウさんが夢中になるほど美味(おい)しいものが、ここにある水(みず)瓶(がめ)いっぱいに取れるんですから。もう、食べきれないし、売り切れないぐらいの量が取れそうですね」

			　片付けを終わらせたクウが笑顔で俺に声をかけてきた。

			「実はそうでもないんだよ。さっき、クウに水を飛ばしてもらったけどね。一リットルのシロップを作るのに、四〇リットルの樹液が必要だからね、あんな大きな水(みず)瓶(がめ)でも最大で四～五リットルにしかならない。一四〇個水(みず)瓶(がめ)を用意したから、うまくいって七〇〇リットルだね。これをエルシエの皆で山分けしたら一人、三リットルにもならない。一年で三リットルって考えると全然足りない気がするだろう？」

			　一年のうち三週間限定でしか採集できず、煮詰めることまで考えると一本の木から一リットルしか採集できないメープルシロップ。なんて贅(ぜい)沢(たく)な品物なのだろうか。

			　一人三リットルは、日常的に使うには少し心許ない量だ。ただ売る分には、七〇〇リットルを五〇〇ミリリットル単位で売れば金貨一四〇〇枚（八四〇〇万円相当）でかなり美味(おい)しい商売になる。

			　うまくすればその金だけでエルシエの一年分の食料を手に入れることができる。

			　そして、メープルシロップの利点は後追いがされにくいことだ。

			　匂いでメープルシロップがカエデに由来するものだと気が付いて真似をしようとするものが現れても、採集可能になるのが一年先だ。それまでに試行錯誤して何度も失敗し、採集シーズンには投げ出しているだろう。

			「でも、三週間あるってことは五日後に採集して、あと三回は採集できますよね？　そしたらたくさん用意できますよ」

			「そうだね。それはきっちりと仕事をして無事採集できた場合の話だよ。外貨の獲得を優先するから、取れた量が少ないと、外貨獲得用しか確保できずに、エルシエで食べたり、お酒にする分がなくなっちゃうかもしれない」

			　売却用に最低でも千リットルは確保したい。自分達の分はそれからだ。

			「頑張ります！　甘いものを食べるためだったら、なんだってしちゃいますから」

			「その意気だ。みんなも集まってきたことだし、今日はこれで解散かな」

			　イラクサの面々が有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)を張り終わって戻ってきた。他の皆は、ポタポタとゆっくり落ちるカエデの樹液を眺めたり、雑談したりしている。

			「皆、注目。今日はありがとう。おかげで順調に作業が進んだ。あとは五日ほど待っていれば水(みず)瓶(がめ)は樹液でいっぱいになるだろう」

			　周りの顔を見ると、とある共通した感情が見て取れた。

			　……少しでもいいから俺たちにも、メープルシロップを食わせてくれ。

			「ロレウのはしゃぎっぷりを見て、みんなメープルシロップを食べてみたい、そう思っているのはわかるよ。……だけど、我慢してくれ」

			　俺の言葉で、皆が露骨にがっかりとした顔をする。

			　なにせ、この人数分用意するのは時間がかかって仕方がない。

			　だが、ちゃんと次の作業のためにモチベーションを保ってもらわないといけない。

			「もちろん、いつまでも我慢しろとは言わない。五日後、ここに溜まった樹液を回収して、別の木にホースを付け替えに来る。その時に、ご馳走するよ。みんなパンを持って来てくれ！　パンに甘いシロップをたっぷり塗ってあげよう」

			　俺がそう言った瞬間、みんなの落(らく)胆(たん)した表情が一気に明るいものに変わる。きちんとした甘味は、おそらく、この前ドーナッツを食べたルシエ以外経験していない。

			　ロレウが取り乱して甘い！　と叫ぶほどのものだ。みんな興味津々だろう。

			「シリル兄様！　質問なの」

			　黒い火狐のクロネがちっちゃな手をいっぱいに上げて問いかけてきた。

			「なんだい、クロネ？」

			「もってくるパンは一つじゃなくてもいいの？」

			　クロネは期待に尻尾(しつぽ)を振りながら、俺の返事を待っている。

			　俺は悩んだ。火狐たちの手持ちの小麦は少なく、日頃はジャガイモや大麦を食べている。一食に二つのパンなんて用意できるはずがない。この子はきっと前日のごはんを抜いてもってくれば、パン二つにシロップを塗れると考えている。

		

	
		
			[image: p_165.jpg]
		

	
		
			　自分で工夫して、なおかつごはんを我慢したというシチュエーションは、幸福感を引き上げてくれるはずだ。きっと、最高に可愛(かわい)い笑顔を見せてくれる。すごく見たい。

			　だが、ここでＯＫを出せば下手をすれば、二つどころではなく、数日ごはんを抜いてでもパンを確保しかねない。女の子の甘いものにかける情熱に底はない。そんなことをすれば、成長に悪影響が出る。

			　それはわかっていても、可愛(かわい)い妹分の期待に満ちた視線を裏切ることはできない。

			「二つまでならＯＫだ。それ以上はダメ」

			　色々と妥協し、一食ぐらいならＯＫだと判断する。

			「わかったの！　シリル兄様」

			　クロネはお礼を言うと、自分が思いついた秘策を黄狐のケミンと銀狐のユキノにドヤ顔で言いつつ、まったく育っていない胸を張る。

			　そしてそんなクロネを二人が、笑みを浮かべて、はしゃぎながら褒(ほ)めている。すごく微笑(ほほえ)ましい光景だ。顔がほころんでしまう。

			「これで今日は解散だ。みんな五日後の早朝にまた力を貸してくれ」

			　俺が解散と言うと、その場で皆、ああでもないこうでもないと騒ぎ始める。

			　皆、この五日間はきっともんもんとして過ごすのだろう。

			　甘いものへの期待を胸に、その場は解散した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さて、そろそろ手紙の時間か。偵察組は頑張っているかな」

			　俺は空を見上げる。そこには、足に紙切れを結び付けられた一羽の大きな鳩が見えた。俺が冬の間に育てた六羽のうちの一羽が、鳩小屋に向かって飛んできた。

			　偵察隊だけではなく、特別隊員も頑張ってくれたようだ。俺はほっと胸をなでおろした。

		

	
		
			第９話　偵察

			　

			　帝国との戦いにおいて、情報収集の重要性はかなり高い。

			　今回の作戦の必須条件は、帝国兵を補給基地にたどり着くまでに徹底的に足止めすることだ。そのためには、帝国兵が出発してすぐに、いや、出発するまえの段階で、イラクサが出陣する必要がある。

			　敵の動きを掴(つか)むために、イラクサのメンバーを四人チーム、五日交代で偵察に向かわせていた。

			「ロレウたちには貧乏くじを引かせてしまったな。悪かった」

			「いいってことよ。まあ、正直メープルシロップを食う前に出発するのは残念だったが、戻ってきたら食わせてくれんだろ？」

			　早朝から偵察任務に出るロレウたち四人に謝罪の言葉をかける。

			　本当は、メープルシロップを食べてから出発してもらいたかった。

			　だが、偵察隊の目的地は帝国の補給基地の近くに作った小屋であり、風の魔術と【身体強化】をあわせて使えるロレウたちでも一〇〇キロ以上の距離になると、早朝に出発しないと日が昇っているうちにたどり着けないのだ。

			「たっぷりメープルシロップを用意しておくよ。ロレウたちが戻って来る頃には酒も出来てるから、楽しみにしておいてくれ」

			「それは楽しみだ。長、それじゃ行ってくる。いつまでも交代が来ねえと、今出てるレックたちが可哀想だしな」

			　そうして、ロレウたち四人が出発した。

			　俺が作ったヒップベルトのついたリュックを背負い、防寒着を着込んだ出で立ちだ。

			　リュックの中には、一週間分の糧食と着替え、それに俺が育てた鳩を五羽入れた鳥かごが収納されている。

			　訓練も兼ねており、彼らは偵察任務の間は糧食のクッキーと森で自力で取ったものしか口にしない。

			　偵察任務自体は特に難しいことは頼んではいないが、精神的に辛い任務になる。

			「まだ、帝国に動きはないか」

			　ロレウたちを見送ってから、彼らの前に偵察任務に出た部隊から届けられた手紙の内容を見る。そこには、補給基地に入ってきた馬車の数と、補給基地から出て行った馬車の数、それらが帝国方面と、エルシエ方面にわけて書かれてある。

			「本格的な荷運びはもう少し後になると予想した通りだな」

			　俺は、補給基地から五〇〇メートル離れた山の中に一つ、補給基地と帝国の間に三つ、糧食と矢のスペアを保存した小屋と井戸を作りに行った。

			　その際に補給基地に忍び込んで備蓄を確認したが、五千人分の糧食も武器も用意されていなかった。

			　つまり、奴らが戦いをはじめるには、補給基地の備蓄を増やす必要がある。

			　補給基地に向かう馬車の数が増えてくればそれが戦いの兆(ちよう)候(こう)になる。そうなればより踏み込んだ偵察を実施し、情報の確度を高めてから出陣する。

			　イラクサの面々には、補給基地に近い小屋から望遠鏡を使い一日中監視をさせ、馬車の数をカウントしてもらっている。数の推移を見る限り、まだ大丈夫そうだ。

			「また来たか」

			　俺が育てた鳩が足に手紙を括りつけて帰ってきた。

			　鳩は、夜明けとともに放たれる。

			　いわゆる伝書鳩。無線通信がないこの時代、考えうるもっとも効率的な通信手段の一つだ。

			　難点は片方向通信でしかないという点だ。

			　勘違いされやすいが、鳩たちはこちらの意図した目的地に向かってくれるわけではない。帰巣本能により自らの巣に帰ってくるという動きをするだけである。

			　あらかじめ偵察地に持っていった鳩を使いきればそれで終わりだし、エルシエから偵察隊へ情報を送ることはできない。

			　だからこそ、帰って来た鳩をもった交代要員を五日に一度送り込む必要がある。

			　そしてイラクサの規則としては鳩が飛行可能な状況にもかかわらず二日続けて鳩が戻ってこなかった場合、トラブルがあったと判断し救援を送ることになっている。

			「さて、俺は俺の仕事をするか」

			　今日はメープルシロップの収穫日だ。

			　みんな、甘い甘いシロップを心待ちにしているだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「みんな、水(みず)瓶(がめ)ごと温めてくれ」

			　先日、水(みず)瓶(がめ)をセットした場所へ、エルフより先に火狐を集合させた。

			　まずは空になった水(みず)瓶(がめ)を用意しないと、別の木から採集する準備ができないので、先行して火狐たちに仕事をお願いする必要があったのだ。

			「わかりました。シリルくん。沸(ふつ)騰(とう)はさせちゃだめなんですよね」

			「さすが、クウ。よく覚えているね。みんなも沸(ふつ)騰(とう)させないように水分を飛ばして。薄い金色になるまで続けるんだ。出来たと思ったら俺に声をかけてくれ。チェックさせてもらう」

			　俺の声に火狐たちが頷(うなず)き、樹液をメープルシロップにする作業を開始した。

			　この場で処理をするのには理由がある。

			　水(みず)瓶(がめ)は一四〇個ある上に、一つにつき樹液が二〇〇リットルほど入っているので非常に重い。それを持ってエルシエに戻り中身を別の場所にうつしてから空になった水(みず)瓶(がめ)を再び持ってくるのは非常に労力がかかってしまう。

			　だからこそ、火狐たちの力を借りて、この場で水(みず)瓶(がめ)の中身を全てシロップにしてしまう。そうすることで、四〇分の一まで中身を減らせる。

			　そして、今日は収穫までの五日の間に追加で用意した五つの水(みず)瓶(がめ)をもってきている。

			　この場で煮詰め、その中身を五つの水(みず)瓶(がめ)にうつすことで、既存の水(みず)瓶(がめ)を空にし、たった五つの水(みず)瓶(がめ)を持ち帰るだけで済む算段だ。

			「クロネの水(みず)瓶(がめ)、綺(き)麗(れい)な金色になってきたの」

			「私の作ったほうが綺(き)麗(れい)よ」

			「クロネもケミンも、まだまだ甘い。二人は一度に二つ、ユキノは、一度に三つ。だから一番すごい」

			　妹分の三人はこの作業を楽しみながらこなしている。

			　三人は火狐の中でもかなり力が強い。ほとんどの火狐たちが一つで精一杯の中、クロネとケミンは一度に二つ、ユキノに至っては三つまとめて水分を飛ばしている。

			　純粋な力よりも、むしろ魔術の制御の巧みさに舌を巻く。

			　もっとも、その横でクウは鼻歌交じりに四つ一度にこなしていたりするのだが。

			「さあ、皆、エルフたちが来る前に終わらせてびっくりさせよう」

			「シリルくん、頑張ります」

			「シリル兄様のためなら頑張れる」

			　周りに甘く幸せな香りが漂ってきた。

			　きっと、最高の味に仕上がるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　火狐たちから遅れること一時間、エルフたちが到着した。

			　前回と違い、体力自慢だけではなく、エルシエのほぼ全員が来ている。メープルシロップの試食会があるので、俺がそうするように手配した。

			　エルフたちが来る頃には、樹液のメープルシロップへの加工が終わり、中身を全て追加でもってきた水(みず)瓶(がめ)にうつし終わっていた。採集出来たメープルシロップは、七五〇リットルほどで予想以上に取れた。

			　メープルシロップにする作業で疲れている火狐たちには休んでもらって、エルフたちが次々にホースを別の木に付け替え、空になった水(みず)瓶(がめ)に樹液が溜まるように動き始める。

			　近場にちょうどいい木がなければ、水(みず)瓶(がめ)を運ばないといけないので、こっちはこっちで重労働だ。

			「シリル、こっちは終わったよ」

			「長、こっちもＯＫです」

			　エルフたちを指揮していたルシエとコンナから、全工程の完了連絡が入る。

			　これで今日の作業は完了だ。また五日後、同じ作業をしにくることになるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「みんな、お疲れ様。みんなの頑張りのおかげでたくさんのメープルシロップが取れたよ。これなら、十分に外で売る分を確保できる。そして、俺たちが楽しむ分もちゃんと残りそうだ」

			　俺の言葉にみんなが笑顔になる。

			　前回、売る分を優先して、採取量が少ないと自分達で食べる分はないと言ったことを気にしていたのかもしれない。

			　さきほどからシロップの甘い匂いを嗅(か)いで、興味津々だ。

			「みんな、パンは持ってきたか！」

			「「「はい！」」」

			　みんなが勢いよく返事をする。それぞれの荷物からパンを取り出す。

			「メープルシロップは、火狐とエルフが協力して集めたものだ。くさい言い回しだけど、エルフと火狐の友好の味だ。心行くまで楽しんで欲しい。では、並んでくれ」

			　俺の言葉で皆がいっせいに動き出す。

			　メープルシロップを集めた五つの水(みず)瓶(がめ)の前に、行列ができる。

			　それぞれの水(みず)瓶(がめ)の前には配膳役として火狐が二人、俺の目の前の水(みず)瓶(がめ)には、俺とクウがついた。

			　そして、配膳が始まった。

			「ネンクさん、パンは焼きますか？」

			　クウが先頭の純朴そうなエルフの男性に声をかける。

			　クウは時間と機会を見つけては、エルフの一人一人と話をして、顔を売っている。そして一度聞いた名前は絶対に忘れない。だから、こういう場でもきちんと名前で呼びかけることができる。些(さ)細(さい)なことだが、それで与える印象はがらりと変わってくる。

			　クウは、自分が火狐の代表であり、エルフの自分を見る目がそのまま火狐全体を見る目に変わると理解した上でやっているのだ。

			「あ、その、お願いします」

			「では、お預かりしますね」

			　クウが輝かんばかりの笑みを浮かべてエルフの手からパンを受け取る。

			　クウの笑顔、そして手がさっと触れたことで、純朴そうなエルフの顔が真っ赤になった。あっ、惚れたな。

			　……ロレウといい、この男といい、クウは魔性の女かもしれない。クウに好印象をもっているエルフはかなり多いと聞いている。

			「はい、シリルくんお願いします」

			「ああ、後は任せろ」

			　俺はクウが焼いて香ばしくしたパンを受け取り、メープルシロップをたっぷりかける。これを受け取ると確実に手がべとべとになるが、そんなことを気にする連中はエルシエにはいない。

			「はい、どうぞ」

			「……ありがとうございます」

			　俺がシロップをつけたパンを渡すと、男は心底がっかりした顔をした。きっとクウに手渡してほしかったんだろう。クウの手に付着したメープルシロップをぺろぺろして、クウちゃんの蜜甘いよとか考えていたに決まっている……絶対に許さない。

			　そんなことがありながらも、次々に列がはけていく。

			　なぜか、俺の前の列だけが異常に多い。他の列はもう誰も居なくなったのに、まだまだ列が尽きる気配がない。

			　クウ目当ての客と、そして俺目当ての客が居るせいだ。この子たちのような……

			「シリル兄様！　お願いするの。クロ、甘いの好き。いっぱいいっぱいかけてね」

			　天真爛漫な笑顔で、自分の欲望をストレートに伝える黒い火狐のクロネ。

			「クロネ、はしたないことしないの。でも、その、私も、気持ち多めで」

			　背伸びして大人ぶりながらも、ちらちらとメープルシロップを見る黄色い火狐のケミン。

			「シリル兄様！」

			　言葉はひどくシンプルだが、きらきらと輝いた目で、俺の目を真っ直ぐに見つめて、自分の気持ち「たっぷりシロップをちょうだい」を訴(うつた)えかけてくる銀色の火狐、ユキノ。

			　三人とも、二つのパンを用意していた。一つは今日のお昼ごはんの分、そしてもう一つは、昨日の夕食に出たパンを我慢して確保したとクウから聞いている。

			　一つは自分で焼いて、一つはそのままの二種類のパンで、思いっきりメープルシロップを楽しむつもりのようだ。

			「じゃあ、パンを預かるね」

			　俺がパンを持つと、三人ともすごく真剣な表情で俺の手元を凝視する。

			　三人の期待に応えてあげたい。だが、いくら可愛(かわい)い妹たちと言っても、特別扱いをするつもりはない。

			　もはや、たっぷりかけるというレベルを通り越してシロップ漬けになったパンを三人に渡す。

			「うわぁ、シロップいっぱいなの。はむ、おいしーの。クロ、シリル兄様のこと大好きなの！」

			「すごい、こんなに!!　シリル兄様、ありがとうございます！」

			「シリル兄様。ユキノ、一生ついていく」

			　三人とも顔と手をメープルシロップでべっとりさせながら、尻尾(しつぽ)を千切れそうなほど、ぶんぶん振って、今にも俺に抱き着きそうなくらいに喜んでいる。本当に可愛(かわい)い。メープルシロップよりもこの子たちを食べてしまいたいぐらいだ。

			　三人は幸せそうな顔でパンを頬張りながら去っていく。
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			　本当はこの水(みず)瓶(がめ)ごとあげてしまいたいけど、他のみんなと同じようにパンにかけるだけで我慢する。

			「あの、シリルくん」

			「わかっている。クウはもっと、優しくしてやれと思っているんだろう？　でも、けじめはきちんとしないとね」

			「……シリルくんも、そういうところあるんですね。逆にほっとしました」

			「うん？　よくわからないけど、まだ待っている人たちが居るんだ。雑談はこれくらいにしておこう」

			「ですね。あっ、ハメルさん。お久しぶりです。パンは焼きますか？」

			　そうしてどんどんと列をさばいていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル、このメープルシロップっていうの本当に美味(おい)しいね」

			「ルシエが気に入ってくれて俺も嬉しいよ」

			　やっと全員へメープルシロップの供給が終わって、ルシエと二人、少しみんなから離れたところにある木にもたれかかって、自分の分のパンを食べる。

			「エルフの村はエルシエになって本当に変わったね。いつもならこの時期って、食べるものが無くなってきて、ひもじさを堪えて、少しでもお腹が減らないように、みんな動かずに家で震えて過ごしてたよね」

			　食料の生産量が少ない上に、帝国に税として絞り上げられていたせいで、いつもこの時期は餓(が)死(し)者がでないかを心配するほど食料に困っていた。

			「そうだね。去年はルシエと二人、まだお日様が昇っているうちからお腹空いたねって言いながら毛布にくるまってた。懐かしいな」

			「なのに今年は食べるものがいっぱいあって、今まで知らなかった美味(おい)しいものも食卓に並んで、こんな贅(ぜい)沢(たく)な甘いものまで食べられるようになって、たまに思うんだ。幸せすぎて、今の生活が全部私の夢じゃないかって」

			　ルシエは笑いながらメープルシロップで甘くなったパンを頬張る。

			「夢じゃないさ、みんなと一緒に頑張って、やっとここまで来たんだ。今までの努力の成果をなかったことになんてさせないよ」

			「シリル、私、シリルと一緒に居れて、シリルのことが好きになって本当に良かった」

			「なんで急にそんなことを言い出すんだ？」

			　俺が問いかけると、ルシエは少しだけ寂(さび)しそうな顔をした。

			「最近ね。シリルが私のシリルじゃなくて、みんなのシリルになった気がしちゃって寂(さび)しくなることがあるの。私だけが本当のシリルの良さを知ってる。そんなふうに昔は思っていたけど、もうシリルのすごさをみんな知ってる。これから、いっぱいシリルの良さを知った人が現れてね。そのうちの誰かにシリルが盗られちゃう、そんな気がするの」

			　父の敗北を見てくさっていた俺を、いつまでも信じてくれたのはルシエだけだった。そんなルシエだったから俺は愛した。

			「どんな子が現れても俺の一番はずっとルシエだよ。だいたい、そんなことを言い出したら、ルシエだって、いっぱい害虫……ごほんっ、ルシエを好きだっていう男がいるじゃないか」

			「うん、いるよ。でもシリルのほうがずっとかっこいいから、安心して」

			「なら俺も同じだよ。ルシエよりも可愛(かわい)くて、心の強い女の子は絶対に居ないから安心して」

			　俺がそう言うと、ルシエが微笑(ほほえ)んでくれた。その表情が綺(き)麗(れい)で、見慣れた顔のはずなのに心臓が高鳴った。

			「うん、やっぱり夢だよ。こんなに幸せな日が来るはずない」

			　ルシエが自分の頬をつねる。

			　それがおかしくて俺は苦笑する。

			「そもそも、今からそんなことを言っていたら困るよ。まだまだエルシエは豊かになる。もっと俺はルシエを好きになるし、ルシエに好きになってもらう」

			　ルシエが目を丸くする。

			「これからのことを話そうか。酒を造ってみんなで笑いながら酒盛りする。帝国との戦いに勝つ。メープルシロップを売って大金を手に入れる。盛大な結婚式をあげて皆に祝ってもらう。新しい作物や家畜をいろいろ増やして、美味(おい)しいものをもっと作れるようにする。可愛(かわい)い子供をたくさん作る。エルシエをもっと大きくする。それで死ぬまで笑って暮らすんだ」

			　それこそが俺の、ルシエと一緒に見てほしい夢だ。

			「あはは、いいね。考えるだけで幸せになれるよ。うん、最高の人生」

			「信じてないな、俺は」

			　そこまで言いかけたところで、俺の唇にルシエの指が当たり、言葉を遮(さえぎ)られる。

			「出来ることしか言わない。でしょ？　シリルのその言葉、何度も聞いたから覚えちゃった」

			「その通りだよ。だから、信じてほしい」

			「うん、信じる。私はシリルのことが好きだし、その夢がいいなって心の底から思ったから」

			　そして、パンを食べ終わってからみんなと合流し、大量のメープルシロップが入った水(みず)瓶(がめ)を複数人で運んで山を下りた。次の採集も期待できるから、今日の分はみんなに配る分と酒の材料にする分にしようと心に決めながら。

		

	
		
			第10話　出陣前日

			　

			「よし、いい出来だよ。ちゃんとお酒になってる」

			　俺は村長宅の一部屋を改造して作った酒蔵の中で口を開いた。今はメープルシロップで作った酒の味見をしている。

			　はじめてのメープルシロップの採集から隨分経った。その後の採集もうまく行っており、こうして酒の原料に回す分を確保できたのだ。雪は解け、長かった冬が終わった。

			「やったね！」

			「本当に出来た！」

			「お酒、お酒」

			　俺の言葉を聞いた火狐たちが喜びの声をあげる。ただ、妹のように可愛(かわい)がっている三人が居ないのは寂(さび)しい。成人していない子たちは酒造りには参加させないようにしたからだ。

			「お酒ってこんなに簡単に出来ちゃうんですね」

			　クウが驚きの声をあげ、不思議そうに完成した酒の入った水(みず)瓶(がめ)を眺めていた。

			「クウたちからすれば簡単に思うだろうけど。温度調整が難しいんだ。エルフたちだけで作ろうとすれば、本当に苦労したと思う」

			　今回作った酒はもっとも原始的な方法で作っている。

			　巨大な水(みず)瓶(がめ)に雪解け水で五倍に薄めたメープルシロップを入れ、干しクランベリーから作った酵(こう)母(ぼ)液を注いで五日間寝かせて完成だ。

			　酵(こう)母(ぼ)はメープルシロップの糖を分解してアルコールに変える。そして、アルコール度数が一二％を超えたあたりで、自ら生み出したアルコールの濃度に耐え切れず死んでしまい、そこでアルコールの生成が止まる。

			　アルコールの発(はつ)酵(こう)に四日、酵(こう)母(ぼ)が完全に死ぬまでに一日、合計五日かかる。

			　作業自体はひどく単純だが、酵(こう)母(ぼ)は水温が低すぎるとうまく発(はつ)酵(こう)せず、水温を上げ過ぎると逆に死滅する。五日もの間、適温に保つ必要があり、火狐たちの協力が無ければここまでうまく作れなかった。

			「その、シリルくん。お願いがあるんです。少し味見をさせてもらえませんか？」

			　この場に居た火狐全員の気持ちをクウが代弁した。エルフと同じで火狐も酒が大好きだ。ましてや自分達で材料を集めるところから作り上げた酒、味が気になるに決まっている。

			「味見はちょっと待って、最後の仕上げをしないといけないから」

			　俺は微笑(ほほえ)んで、水(みず)瓶(がめ)に小さな瓶に小分けしたメープルシロップを適量投入する。そしてかき混ぜて、もう一度味見をする。うんいい味だ。

			　糖分を分解してアルコールを作るので、酒が完成した時点で甘味はほとんどなくなる。だから、こうして仕上げにまたシロップを入れて味を調えるのだ。酵(こう)母(ぼ)が死滅しているので、新たな糖を与えてもこれ以上発(はつ)酵(こう)は起こらず、甘味が消える心配はない。

			「でもやっぱり、味見はお預けにしよう。午後からお披(ひ)露(ろ)目(め)会だから、それまで我慢して」

			「シリルくんは味見したのにずるい」

			「俺は仕上げをする必要があったからね。それに意地悪を言っているわけじゃないよ。初めての感動はみんなで一緒に分かち合いたいだろう？　というわけで瓶詰を急ごうか」

			「……そう言われてみればそうですね。私も皆と一緒に楽しみたいです。午後が楽しみ。それにしても、瓶の模様凝っていますね」

			　クウが酒瓶に施(ほどこ)した細工に目ざとく気付いてくれて、うれしくなる。

			　瓶の表面に、クロスボウにクランベリーの蔦とキツネの尻尾(しつぽ)が巻き付いている印をつけていたのだ。

			「このお酒は、エルシエの象徴にしたいからね。エルシエのシンボルをつけてあるんだ。戦いで活躍したエルフのシンボルであるクロスボウ、昔からずっとここの生活を支えてくれているクランベリー、最後に新しい仲間の火狐のシンボルであるキツネの尻尾(しつぽ)、よくできているだろ」

			　そして、帝国との戦いに勝てばこれをベースに国旗を作る予定だ。

			「はい、すごくかっこよくて可愛(かわい)いです。ちなみに、今日作ったお酒はなんていうお酒ですか？」

			「名前は考えていなかったな……ストレートにつけるならメープルワイン。それだと面白くないから……うん、決めた」

			　透明感のある雪解け水、そして俺たちに恵みを与えてくれる山で取れたクランベリーとメープルシロップ、それだけで作ったエルシエそのものの味。だから、名前を付けるとするなら……。

			「エルシエワイン。ここでしか作れない、俺たちだけの酒だ」

			　俺がそう言った瞬間、クウがくすりと小さく笑い声を漏らした。

			「クウ、変か？」

			「いえ、良い名前です。ただ、ルシエちゃんの言っていたことを思い出したんです。シリルくんって、合理的な考え方するのに、根っこのところはすごくロマンチストで優しいんだって」

			　そう言われて照れてしまう。

			「ロマンチストか……確かにそうかもしれない。似合わないか？」

			「ううん、私はシリルくんのそういうところ、大好きですよ。正しいだけで冷たい人だと一緒に居て楽しくないです。そんなシリルくんだから、ずっと一緒に居たいと思えるし、隣に居ると幸せなんです」

			　クウの台詞を聞いて苦笑してしまった。

			　確かに、俺は合理性を重視しているが、感情面もかなり配慮している。感情面を無視した合理性は逆に効率を落とす。真に効率的な国の運営をするなら、感情面も考(こう)慮(りよ)しないといけない。

			　なにより、そっちのほうが幸せで楽しい。そうでないと生きている意味がない。

			　でも、それを面と向かって言われると照れる。俺が照れた分、クウにも照れてもらおう。

			「俺も、クウみたいに気配りが出来て可愛(かわい)くて、芯の強い女の子と一緒に居られて幸せだよ」

			　そう言った途端、クウが顔を赤くして耳をピンとたて、他の火狐たちがきゃあきゃあと騒ぎ出した。火狐たちはこういう話が大好きだ。

			　クウと俺が好かれているというのもあるが、自分たちの恋が出来ずに恋愛話に飢(う)えているということもある。

			「ねえ、みんなお見合いとか興味ないかな？　もちろん、クウは絶対に参加しちゃダメだよ」

			　火狐たちの恋愛事情、根本的な解決はまだ無理だが、こうすれば多少は改善できるだろう。

			　だが、俺の問いかけに火狐たちが首を傾げる。言葉が足りなかった。補足しないといけない。

			「エルフたちは男のほうが多い上に、エルフは長以外重婚が許されていないから、独身の男性が多いんだ。よかったら、結婚を前提にエルフたちと知り合う機会を作りたいんだ」

			　もちろん、火狐たちの人数に比べれば独身の男性はかなり少ない。それでもロレウを筆頭として魅(み)力(りよく)的なエルフも多く居る。

			「三番目でもいいからシリル様がいいわ」

			「私も私も」

			「……みんなやめたほうがいいわ。クウ様がすごい顔で睨(にら)んでる」

			「クウ様、冗談ですよ、冗談。シリル様に手を出すわけないじゃないですか」

			　火狐たちがいっせいにクウの顔を見るものだから俺もつられてそっちを見る。

			　クウが微妙に頬を膨(ふく)らませていて、視線が合った瞬間に目を逸らした。

			　普段、妹のように可愛(かわい)がっている三人が俺に結婚してと言っても笑っているが、年頃の女の子たちの言葉となると無視できないのだろう。

			「クウ、大丈夫だ。俺はこれ以上、嫁を増やすつもりはないよ。ルシエとクウを悲しませてまで、誰かを好きになることはしない」

			「……ルシエちゃんが居るのに、シリルくんに好きになってもらった私が言うのも変ですけど、今の言葉、すごく嬉しいです。やっぱり、女の子としては、他の人を好きになられちゃうのは嫌ですから」

			　俺たちの会話を聞いて、また火狐たちがきゃあきゃあ言ってクウが優しい笑みを浮かべてくれた。

			　一応、お見合いの話は切り出した。

			　また、ちょくちょく反応を見て、彼女たちが望めば場を設定しよう。きっと、エルフも火狐たちも両方が喜ぶいいイベントになるだろう。

			　午後からのエルシエワインの試飲会は、ただの試飲会ではない。

			　明日出陣するイラクサのメンバーの壮行会も兼ねていた。

			　馬車の出入りの監視、その集計結果に変化が現れはじめた。異常なまでに帝国方面からの馬車が多くなったのだ。それが数日続き、ある日を境にぱたりと通常運転に戻った。

			　その時点で、イラクサの偵察隊により厳密な調査をさせたが、おそらくほぼ間違いなく戦争の準備が整った。

			　補給基地で受け渡す物資の量から推測するに、敵の数は４５００前後。ルルビッシュが言っていた人数の五割増しまで膨(ふく)れ上がっている。

			　余裕をある程度もって帝国兵と接触するには明日の進軍がベストだ。そのことは皆に既に伝えてある。だからこそ、最高の酒を飲んで笑顔で出発したい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　エルシエワインの試飲会兼イラクサの壮行会がはじまった。

			「みんな、今日は集まってくれてありがとう。まずは酒を受け取ってくれ。今日は予定通り俺たちで作った酒を飲んで、イラクサの皆を笑顔で送り出す」

			　いつもの広場に、火狐を含めたほぼ全てのエルシエの民を集めた。

			　料理はあまり用意していない。イラクサの面々には皆で馬鹿騒ぎするより、大事な人と今日一日を過ごしてほしい。だから、この場はあくまで酒のお披(ひ)露(ろ)目(め)だけで終わらせる。

			　火狐たちの手によって、この場に集まった皆に、エルシエワインを温めコップに注いだものが配られていく。

			　雪が解け暖かくなってきたが、このほうが飲みやすいし優しい味になる。

			　小さな子供たちには水で半分に薄め、その分メープルシロップを追加して甘くしたものを用意した。

			「今配った酒は、皆で協力して取ったメープルシロップ、俺たちが慣れ親しんだクランベリー、そして雪解け水を材料に、火狐たちが作った酒だ。全てエルシエの材料で作った俺たちだけの酒。だから、エルシエワインと名付けた」

			　俺がそう言うと、皆が感慨深げに酒の入ったコップを見つめる。

			　ただ、酒を手に入れたいだけであれば、エルシエで酒を作る必要なんてない。

			　メープルシロップ一瓶で五本しかエルシエワインは作れない。だが、メープルシロップ一瓶を売れば、金貨一枚（六万円相当）が手に入り、安いエール（麦酒）だと一瓶、銅貨２０枚（八〇〇円相当）なので、七五本も買えてしまう。

			　それがわかっていながら俺がエルシエワインを作ったのは……。

			「この酒は、エルシエの大地の味、俺たちの故郷の味だ。この味を心に刻んで欲しい。今日出陣するイラクサの皆は特に」

			　故郷の味、そういったものが欲しかったからだ。エルシエを離れた遠い地で思い出せる。そんな心の拠り所を酒に求めた。

			　イラクサの面々は真剣な顔で頷(うなず)く。

			「おい、長。心に刻むのはいいが、うまいんだろうな」

			「ロレウ。これを飲むと、もったいなくて戦場で死ねなくなるぐらいにうまい」

			「それは楽しみだ。でっ、そろそろ話にも飽(あ)きてきた。はやく乾杯と行こうぜ！」

			　ロレウが明るい声をあげる。おかげでイラクサの出陣を気にして沈んでいた空気が少しだけ明るくなった。

			「みんな！　コップをかかげてくれ。勇敢なる戦士たちに祝福があらんことを、そしてここに居る全員が笑顔で暮らせることを祈って、乾杯！」

			「「「乾杯」」」

			　幾重もの声が重なり、コップとコップがぶつかる音が響き渡る。

			　そして、口々にうまいという声が響いた。

			「うん、本当にうまい酒だ」

			　メープルシロップの上品で自然な甘さ、クランベリーの酸味、それを支える土台となる雪解け水の清(せい)冽(れつ)さ。それらが一つになり、口の中で広がる。

			　いくらでも飲めそうだ。

			「シリル、このお酒美味(おい)しいね。それにすごく優しい味。飲んでいるだけでほっとする」

			　ルシエが隣にやってきて、大切そうにちびちびとエルシエワインを飲む。

			「そうだな。優しい味だ。本当にこの酒はエルシエそのものだよ」

			　俺は周りを見て微笑(ほほえ)む。

			　明日旅立つイラクサの面々の周囲に、友達や家族が集まって泣いたり、笑ったり、それぞれの感情をぶつけ合っている。

			　例えば、クウ。

			　彼女の周りには何人もの火狐、そしてエルフまで集まって仲が良さそうに和気あいあいと談笑していた。

			　例えば、ユキノ。

			　ケミンとクロネが目に涙を溜めるが、それでも笑顔で頑張れと言っていた。

			　例えば、ロレウ。

			　自警団のむさくるしい面々ががははと笑い、拳をぶつけ合う。

			「みんな、ちゃんと前向きだな」

			　イラクサの面々に悲(ひ)壮(そう)感はない。絶対に帰ってくるという強い意志と、そして仲間を守りたいという熱い想いがあった。

			　気が付けば、俺とルシエの周りにも人だかりが出来ていた。

			　それは、医者として俺が助けた親子だったり、エルシエを運営する中での部下だったり、俺に憧れている女の子や、俺やルシエの友達。

			　愛されていることをあらためて実感する。そして戻ってこないといけないということも。

			　そうして、試飲会兼壮行会の楽しい時間があっという間に過ぎていった。

			　最後に締めの挨(あい)拶(さつ)をする。

			「俺たちイラクサは、必ず勝って帰ってくる。だからそのときは笑顔で迎え入れてくれ、そしてこの酒をまた皆で飲もう。ここに居る全員、一人も欠けずに」

			　それは俺の誓いだ。誰も死なせずに勝つ。

			　この戦いで大打撃を与えれば帝国はしばらくおとなしくなるだろう。エルシエ方面の軍を失った状態で攻めるには、他方面の軍を回して帝国の防衛を捨てる必要があり、おいそれと実施することはできない。

			　それに、勝つついでに色々と仕掛けるつもりでもいる。帝国が、エルシエを相手にしている場合ではないような状況にすることも展開によっては可能だ。

			　壮行会が終わり、帰り際にお土産(みやげ)として、皆にエルシエワインの入った瓶を持ち帰ってもらった。コップ一杯じゃ足りない皆はそれぞれの家で大切な人とゆっくり楽しむのだろう。

			　もちろん、俺もそのつもりだ。今日はルシエとクウと三人で過ごす。そして、二人にちゃんと俺の気持ちを伝えて、明確な形にして示す。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　みんなが帰りだし、人が居なくなったところで、ケミンとクロネが現れた。

			　ユキノのほうは他の火狐に連れられてもう工房のほうに戻っている。火狐たちだけの見送りがあるはずだ。

			「どうしたのかな二人とも。みんなと一緒に居なくてもいいの？」

			「はい、大丈夫です」

			「それよりクロたち、シリル兄様に大事なお話があるの」

			　二人とも怖いほど真剣な顔をしている。そして二人同時に頭を下げた。

			「シリル兄様、お願いです。ユキノを守ってください」

			「クロからもお願いするの。ユキノちゃん、頑張りすぎるから怖いの。だから、危ないことしたときは止めて欲しいの。ユキノちゃんを助けられるの、シリル兄様だけ」

			　そうか、二人ともずっと一緒だったユキノが一人だけ危険なことをするのが不安で仕方がないんだ。

			「大丈夫、ユキノだけじゃなくてイラクサの皆は俺が守る。さっきも言ったけど誰も死なせないよ」

			　その言葉を聞いて二人は顔を見合わせて頷(うなず)きあう。

			「シリル兄様。約束してください。ちゃんとユキノを守るって」

			「約束を守ってくれて、ユキノちゃんと二人一緒に帰ってきたら、クロたちの一番大事なものあげるの」

			　二人がそれぞれに俺の手を両手で握る。その手は震えていた。

			「うん、約束する。ユキノは俺が守るよ。それにね。俺だってユキノのことは、可愛(かわい)い妹で守りたいと思ってる。だから、ケミンとクロネから大事なものをもらう必要はないよ」

			　そう言った俺の言葉を聞いて、二人はぶんぶんと首を振った。

			「駄目なの。約束が軽くなっちゃうの。だから、ちゃんとクロはクロの大事なものを差し出すの」

			「私もです。シリル兄様」

			　絶対に譲らない、とその目が言っていた。ここまで言われれば、断るほうが失礼だろう。

			「わかった。ちゃんとユキノを守るから、帰ってきたら二人の一番大事なものを受け取るよ」

			「ありがとうございます。シリル兄様」

			「クロ、シリル兄様、大好き」

			　やっと安心したのか、表情が柔らかくなった二人がいつものように抱き着いてきた。

			　それにしても彼女たちの大事なものとは一体なんだろうか……

			　そんなことを考えながらルシエが待つ家に戻る。

			　ある意味、家に帰ってからが俺の戦いだ。

			　俺は気合を入れ、試行錯誤の果てに満足出来る品質で仕上がった指輪を三つ、ポケットで転がした。

		

	
		
			第11話　イラクサ出陣

			　

			「遅くなりました。シリルくん、ルシエちゃん」

			　家に戻って二時間ほど経ってから、俺とルシエの家にクウが来た。

			「こんな日に呼び出して悪かった、クウ。火狐の皆と居たかっただろうに」

			「いえ、火狐の皆にも、シリルくんと過ごしたほうがいいって追い出されちゃいました。私もシリルくんと一緒に居たかったですし」

			　俺はクウと見つめ合う。すると、ごほんっと咳払いの音が聞こえた。

			「ルシエちゃん、ごめんなさい。その、悪気があったわけじゃないんです。ただ、ちょっと」

			　正妻に対する引け目か、クウが小さくなってルシエに謝る。

			「いいよ。クウちゃんもシリルのお嫁さん候補だし、私に気を遣う必要はないの。むしろ、今のは私が大人げなかった。ごめん」

			　きっとルシエの咳払いは、ほとんど無意識だったのだろう。

			　俺もルシエが俺の前で他の男といちゃつきはじめたら、無意識のうちに腰にあるナイフで男の喉元に突きをいれかねない。

			　二人同時に愛することを許してくれたルシエとクウには感謝しないと。

			「明日から出陣だから、今日は三人だけでゆっくり過ごしたかったんだ。まずは、二人にプレゼント。この袋に服が入っているから、これに着替えてきて。その間に夕食の仕上げを済ませてしまうから」

			　丁寧に包装された服を二人に手渡す。

			　商業都市エリンで、俺のポケットマネーで購入したセミオーダーメードの高級服だ。

			　二人が輝く最高のコーディネートをしてもらっている。

			「シリル、この服」

			「こんなの、いつの間に用意したんですか!?」

			　さっそく包装を開けた二人。その服の仕立ての良さに驚きの声をあげていた。

			「そんなことはいいから、早く着替えてきて」

			　可愛(かわい)い服に身惚れながらも、疑問を浮かべる二人の背中を押して無理やり部屋から追い出す。

			　服を見て、二人が着ている姿を思い浮かべるだけで幸せになれた。実物を見ればもっと幸せになれるだろう。楽しみで仕方がない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　料理が終わった頃、二人が戻ってきた。

			　さっきから扉のほうに隠れて顔だけ出してこちらをうかがっている。

			「二人とも早く来てよ。料理が冷めちゃう」

			「うう、でもこんな可愛(かわい)い服はじめてだから恥ずかしいよ」

			「私もです。ちょっと服が綺(き)麗(れい)すぎて着こなせている自信がなくて」

			　自信がなさそうに弱音を吐く二人。おしゃれをする機会なんて祭りの衣装を着るぐらいしか今までなかったせいだろう。

			「ルシエもクウも最高に可愛(かわい)いから、心配いらないよ。ほら、今日はいつもより頑張ってご馳走を作ったんだ。美味(おい)しいうちに食べてほしいな」

			　俺の言葉でようやく踏ん切りがついた二人が、顔を若(じやつ)干(かん)赤くしながら出てきた。

			　もじもじと両足を合わせて体の前で手を擦り合わせている。

			「二人ともすごく似合ってる。ルシエは清楚で可(か)憐(れん)。まるで妖精みたいだ」

			　ルシエは白を基調としたフリルのついたお嬢様風のワンピース。全体的に明るく可愛(かわい)らしいイメージでルシエの可(か)憐(れん)さがより引き立てられている。

			「クウのは綺(き)麗(れい)で色っぽくて、どきりとするよ」

			　クウの服は黒を基調に体のラインが強調されたドレス。一言で言えばエロい。クウのシャープな魅(み)力(りよく)を強調している。
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			　俺の言葉を聞いて二人が安(あん)堵(ど)の息を漏らして笑みを浮かべた。そして嬉しそうにその場で回ったり、お互いに褒(ほ)め合ったりする。

			　女の子が喜ぶのはおしゃれと甘いもの。それはいつの時代も変わらない。

			「さあ、座って。今日は二人の大好物を用意したんだ」

			　俺はそう言って料理を次々と出していく。普段では考えられないご馳走だ。

			「もしかして、シカのレバーのお刺身？　久しぶり！　すっごく好きなんだ。嬉しい！」

			「この前ルシエがすごく喜んでいたから、用意したんだ」

			　そのためにわざわざ今日の早朝から抜け出してシカを狩ってきた。

			　俺の知る限り、ルシエがもっとも美味(おい)しそうに食べた料理がこれだった。

			　前回と違って調理器具と材料が揃っているので、ひと手間加えることが出来た。表面を炙って特製ソースをかけたのだ。商業都市エリンに行ったときに個人用に買ったハーブをふんだんに使った特製ソースだ。

			「イノシシのシチューじゃないですか！　私、この優しい味が大好きなんです」

			　クウが耳をピンと立てる。クウはイノシシで出(だ)汁(し)を取ったスープが好きだ。どうも、はじめてエルシエに来たときに出されたスープの味が忘れられないらしい。

			　今回はしっかりとイノシシの骨とスネ肉、それに干しキノコを煮込んで作った出(だ)汁(し)をベースに小麦とヤギ乳を使ってクリームシチューを作っている。我ながらいい出来だ。

			　他にも焼き立てのパンや、イノシシのステーキ、それにデザートに砂糖とヤギ乳で作ったホイップクリームをたっぷり乗せたパンケーキを用意してある。

			「シリル、どうしたの？　こんなご馳走一度に出したの、初めてだよね」

			「はい、私もびっくりしてます。火狐の村に居た頃でもこんなの見たことないです」

			　二人は大好物を含めた豪華な料理に見入っていた。

			　涎(よだれ)を垂らしそうになるのを必死に我慢しているみたいだ。

			「それは夕食の後に説明するよ。ほらグラスをだして」

			　二人の目の前には、透明度が高く美しいグラス。それが机の上に用意されたキャンドルによって照らされ、気品が産まれる。

			「すっごく不思議な気分、まるで自分の家じゃないみたい」

			「今日は私、驚いてばかりです」

			　戸(と)惑(まど)う二人のグラスにエルシエワインを注ぐ。俺のグラスにはルシエが注いでくれた。

			「三人の幸せを祈って、乾杯」

			「乾杯」

			　グラスのぶつかる音が響く。

			　それから、ルシエとクウは突然のご馳走に戸(と)惑(まど)いつつも食事を開始した。だが次第に料理に夢中になり、途中から我を忘れて食べ始めた。それだけの魅(み)力(りよく)がこの料理にはある。

			　エルシエワインも料理によく合い、二人の食欲をよりかき立てる。

			　気がつけばたっぷり用意したご馳走は、デザートを含めてなくなっていた。

			「ルシエ、口にクリームがついているよ」

			　俺はルシエの口元についたクリームを指で掬(すく)って口に入れる。

			　甘い。カスタードの濃厚な甘さも好きだけど、ふんわりしたホイップクリームの軽やかさもいい。

			　いつも、挨(あい)拶(さつ)代りにキスをしているはずなのに、こんな些(さ)細(さい)なことでルシエは顔を赤くする。いつまで経ってもルシエは不意打ちに弱い。

			「シリルくん」

			　クウが声をかけてきた。わざとらしく口元にクリームがついている。

			　俺は笑いをこらえて、身を乗り出し指ではなく直接舌でクリームを舐(な)めとる。悪戯(いたずら)をしかけてきたクウに対するお仕置きだ。

			「なっ、なっ、想定外すぎます」

			　案の定、クウが驚きながら顔を真っ赤に染めた。

			　ついに俺はこらえきれずに笑い出した。

			「今日のシリル。いつもより楽しそう。本当にこのご馳走は何だったの？」

			「もしかして、最後の食卓になるかもしれないから贅(ぜい)沢(たく)をしたってことですか？」

			　二人の問いに対して、俺はゆっくりと首を振った。

			「違うよ。そんな後ろ向きな理由でご馳走なんて振るまわない。今日は三人の記念日なんだ」

			　そう言うと、今度は二人が首を傾げた。

			「シリル、何の記念日？　わからないよ」

			「私もです。全然想像がつきません」

			　無理もない。なにせ俺は一言も話していないのだから。

			「二人とも左手を出して」

			　首を傾げたままルシエとクウが左手を差し出す。

			　俺は二人の左手の薬指に、一カラットのダイヤモンドがついた銀の指輪をはめ、同じものを自分の指にもつけた。

			「すごく、きれい」

			　ルシエが熱い吐息を漏らす。

			「はう、こんな綺(き)麗(れい)な石、見たことないです」

			　クウも同じだ。まるで魂(たましい)が奪われたように目が指輪に釘付けになっていた。

			「今日はね、俺たちの婚約記念日だよ。さっきの料理と酒はそのお祝い。この指輪が婚約の証(あかし)。人間の街だと結婚を約束した相手に指輪を贈る風習があるみたいだから、それにならったんだ。薬指に指輪をはめている女性は将来を約束した男が居るってアピールになって他の男は手を出せないから害虫避けに……ごほん、まあそんな意味があるんだよ」

			　満足いく出来のものが作れるまで本当に苦労した。ダイヤは所詮炭素の塊(かたまり)なのでドワーフのクイーロであれば魔術で生成することは容易(たやす)い。だが、独特の美しい多面体カット。いわゆるダイヤモンドカットをいれることが非常に難しかった。

			　三か月間、何度も試行錯誤を繰り返し、ようやく満足のいくものが作れた。ダイヤのカットだけでなく、ダイヤをより美しく見せるための銀の装飾にもかなり力を入れてある。

			　そして、もっと大きなダイヤを用意できたのに一カラットにしたのは、指輪にした際にもっとも美しいサイズだと俺が信じているからだ。それ以上大きくなると、どうしてもどこか下品に見えてしまう。

			　舞台は整った。なら最後は真っ直ぐに気持ちを伝えるだけだ。

			「ルシエ、クウ。この戦いが終わったら結婚しよう」

			　俺の言葉を聞いた途端、ルシエが真顔になって目からポタポタと涙をこぼし、それから口を開いた。

			「シリル、嬉しい。うん、結婚しよう。すごく嬉しい。おかしいな。嬉しいのに涙が止まらない」

			　涙を服の裾で拭(ぬぐ)って、顔をくしゃくしゃにしながらルシエは笑った。本当に喜んでくれている。

			「私も、嬉しいです。すっごく嬉しいですけど、私も一緒で本当にいいんですか？」

			　クウは胸元に指輪をつけた左手を引き寄せ右手で覆(おお)っている。まるで、絶対に指輪を奪われないようにしているみたいだ。

			「もちろん。クウのことも大好きだから。結婚するときは三人で一緒にって決めていたんだ」

			「そんな、嘘じゃないですよね？　私は二番目だから、ただの愛人で、ちゃんとした結婚なんて、絶対にしてくれないって思ってたんです。本当に、本当に、いいんですか？」

			「俺はクウが欲しい。でも、無理強いはしないさ。クウが嫌ならすごく悲しいけど、諦める」

			　クウはこれ以上ないぐらいに大きく何度も首を振った。

			　そして、ルシエと同じように泣き出した。

			「嬉しいです。私もシリルくんのこと大好きだから。だけど、ルシエちゃん、いいんですか？」

			　不安を隠しきれずに弱弱しい声でクウがルシエに問いかける。

			「いいよ。シリルが好きになっちゃったんだもん。それにクウちゃんだから。他の女の子だったら、もっと怒ってたかも」

			「ルシエちゃんごめん。ううん、ありがとう」

			　俺にとって二人が仲良くしてくれること、それが何よりの喜びだ。

			「ルシエ、クウのことを許してくれてありがとう。クウ、二番目だなんて不誠実なことを言っている俺を愛してくれてありがとう。俺は二人とずっと一緒にいれて、本当に幸せだ」

			　二人は俺の目をしばらくじっと見て、それから頬を緩(ゆる)めた。

			　キスをしたい。確認の言葉はいらない。二人の目が、雰囲気が、俺を受け入れてくれていた。だから、二人を抱き寄せてキスをした。

			　その夜は俺の発案で、三人一緒に同じ布団で過ごした。いい夜だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝。エルシエの正門にイラクサの二〇名、そしてクウとユキノが集まっていた。

			　全員防寒着を着込んだうえで、食料と水、下着の替えを入れたリュックを背負っている。

			　リュックのほうは、ヒップベルトをつけて負荷がかかるポイントを分散してある。些(さ)細(さい)なことだが、長時間の活動になると全然違ってくる。

			「さあ、みんな行こうか。心残りはないな」

			　イラクサの面々は無言で頷(うなず)く。いい緊張感と言いたいが、少し硬すぎだ。

			「よし、出発だ。帝国の連中を軽く叩きのめして、さっさと帰って来よう。こんな面倒な仕事はさっさと終わらせるに限る」

			　俺の軽口を聞いて皆の表情が柔らかくなる。

			　さっきよりいい表情だ。

			「では、イラクサの初陣だ。遅れるなよ」

			　俺はそう叫ぶと同時に駆け出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺の後ろに綺(き)麗(れい)な二列でクウとユキノを含めたイラクサの面々が並ぶ。

			　先頭の俺が【風避け】を発動し空気抵抗をほぼゼロにする。その効果は後列に居るイラクサの面々にまで及んでいた。

			　普通の魔力量であれば、【風避け】と【身体強化】を同時に使えばそう長くは持たない。

			　だが、魔力を数百人分もつ俺が全員分の【風避け】を肩代わりすることで後続は【身体強化】だけで済むし、火狐の二人は【身体強化】すら使わずに自前の足だけで十分スピードが出る。

			「少しペースをあげる」

			　風の抵抗がなくなるのは移動する上でかなりの強みになる。

			　例えば時速四〇キロのスピードを出した際には、運動エネルギーの約半分は空気抵抗に抗(あらが)うために消えていく。それほどに空気抵抗の与える影響は大きい。逆に言えば風の抵抗さえなければ、半分の運動エネルギーで同じ速度を出せる。

			【風避け】の影響範囲内であれば、【身体強化】を最低限にし力を抜き燃費重視で走っても時速四〇キロほどのペースでイラクサは移動できる。

			　もちろん、【身体強化】を使えば魔力はもとより、筋肉のほうも無理に動かされるため悲鳴を上げ始める。強化幅を落としても三～四時間後にはズタボロになってまともに動けなくなってしまう。だが、それも問題ない。

			「よし、ここで一時間の休憩だ」

			　三時間ほど走った後に、足を止め開けた場所で休憩を取る。みんなが座り込み、水分と特製クッキーで補給をするなか、俺は一人一人の背中に手を当て【自己治(ち)癒(ゆ)能力強化】の魔術を使用し、痛んだ筋肉を急速に回復させる。

			　一時間の間に全員分の筋肉を補修し、自身の水分・カロリー補給を済ませる。

			　筋肉が痛んだなら治してしまえばいい。俺ならそれができる。

			「休憩は終わりだ。そろそろ出発しよう」

			　俺の声に誰も嫌そうな顔をしない。魔力の消(しよう)耗(もう)以外は癒(いや)されているおかげだ。

			　魔力が切れない限り、イラクサは高速移動が可能だ。この一連の流れが俺たちの進軍速度を支える。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　イラクサの面々は燃費重視の【身体強化】であれば三時間、二セットまでなら対応できる。つまり、俺がいれば一日で二四〇キロを走破するとんでもない進軍速度を持っている。

			　日が暮れる前に合計二〇〇キロもの進軍をこなし、帝国の都市と補給基地の間にある小屋にたどり着いた。ここから帝国まではおよそ二〇キロというところだ。

			　近くの街道の状態を見るに大軍が通った形跡はない。まだ帝国はここまでたどり着いていない証(しよう)拠(こ)だ。

			　ここをいれて帝国の補給基地までの間に三つ、特製高カロリークッキーと矢を大量に保存し、井戸を掘った小屋を用意してある。この人数であれば小屋にある物資だけで二か月は生き延びられる。

			　おかげで気軽にこの小屋で待ち伏せができる。食料の他には俺が作った望遠鏡も用意してある。

			　この小屋は決して見つからないように街道から八〇〇メートル離れた深い森の中に建築されているが、それでも、一キロ先まで見ることが出来る望遠鏡なら、小屋の近くから街道の監視が出来るのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　小屋にたどり着いてから、イラクサの面々に交代で街道を監視させる。その間は保存食の消費を避けるために主に森で獲物を獲り、それなりに楽しむ余裕すらあった。

			　そして、小屋にたどり着いてから三日後のことだ。

			「長、ついに帝国兵が来たぜ」

			　監視をしていたロレウが帝国兵を捉(とら)えた。

			　ようやくか、待ちくたびれた。

			「みんな戦闘開始だ。勝つぞ！　エルシエで待つ友のために」

			「「「おう」」」

			　勢いよく俺たちは小屋から出る。

			　そうして四五〇〇対二三の戦争が始まった。

		

	
		
			第12話　地獄の入り口

			　

			　俺たちは本隊と分隊にわかれる。

			　イラクサのメンバーは四人一組が基本だ。俺は本隊の三組、ルシエを含めた一二人を率い、ロレウに分隊二組、八人を任せる。

			　そして、ユキノは俺たち、クウはロレウたちとともに行動する。

			　個人戦力は俺とクウが飛び抜けているので、必然的に分散させる必要がある。それを踏まえた編成だ。

			　よほどのことがない限り、最後の作戦、補給基地の襲(しゆう)撃(げき)までこの戦いの中で合流することはないだろう。

			「ロレウ、お前が分隊のリーダーだ。そっちのすべてを任せる」

			「おうよ。長、任せておけ！」

			　訓練の中で気がついたのだが、ロレウにはリーダーの素質があり、人をまとめるのがうまい。

			　難しい判断が必要な状況になると心許ないが、することが決まっているのであれば、きっちりと仕事をこなしてくれる。

			「作戦はわかっているな」

			「やつらの後方に陣取って、合流しようとする奴らも離れて帝国に向かう奴らも、馬を最優先で攻撃、可能であれば人もだろ？」

			「そうだ。絶対に見逃すなよ」

			　俺たちの基本方針は足止めし奴らの兵糧が尽きるのを待つことだ。進軍がうまくいかなくなれば、連中は早馬をとばして帝国に助けを求める。

			　早馬であれば一日六〇キロは走れる。

			　馬はああ見えて体力がない。かつて伝説的な活躍をしたモンゴルの騎馬隊。馬の全てを知り尽くし、特別な馬を集め、馬の育成と騎馬に生(しよう)涯(がい)の全てをかけたあの部族でも一日、七〇キロ～一〇〇キロの移動が限界だった。帝国の馬と兵の質を見る限り、馬の移動距離は六〇キロで見積もっても問題ないだろう。

			　それでも俺たちにとっては脅威になりうる。帝国から五〇キロ離れた地点で助けを求めた場合、一日で帝国に連絡が届き、連絡が届いてから二日もあれば補給物資をたっぷり積んだ馬車が追いつきかねない。

			　それをさせないためにロレウたちには、情報を伝えに行く騎兵の排除、そして後方から合流しそうな馬車に攻撃を加えることを指示している。

			　馬を撃った後に人という優先順位なのは、馬のほうが大きく当たりやすい上に、最悪人に逃げられても時間がかなり稼(かせ)げるからだ。

			「だけどよ、長。本当に奴らに合流しそうな馬は確認せずに全部攻撃するのか？」

			　ロレウが表情を歪(ゆが)めつつそう言った。俺も苦々しい表情で口を開く。

			「ああ、全てだ」

			「でも、それだと関係ない連中だって」

			「このあたりで、エルシエ方面に馬車を出すような村はほとんどないし、それにこの時期だ。ほぼ間違いなく帝国絡みだよ」

			「ほぼだろ？　もしかしたら」

			「それでも、やれ」

			　迷ってはいけない。迷いは隙を生む。

			「ロレウ、俺たちは数が少ない。奇襲でなければ確実に相手を仕留めることができない。その奇襲のチャンスを確認作業で潰すわけにはいかない。もし、お前が帝国の馬車でないと判断した馬車が、奴らの偽装だったらどうなる？　それにだ。もし帝国と関係ない馬車でも飢(う)えた帝国の連中と接触してみろ。根こそぎ物資を奪われて殺されるのがオチだ。結果は変わらない」

			「それは」

			　ロレウが言葉に詰まる。

			　その気持ちは痛いほどわかる。俺は罪のない人々を手にかけろと言っている。

			「絶対に負けるわけにはいかない。この戦いに負ければ、エルシエは終わりなんだ。俺たちの大事なものが全部奪われる。だから、鬼になってくれ。勝つことだけを考えてくれ。お願いだ」

			　俺は頭を下げた。

			　できれば、こんな汚い仕事はさせたくない。俺が引き受けたいと思う。だが、俺が本隊から離れるわけにはいかない。帝国の本隊に攻撃を加える以上、逐一奴らの動きに対応する必要がある。その指示ができるのは俺しかいない。

			「長、すまない。長だって嫌に決まってるよな、こんな作戦。それでもやれって言うのは必要だからだって考えりゃわかるのに……」

			　ロレウが頭を下げた俺に、頭を下げ返してきた。

			「いいんだ。ここで怒るおまえだから信用しているんだ。こういうことは最後にしたい。だから勝とう」

			「そうだな。勝つ」

			　ロレウの目が覚悟を決めたそれになった。頼もしいかぎりだ。

			　そして、ロレウと入れ替わるようにクウが俺の隣にやってきた。

			「では、シリルくん。行ってきます」

			「クウ、何かあったときはおまえが頼りだ」

			「ええ、ロレウさんのサポートは任せてください」

			　クウの役目は火の魔術を使用したイラクサ隊員のサポート及び、イレギュラーが発生したときに、武力でもって戦況をかえることだ。まともな戦闘になることはないと予想している。だが、万が一はいつでも起こりうる。そういった事態が発生したときに先頭で戦ってもらう。

			「クウとは一緒に居たかったけど、ごめん」

			　俺は周りに聞こえないように声を絞ってそう言った。

			「それでいいんです。感情に流されず、ちゃんと正解を選べる。そんなシリルくんが好きで、私の目標ですから」

			　俺はその言葉に微笑(ほほえ)みで返す。抱きしめたいが、ここでは皆の目がある。

			「健闘を祈っているよ」

			「私もシリルくんの無事を祈っています。私の大事な友達と、妹をお願いします」

			「任せておけ。俺が二人を守る」

			「安心しました。では、また笑顔で会いましょう」

			　そうして分隊との別れをすませた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　木々の間を駆け抜ける。

			　そして、街道の脇にある森の木々に隠れつつ、やつらの先頭に追い付く。

			【知覚拡張】でとらえた情報を魔術で一時的に強化した脳で処理して、数のカウント、詳細の把握を行う。今回の敵の数は四五五二名。

			　補給基地の物資量から予想した人数と大きなずれはないようだ。それにしてもよくこれだけの兵を出したものだ。二五〇人の村に差し向ける人数ではない。

			「それにしても、ちぐはぐだな。まともなのは三千ほどか」

			　帝国の部隊に統一性がない。

			　メインになっているのは帝国の正規兵たち。これが一五〇〇人ほど。正規兵たちは一部を除いて足並みが揃っている。足並みを乱しているのはみな貴族たちで、馬車に乗って優雅な旅をしているようだ。

			　そして、次に徴兵慣れした農民たちが千人程度、貧相な恰好や歩き方でだいたいわかる。一応の訓練も受けているようだ。確かな実力が窺える。

			　さらには、荒々しく精悍だが、どこか粗野な男たちが五〇〇人。それぞれ帝国とは趣の違う装備をしているし、彼らの視線の先が帝国兵ではなく大柄な髭面の男に向いていることから、大規模な傭兵団であることが窺える。それでもきちんと統制は取れており、練度が高い。

			　ここまでが、まともな部類だ。

			「残りの一五〇〇は論外だな」

			　残りの一五〇〇人は、明らかに旅慣れていない農民や、いくつもの小規模な傭兵団、盗賊まがいの連中までごった煮になっている。

			　一応帝国兵たちの指示には従っているが、一人一人が気にしているのは自分達の小さな代表。

			　つまるところ、一つの軍の中にいくつもの頭が存在している状況だ。

			　数を増やすために相当無茶をしたのだろう。

			「付け込みやすいな」

			　気持ちが一つでない軍隊ほど脆いものは存在しない。少しつつけば、軍隊全体ではなく、自分達の仲間のために動く連中が出て来る。

			「みんな！　聞いてくれ。身なりのよさそうな人間は狙うな！　先頭を歩く小汚い連中を狙え！」

			　小奇麗な連中は帝国の正規兵だ。そこは後回し。

			　寄せ集め故の脆さを利用したい。非正規の兵士に「正規兵は俺たちを盾にしている」「正規兵は俺たちを簡単に見捨てる」そんな感情を蓄積させていくのだ。そうすれば不満が爆発する。うまくすれば、帝国の本隊から食料を奪うというおまけつきで離脱してくれるだろう。

			「シリル、わかったよ。訓練のときと射撃する条件は一緒だよね？」

			「その通り。狙(そ)撃(げき)する際には常に【知覚拡張】を使用。基本は二〇〇メートル先から木々に隠れて狙(そ)撃(げき)、敵との距離が一五〇メートルを切ったら後退。それを繰り返して、【知覚拡張】の維持が辛くなってきたら撤退する。あと、遮(しや)蔽(へい)物がないところでは狙(そ)撃(げき)は行わないこと」

			　それが今回の戦術だ。徹底的にリスクを避けて、相手の戦力を削ぐ。

			「みんな、準備はいいな！」

			「おう！」

			　イラクサの面々がクロスボウを構える。

			　雪が解けたばかりなので、まだ気温は一桁台前半と寒い。手がかじかみ感覚が鈍い。射撃の精度に若(じやつ)干(かん)の支障が出る。

			　しかし、あたりの空気が暖かくなった。

			「みんな、頑張れ！」

			「ありがとう、ユキノ。この調子で頼むよ」

			「うん、任せて。弓は使えないけど手伝うことはできる」

			　ユキノが周りの空気を暖めてくれた。俺はその暖めた空気を逃がさないように魔術を展開する。手の感覚が戻ってきた。

			　クウとユキノを連れてきたのは、最終局面で補給基地の食料保管庫を魔石で爆破するためだが、こういったことでも役に立つ。

			　決して居場所が見つからないようにしないといけない俺たちは、火を起こせない。

			　気温が一桁で長期の野戦、まともに行えばかなり辛い。寒さは体力と心の余裕を奪う。だがユキノが居れば、火を起こさなくても周囲を暖めることができるし、温かい飲み物を飲むこともできる。その恩恵は非常に大きい。

			「これより、各自の判断で射撃。さあ、開戦だ」

			　俺の言葉でイラクサの面々がいっせいに射撃を開始した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　放たれた矢は当然のように、先頭を歩く兵たちを次々に貫(つらぬ)いていく。

			　俺の作った毒矢は、殺(さつ)傷(しよう)力(りよく)はないが、刺されたものは即効性の神経系の毒で全身に激痛が走る。そして、それが一週間は続く。あたりにこの世のものとは思えない悲鳴が響き渡る。

			「痛え、痛えよぅ」

			「ぎゃああああああああああああああ」

			「誰か、早く抜いてぇぇぇぇ」

			　俺たちは、その悲鳴を無視して次の矢の準備をする。

			　無事な兵も悲鳴をあげる兵たちにあっけにとられて、こちらにまだ気づいていない。

			　二射目、三射目と放ち、次々と犠(ぎ)牲(せい)者を増やしていく。

			　帝国の兵たちの足が止まる。そして、きょろきょろとあたりを見渡すが、木々に隠れている俺たちを見つけることはできない。

			　五射目を放ったあたりで、ようやく帝国兵が俺たちの居る方角に気付き、そちらに兵を差し向けてきた。

			「あそこだ。あそこに奴らが隠れているぞ！　追い詰めろ！」

			「なんでこんなところにエルフが!?　戦いは奴らの村についてからじゃなかったのかよ」

			「卑(ひ)怯(きよう)な奴らめ、皆殺しにしてやる！」

			　奴らが近づくまでにもう二射放ち、俺たちは速やかに森の奥に撤退した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ファーストアタックで、五〇人をお荷物に出来たか」

			　イラクサの面々の正確な射撃を完全な不意打ちで行ったおかげで、たった一度の襲(しゆう)撃(げき)、しかも十分足らずで、五〇人ほどを戦闘不能にした。

			　負傷者が全体の三割を超えれば事実上の壊(かい)滅(めつ)ということを考えれば、あと三〇回ほど同じように襲(しゆう)撃(げき)すれば勝てるが、なんらかの対策をされ、そううまく行くことはないだろう。

			　だが、その対策のために足を止めてくれることが目的なので、まったく構わない。

			「帝国の連中はのろいな」

			「そうだね。待っていてあげないと、追いついてくれないよ」

			　帝国兵たちは森を歩きなれていないせいか、移動速度がひどく遅い。

			【知覚拡張】で動きを捉(とら)えているが、泥に足を取られたりして見ていられない。

			　狙(そ)撃(げき)の際のルールでは、一五〇メートルを基準にしているが、森の中ではそれが変わり、一〇〇メートル内の敵の数が一〇人以下なら各個撃破をするというものになる。

			「シリル、私たちを囲もうと迂(う)回(かい)している連中が居るよ」

			「そっちから先に叩くか」

			　山狩り気分なのだろう。帝国兵は木々に隠れて迂(う)回(かい)した連中と、直線で進む連中で挟み撃ちにするつもりらしい。猿知恵だ。こちらからは動きが全て見えているというのに。

			　俺たちは迂(う)回(かい)して後方に回った連中のさらに後ろに先回りする。

			　気配を消して、帝国兵の二〇メートルほど背後からクロスボウを撃った。まさか自分たちが後ろから撃たれるとは夢にも思っていなかったのだろう。ひどい間抜け面を兵たちが晒(さら)す。さすがに木々が密集しているので長距離狙(そ)撃(げき)はできずに、クロスボウの利点を一つ失っているが、背後をつけば安全かつ容易(たやす)く仕留められる。

			　悲鳴が響き渡り、それを聞いた敵が向かってくるが、挟み撃ちをするつもりの敵の後方から強襲したので、こちらに来るまでにかなり時間がかかる。【知覚拡張】の有効範囲内に新たな敵が入ってくるまでの間に、後方部隊に一人残らず毒矢を食らわせることが出来た。

			【知覚拡張】でやつらの進行方向まで掴(つか)めるので、障害物が多い森は絶好の狩場だ。

			　移動力、索敵能力、そのどちらでも圧倒的に勝っている以上、エルフの俺たちが森で負けるわけがない。

			「森を抜けて街道の反対側に回る。油断するなよ」

			「はい！」

			「まさか、そんなことしたら長に殺される」

			　イラクサの面々は戦闘がうまくいっていることで士気が上がっている。いい傾向だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちは森を抜け街道を渡り、反対側の森へと入る。

			　そして木々に隠れながら帝国の本隊に近づき、再び二〇〇メートル離れた絶好の狙(そ)撃(げき)ポジションにつく。

			　帝国側は迂(う)回(かい)しようとした連中が撃破されたことで、さらに兵を増やして、もう俺たちがいない側の森を必死に探しているようだ。

			　街道に残っている兵たちも、俺たちが最初に居た方向に警戒を向けている。

			　ここまで思い通りに動いてくれると気持ちがいい。

			「放て！」

			　イラクサの面々の放った矢が再び街道に居た兵たちを貫(つらぬ)いた。

			　まさか反対側から狙(そ)撃(げき)されるとは思わなかったのか、帝国兵たちは驚愕に目を見開いてわなわなと震えていた。

			　そこからはさきほどのリプレイ。思う存分撃ちまくり、兵を差し向けられ、危険な距離まで近づかれたら森に逃げる。

			　そして、森の中では背後をつき各個撃破。その日は危なげなく帝国側にダメージを与えることが出来た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あたりが暗くなってくる。

			　そうなってくると、森で必死に俺たちを捜(そう)索(さく)していた兵たちも引き上げていく。……負傷した仲間たちを抱えて。

			　俺は望遠鏡を使って一キロほど先から帝国兵の様子をうかがっていた。俺たちは遠く離れたところで休憩をしている。帝国はまったく見当違いな位置を血眼になって探していた。

			　山狩りに行った仲間の兵たちの合流を待っていたせいで、帝国の連中は俺たちが襲(しゆう)撃(げき)してからほとんど進軍が出来ていない。

			　この状況で奴らは夜営の準備を始めていた。いつ、どこから降ってくるのか分からない矢に怯(おび)えながら。

			　それでも立場の高い連中に、あまり悲(ひ)壮(そう)感はないようだ。将校たちは狙(そ)撃(げき)の対策を考えている。

			　違和感と言えばあまり火を焚(た)いていないことだ。もしかしたら暗闇の中では俺たちも弓を撃てないとでも考えているのだろうか。狙(そ)撃(げき)を避けるために火を消す。一応理には適っている。

			　だが、それは悪手だ。俺たちだけが一方的に【知覚拡張】で見えている状況になる。

			　完全な暗闇があたりを支配した。見張りの兵を残してほとんどの兵たちが設置したテントに引き籠(こも)っている。

			　イラクサの面々を率いて昼よりも大胆に近づく。どうせ奴らにはこちらが見えない。

			　俺は手で合図を送る。

			　矢がいっせいに見張りの兵に突き刺さった。

			　凄まじい悲鳴。テントに引き籠(こも)っていた兵たちがわらわらと出て来る。

			　的が増えた。

			　兵たちは視界がほとんどないせいで対応が遅い。イラクサの面々は日頃のうっぷんを晴らすように矢を放ちまくる。

			　悲鳴が何重にも重なる。だが、それでも奴らは火をつけない。俺たちが視界を確保すればよりひどい状況になるとでも思っているのだろうか。

			　結局、多数の犠(ぎ)牲(せい)者が出てから、ようやく奴らは火を灯しはじめた。

			　それを見て俺たちは撤退する。

			「これから先、おまえたちに安息の時間はない」

			　進軍する際には左右から来る矢に怯(おび)え、夜のとばりもけして自分達を守ってくれない。それどころかより危険になる。

			　二四時間、矢の恐怖に怯(おび)える。その精神的負担は計り知れない。

			「置き土産(みやげ)だ」

			　俺は撤退しながら、背負っていた普通の弓を取り出す。昼に帝国の連中から奪ったものだ。その先端には油がたっぷり入った瓶が括りつけられている。それにユキノが火を灯し、矢を放つ。

			　その矢は食料を積んであると思わしき馬車の荷台に突き刺さり、勢いよく燃えた。

			　さあ、ここからどんどん削って行こう。

			　まだ、一日目。奴らの地獄は始まったばかりだ。

		

	
		
			第13話　俺はどこで間違えた？　～ルルビッシュ視点～

			　

			　俺はどこで間違えた？

			　もう何度目になるかわからない自問自答をする。

			「本国に救援の依頼を出して四日だ。まだ補給隊は到着しないのか？」

			「はい、まだのようです」

			「伝令兵は戻って来たのか？」

			「……そちらもまだです」

			　俺は期待を込めずに問いかけたが、やはり精神的に来るものがある。

			　もともと補給基地まで五日を見込んでおり、食料は余裕を持って八日分持って来ていた。しかし、もう帝国を出て一週間が経ってしまっていた。それなのに、補給基地までの道のりはやっと半分を過ぎた程度。

			　このままでは補給基地にたどり着く前に飢(う)えで壊(かい)滅(めつ)する。

			　そうならないように、初めてエルフの襲(しゆう)撃(げき)があった日の翌日に救援を求める伝令を出した。問題が無ければ伝令は一日で帝国にたどり着き、二日で食料を積んだ馬車が追いつくはずだった。伝令兵には帝国に窮状を伝え次第、すぐに戻ってくるように命令してある。

			　それなのに戻ってこなかったということは、何かしらのトラブルがあったということだ。

			　卑(ひ)怯(きよう)者のエルフどもめ。これも全部あいつらの卑(ひ)劣(れつ)な襲(しゆう)撃(げき)のせいだ。

			「未開の蛮(ばん)族(ぞく)が！　戦争の礼儀も弁(わきま)えずに」

			「まったくです。ルルビッシュ男爵」

			　戦争とは美しいものだ。お互いの全力を出すためにあらかじめ日時と戦う場所を指定する。そして、きっちりとお互いの兵を並べて、代表が名乗りを上げ、合図を待って開始する。

			　日が落ちれば戦いは終わり、お互いの健闘を称えあってから、定められたルールに従い捕(ほ)虜(りよ)の交換、賠償金、保有する権利のやり取りをする。戦場だからこそルールが必要だ。そうでないと殺(さつ)戮(りく)になる。

			「だというのに、こそこそ隠れて不意打ちばかり」

			　先頭を歩く歩兵を見て、ため息をつく。

			　目にくまを浮かべ、敵などどこにも見えないのに怯(おび)えるようにせわしなく左右に首を振り、重い大盾に身を隠し小さくなる。覇気のかけらも感じられない。

			　もともとこの盾は奴らの弓への対策として用意した。あいつらの弓は金属の鎧(よろい)を貫(かん)通(つう)する恐ろしい弓だ。この盾も突き刺さりはするだろうが、半ばで矢が止まる。これをもって突撃すれば一瞬で奴らを壊(かい)滅(めつ)させられると目論んでいた。

			　作成に時間がかかり先行して輸送することができなかったせいで、こうして自分たちで輸送するはめになった。

			　はじめは運が良かったと思った。奴らの弓に対抗できると……。しかしその認識は甘かった。

			「遅い！　なんだ我が隊は？　亀か？」

			　歩兵たちは、夜も奴らの襲(しゆう)撃(げき)が頻繁に繰り返されてまともに眠れず、体力は落ち、行軍中は常に警戒で神経をすり減らし、重い盾を持って歩く。平時の半分もスピードが出ていない。

			　そして……

			「奴らが！　奴らが来たぞ！」

			「伏せろ、伏せろ！」

			「ぎゃああああ痛ええ。痛えええよ」

			　もはや、何度目かわからないエルフどもの襲(しゆう)撃(げき)。

			　相変わらず姿は見えない。信じられないほど遠くから、遮(しや)蔽(へい)物に身を隠して矢を撃ってくる。

			　はじめは兵たちも、すぐにでも奴らに報(ほう)復(ふく)しようと走って矢のほうに向かっていたが、今では地面に伏せて丸くなっているだけだ。

			　兵たちは諦めてしまっている。どうせ追いかけてもまた逃げられる。それどころか深追いすれば森で撃たれる。命令されなければ、エルフたちが消えるまでこうして震えて蹲(うずくま)っている。

			　そこに矢が降りそそぐ。何本かは大盾が防いだが、全員が盾をもっているわけじゃない。盾を持っているのは、矢を受ける可能性が高い隊列の外側にいる兵たちだけだ。

			　盾を持っていない連中の肩や太ももに矢が突き刺さっていき、その矢に塗られた毒で悲鳴を上げていく。なぜかエルフたちは兵を殺そうとしない。急所には当ててこないのだ。

			　……あの毒は痛みを永遠に与え続ける。この隊の誰もがその犠(ぎ)牲(せい)になった仲間を目の当たりにし、ああはなりたくないと恐れおののく、凶悪な毒だ。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)が与えられないのは、はじめは偶然だと思っていた。だが、冷静に考えてみるとそうではないと気付くことができた。

			「殺すよりも、そっちのほうが得ってか」

			　いっそ殺してほしい。負傷者は負担のかたまりだ。治療の負担、輸送の負担、兵糧の負担。それに絶えず響く悲鳴が、士気をどんどんと下げる。

			　何度も、負傷した兵を自分達で殺そうと思った。

			　だが状況が許してくれない。

			　派閥。そんなものがこの隊にはある。帝国に忠誠を誓った正規兵なら躊躇(ためら)わずに殺してしまい、負担を減らす。だが、負傷する兵はなぜか正規兵以外、手をだせばそいつらの派閥がまとめて敵にまわる。

			　ただでさえ、異常なまでに正規兵に犠(ぎ)牲(せい)が出ないせいで、それ以外の兵たちから自分たちを盾にして正規兵たちだけ助かっているという悪評が広まっている。殺せば、ただでさえ脆い信頼関係が崩れる。

			「追え！　やつらはあそこだ！」

			　しばらくしてから、ようやく小隊長たちがエルフの居る方向に向かうように指示を出した。

			　どうせ無駄だろう。そんな感情が声から伝わって来る。まるで足の速さが違うし、奴らは決して無理せずに逃げる。なぜか待ち伏せをしても気付かれる。

			　奴らを捕まえるどころか、姿を視界に収めた兵すらまだ居ない。

			　だが、こちらが追わない限り、いつまでも奴らは矢を撃ち続ける。いつのまにか、捕まえて殺すための命令が、追い払うための命令に変わっている。泣きたくなる。

			「被害の報告をだせ」

			　エルフを追った兵たちが見えなくなってから、副官に報告を催促した。

			「はい、今回の襲(しゆう)撃(げき)で死者はゼロ。負傷者は二五名です」

			「これで負傷者は何人になる」

			「二五二名。全体の五％程度ですね」

			「そうか。まだ基地にすらたどり着いていないのに、この様か」

			「それでも、盾を使うようになってから格段に被害が減りましたよ」

			　そこで違和感に気付く。

			「なんで、盾をもっている連中が外周を固めているのに、被害者が出るんだ？」

			「それは奴らが器用に盾をもった兵の後ろに居る兵を狙(そ)撃(げき)するからです」

			「なんで、そんなことが出来るのに被害が減るんだ？」

			「奴らの中に弓がうまい奴と、下手な奴がいるんじゃないですか？」

			　違う、そうじゃない。奴らはきっと、盾が有用だと思って欲しい。だからわざと盾に矢をぶつける。

			　そうか、これで確信した。犠(ぎ)牲(せい)者の数が多すぎて頭が回らなかったが、奴らの狙いは兵糧攻めだ。足を遅らせて補給基地にたどり着くまでに飢(う)え死にして欲しいのだろう。

			　重くて歩兵の動きを鈍らせる盾はぜひとも担いで歩いて欲しいはずだ。

			　どれだけ性格が悪いんだ。

			「全兵から盾を取り上げろ」

			「そんなこと出来るわけないじゃないですか！　今でも盾の取り合いになっているのに！」

			「……そうだな」

			　本来なら、何の役にも立たない盾。だが、兵たちの中では盾を持っていれば弓に撃たれないという、盾信仰なるものまで出来ていた。

			　実際、盾をもった兵は狙われていない。強いていえばわざと盾に奴らが命中させている。それを見て盾が命を救ってくれたと兵が思い込み、周りに吹聴している。

			　そんな自分の命を助けてくれる盾を今更になって取り上げれば、死に物狂いで抵抗される。

			　そもそも肩や太ももに器用に当てる連中だ。その気になれば盾を避けて矢を当てるぐらいできて当然なのだ。

			「副官、どうすればいいと思う？　距離が遠すぎて一方的に攻撃されるだけ、追えばすぐに逃げられて絶対に追いつけない。森に先遣隊を放って待ち伏せさせれば、待ち伏せした兵があっさり見つかって死角から攻撃される。奴らの寝込みを襲ってやろうとしても、生活痕は見つかるが絶えず動いていて拠点らしきものもない。大規模な山狩りに一日潰したが、奴らの影すら捕まえられなかった」

			　射程と機動力と索敵能力。その三つが圧倒的に劣(おと)っている以上、捕まえられるはずがない。完全に詰んでいる。

			「わかりません」

			「だろうな。だが、一つだけ正解があるんだ。もう少し考えてみろ」

			　生真面目な副官はしばらく考え込み、それからやはり、わかりませんと繰り返した。

			「正解を言うとだな。奴らが逃げられない状況で戦う。例えば奴らの村に侵攻するとかな。そうすりゃ逃げ回ることはできねえ」

			「ならば早く、奴らの村に進軍しましょう」

			「遠いな」

			　俺は目を手で覆(おお)った。

			　……やつらの村までは果てしなく遠い。まだ俺たちは折り返し地点の補給基地にもたどり着けていないのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　奴らを追い払った兵が、負傷者を抱えて戻ってきた。

			　もう、毎回のことなので怒る気にもならない。見通しが悪く動きづらい森は奴らのフィールドだ。そこに入り込めばこうなる。

			「ルルビッシュ男爵！　馬車が二台！　後方から」

			「補給が来たか！」

			　思わず声が大きくなる。食料は限界まで節約してあと三日だ。

			　明日までに補給が来なければ、馬の餌(えさ)が残り少ないこともあり、大事な相棒である馬を殺して肉にすることまで考えていた。

			　できれば、それは避けたい。馬は貴重だ。ましてや軍馬だ。一頭育てるのには、多大な年月と金がかかっている。

			「いえ、違います。おそらく商人のものかと」

			　俺は、その言葉を聞いて生唾を飲み込む。

			　一瞬の躊躇(ためら)い、そして……。

			「交渉しろ。食えるものは全部買え、もし拒(こば)むようなら襲って積み荷を奪え」

			　そう言った。

			　ここは帝国だ。そして治安を守るのが俺たちの役目。商人を襲うなんて許されることではない。……だが、そうしないと俺たちは全滅する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局、交渉にはならなかった。血の気の多い兵たちを向かわせると、商人は勝手に襲われると思い馬車を捨てて逃げたらしい。

			　ありがたく積み荷をいただいた。

			　中に積まれていたのは少量の食料と、大量の干し草と水。これだけあれば三日は馬達を食わせてやれる。

			「天よ。神に感謝します」

			　馬を殺さずに済むのは素直に嬉しい。

			　明日まで救援を待ち、駄目なら予定通り数頭は食料にするが、駄馬だけを選ぶ余裕が出来た。俺は滅多に祈らない神に商人が通りかかったことを感謝した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜営を設置する。

			　夜になったというのに異常なまでに明るい。

			　暗いと奴らが襲い掛かってくる。おかげで燃料の消費が激しい。燃料の現地調達にも限界がある。油も、燃えやすく乾いた木材も都合よくは手に入らない。

			　食料もない、水もない、燃料もない。なにもかもがない。

			　ここまで苦しい戦いは初めてだ。

			　兵たちはみな、顔が死んでいる。

			　仲間の悲鳴と弓の恐怖で、まともに眠れていない者が多い。食料も節約しだした。

			　夜に火を絶やさないようにして見張りを立てるのもかなりの負担だ。

			　奴らは火を焚(た)いている限り襲ってこない。逆に火を絶やせばすぐに襲い掛かってくる。まるで悪魔だ。どうすればここまで残(ざん)虐(ぎやく)なことができるのか、理解に苦しむ。

			　それでも俺たち上級将校と貴族様はまだましだ。馬車の中で眠れる。一般兵たちの布のテントと違い、眠っている間に矢で死ぬことはない。

			　しっかり眠ろう。眠らなければ明日を乗り切れない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　明け方。やけに外が騒がしくなったので飛び起きる。

			「何事だ！」

			　外に出ると、馬が悲鳴をあげながら暴れていた。

			　それも何頭も。兵たちが蹴(け)飛(と)ばされ踏みつけられていく。

			　馬はテントに突っ込んだり、馬車を蹴(け)飛(と)ばしたり、やりたい放題だ。

			　一匹、二匹ならいいが、ほぼ全ての馬が狂ったように暴れればまったく手が付けられなくなる。

			「なんなんだ！　これはいったいなんなんだ！」

			　そして、二時間後。目前には馬が暴れてぼろぼろになった夜営地と多数の負傷兵、おびただしい数の息絶えた馬の姿が広がっていた。

			「教えろ！　どうしてこんなことになった」

			　馬の世話を任せていた兵の胸倉をつかんで問いかける。

			　兵は顔を真っ青にして震えていた。

			「わからないんです。いつも通りきちんとマッサージをして、餌(えさ)をたっぷりやって、俺はちゃんと世話をしました」

			「なら、この状況はなんだ！　どんな些(さ)細(さい)なことでもいい。違和感はなかったのか!?」

			「……強いて言うなら、いつもよりもたくさん餌(えさ)を食っていたぐらいです」

			「……それだ」

			　あの馬車が、卑(ひ)劣(れつ)なエルフどもの罠(わな)だった。

			　積み荷の馬の餌(えさ)に毒が仕込まれていた。俺は何をしていたんだ？　こんなところにたまたま馬の餌(えさ)が満載の馬車なんてどう考えても通るはずがないだろう！

			　頭がおかしくなっている。

			「あの、ルルビッシュ男爵。死んだ馬、どうします？　肉にしますか？」

			「するわけないだろう！　毒死した馬だぞ!?」

			　最後の最後の非常食が奪われた。

			　きっと奴らは、このタイミングを狙っていた。今の位置はどの村からも遠く、一番近い村でも、補給基地の二〇キロ手前だ。

			　後戻りすらできない。馬の輸送力がないと困る。俺が馬を食料にすることも読んでいたから、毒殺という手段をとった。さらにいえば、今ならこんな猿しか飛びつかない罠(わな)でもかかってくれると思ったのだろう。

			「いい加減にしてくれ」

			　心の底から苦い声を出す。

			　そこに頭痛の種が増えた。

			「ルルビッシュ男爵！　これはどういうことだ。我が愛馬がどうして死んでいる？」

			「この馬が一頭いくらすると思っているんだ！」

			「我々の馬車をここから先誰が引くんだ！」

			　お偉い貴族の方々がわめき始める。今回の戦いの功績を得るためだけに観光気分でついてきた無能ども。自分達で馬車と食料を持ち込み優雅な旅をしていた連中だ。そして、皆俺よりも地位が上だ。本来、平謝りしなければならないだろう。だが……

			「黙れ！　ここから先は自分達で歩け！　荷物も担いでもらう。貴様らが持ってきた私物は全て没収する」

			　そう言うとお偉い貴族たちは顔を真っ赤にしたり真っ青にして怒鳴り散らす。

			　本国に戻れば俺は殺されるかもしれない。だが、ここで動かないと帰れずに死ぬ。

			「君、自分の立場がわかっているのかね！」

			「僕がパパに言えば君の首なんて」

			「黙れ豚ども！　俺が指揮官だ。これ以上喚(わめ)くとぶち殺すぞ！」

			　貴族どもがあまりにもうるさいので殴り飛ばした。

			　溜まっていた鬱(うつ)憤(ぷん)が少しだけ晴れて爽快だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから三日たった。

			　奴らの攻撃は絶え間なく続いている。食料は完全に尽きかけていた。節約してやりくりしても限界が来てしまった。

			　負傷した兵たちは全て自分たちで殺した。逆らった兵たちも殺した。中には食料を持ち逃げした連中も大勢いた。うまく逃げた奴も居れば見つかって殺された連中もいた。

			　数が減って食料事情がましになったが、もう兵たちはボロボロだった。連日の緊張、眠れない夜、味方殺しの悪夢。馬車が運んでくれていた荷物を全て背負うから肉体の負担も大きい。

			　心と体が壊れていく兵たちを何人も置き去りにしてきた。

			　燃料が底をつき、夜が暗くなってからは、より一層エルフの連中は好き放題暴れてくれる。それでも決して兵を殺そうとはしない。

			　偉いさんの貴族は真っ先に音をあげて壊れてくれた。良かった。これでエルフたちに殺されたことにできる。自分で殺す手間が省けた。

			　エルフたちは一人も殺していないのに気が付けば隊は二千人ほど減っていた。

			「救援は、伝令兵はまだか」

			「何度目ですか。どちらもまだです」

			　伝令は何度か飛ばしたが、救援が来るどころか、伝令の兵が戻ってくることすらない。

			　そもそも馬が全滅しているうえに、兵士のコンディションも最悪だ。帝国にたどり着けるかすら怪しい。

			　今目指しているのは補給基地から二〇キロほど離れた村だ。そこで食料を確保する。

			　一〇〇人程度しかいない小さな村に備蓄なんてない、自分たちが生きて行くだけで精一杯の村だ。二千人減ったとはいえ二五〇〇人もいる。十分な食料なんて手に入らないだろう。

			　だが、それでもここで補給できなければ死ぬ。俺たちはもうまる一日何も食べていない。

			「また、仲間が撃たれたのか」

			　矢に撃たれて悲鳴をあげる兵。後ろに居た兵たちは虚ろな顔でその兵を踏みつけて進軍する。もう、誰かを助ける余裕なんて俺たちにはなかった。

			　エルフを追いかける気力もない。ただひたすらエルフたちの気が済むまで撃たせてやった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ようやく村にたどり着いた。

			　二日何も食べていないし、水も昨日尽きた。もうボロボロだ。

			「これはこれは、帝国の兵士様ですね。今日は何用で？」

			　俺と副官が数人を連れて先行して村に入ったところ、村長と思わしき初老の男性が震えながら出迎えてくれた。残りの兵たちは飢(う)えた獣(けもの)の目をしながら村を取り囲んでいる。

			「我らは帝国のために遠征に出ている。貴様らには食料を差し出す義務がある」

			　もう、言葉を取り繕う余裕がない。欲望をダイレクトに伝える。

			「我々もぜひ、皆様に食料を差し上げたいのですが、何分雪解けの季節で備蓄がありません。この冬で餓(が)死(し)者も出ました。何卒ご容(よう)赦(しや)を」

			　必死に頭を下げ、許してくれと何度も懇(こん)願(がん)する。

			　なんという見下げ果てた男だろう。俺たちが命がけで帝国のため、ひいてはこの村のために戦っているというのに協力しないなんて。

			　まともな神経をしていれば、この村にある食料全てを笑顔でもってくるはずだ。

			「つまり、帝国の神聖なる戦いに協力しないと？」

			「協力はしたいです。ですが！　ないものは出せません！」

			「なるほど、食料がないのであれば仕方ない。ないのであれば」

			　村長は安(あん)堵(ど)の息を漏らす。俺は微笑(ほほえ)んでから、大股で歩き、村の倉にたどり着く。そして剣を振りかぶって扉を破壊。中に入り麻袋を持ち出す。

			「嘘つきめ！　食料があるじゃないか！」

			「それは、畑に今年蒔く種もみです！　食べるわけにはいきません。その種もみは村の未来なんです！　餓(が)死(し)者が出ても涙を堪えて取っておいた大事な！」

			　喚(わめ)く村長、俺はその目の前に立ち殴り飛ばす。

			「この嘘つきの反逆者め！　嘘つき！　嘘つき！　嘘つき！」

			「ひっ、許して、ゆる」

			　何度も、何度も村長を殴る。

			　動かなくなったが、気にせず殴り続ける。

			　すると、村の外を取り囲んでいた兵たちがいっせいに声をあげる。

			「「「「嘘つき！　嘘つき！　嘘つき！」」」」

			　村全体を包む怒号。

			「兵たちよ！　この村は帝国を騙(だま)し侮辱した反逆者の村だ！　帝国のために全ての資産を徴発する！　これは聖戦だ！」

			「「「「うおおおおおおお！」」」」

			　その言葉と同時に兵たちが村になだれ込む。そして倉や民家に群がり、食料を漁り、男を殺し、女を犯す。

			　今までずっと負け続けていた。ずっと燻(くすぶ)っていた不満が、弱者を見つけて爆発する。何でもいいから欲望を吐き出す先が欲しかった。

			　このちんけな百人程度の村なら、おそらく二日分の食料しかないだろう。

			　一日はここで英気を養い。もう一日分の食料があれば補給基地にたどり着く。そうすれば、たっぷりと物資があり俺たちは蘇(よみがえ)る。

			　そう、俺たちは卑(ひ)劣(れつ)なエルフたちに勝てる！

			「そうだ、勝てる。勝てる。俺たちはエルフの連中に勝つんだ。補給基地にたどり着けさえ、たどり着けさえすれば」

			　ずっと、支えになってきた俺たちの希望。そう、あと少し、あと少しでたどり着く。

			　そうすればもう、エルフたちなんて怖くない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日は最高だった。雑(ざ)魚(こ)寝(ね)にはなったがしっかりとした屋根のついた部屋で眠れた。女は数が少なかったからみんなでまわした。

			　歳をくっていようが、子供だろうが、女なら何でも良かった。

			　暖(だん)炉(ろ)なんてしゃれたものもあり、燃料が尽きてずっと震えながら眠るしかなかった俺たちに久しぶりの安眠を提供してくれた。

			　酒があったのもよかった。全員の分はなかったので、階級順に配った。もちろん、俺もたっぷり酒を飲んだ。

			　ちんけな村で食料はほとんどなかったが、なんとか一日過ごして、補給基地までの分も確保できた。

			　エルフの連中もおとなしく、久しぶりの清々しい一日だった。

			「いい目覚めだ」

			　しかし、なぜか嫌な予感がした。

			　そう、あの馬が全滅した日のことを思い出した。

			　あの日と同じように外に出る。

			　兵たちがみんな腹を抱えて、蹲(うずくま)ったり、下(げ)痢(り)を垂れ流したりしていた。

			「まさか!?　また毒か？」

			　ありえない。だって俺たちはこの村のものしか食っていない。住民たちは平然としていたじゃないか。それに、俺は無事だ。兵たちと何が違う。

			「おい、大丈夫か！」

			　蹲(うずくま)る兵の一人に聞く。

			「痛い、腹が、痛いよ」

			　脂(あぶら)汗(あせ)を流しながら腹が痛い、痛いと、蚊の鳴くような声で言う。

			　周りに兵たちが集まって来た。無事立っているのは、階級が高い者ばかり。昨日食べたもので、階級が高い連中と、低い連中の違いは……

			「水か！」

			　俺は急いで井戸に向かう。そして中を覗き込んでみる。

			　底に何かが沈んでいる。目を凝らしてみる。沈んでいたのは死体だった。おそらく、村を聖戦で手に入れたあとに誰かが投げ込んだのだろう。

			「あれを引き上げる。無事な奴は手伝え！」

			　兵たちの手を借りて死体を引き上げる。

			　すると……

			「おえええええ」

			　思わず吐いてしまった。

			　帝国兵の死体だった。死体は腐りはじめ皮膚がただれており、ぶつぶつと泡立っている。

			　一日、二日でこうはならない。いや、普通に腐らせてもこうはならないだろう。

			　誰かが死体を回収して死病を植え付けて繁(はん)殖(しよく)させ、数日寝かせて作った悪意の塊(かたまり)だ。

			　こんなものが井戸に沈んでいれば死体を養分に際限なく病の元が増え続ける。

			　背筋が寒くなる。思いつきでこんなものは準備できない。なら、俺たちが村を襲ってここで一晩明かすことを読んでいたことになる。ありえない。まるで本当の悪魔のようじゃないか。

			　その残(ざん)酷(こく)さも容(よう)赦(しや)のなさも計算高さも、すべて常軌を逸している。

			「無事な連中は！　無事な連中はどれほど居る！」

			　必死に確認する。

			　半数ほどがこの井戸の水をのみ瀕死の重体だ。逆に半数で済んだことを感謝しないといけない。放っておけば死に至る。

			　だが、どうする？　担ぐのか？　無理だ。そんなことをすれば一日でたどり着けない。第一、この病気は人にうつる可能性もある。

			　見殺しにするのも嫌だ。この状況でも残ってくれた根性のある連中だ。本物の戦士だ。捨てられない。

			「……一日分の食料を置いていく。補給基地に着いたら衛生兵をよこすように伝えるから我慢してくれ」

			　俺はそれで折り合いをつけた。

			　一刻も早く補給基地にたどり着かないといけない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　残った千二〇〇人で必死に歩く。

			　体力は回復した。食料も一日分ならある。

			　気が付けば兵士の数は三分の一以下になっていた。だが、ここまで耐えてくれた真の帝国兵なら勝てる。補給基地にさえたどり着けば。

			　補給基地は俺たちの希望だ。もう少し、あと少しなんだ。

			　おいてきた仲間も助けられる。

			　エルフたちも今日は一度も見ない。

			　もしかしたら、諦めたのかもしれない。

			　俺たちの強(きよう)靭(じん)な意志に屈したのだ！

			　俺たちはあの悪魔どもに打ち勝った！

			「おい、みんな見えるか！　補給基地だ。飯と寝床があるぞ！」

			　日が沈みはじめた頃、ようやく補給基地が見えてきた。本当に長かった。でも、ようやくたどり着いた。

			「うおおおおおお」

			「やった、やったぞ」

			「エルフどもめ、ざまあ見ろ！」

			　兵たちが抱き合い、涙を流す。ここまで本当に辛かった。

			「みんな、補給基地まで競争だ！」

			　もう隊列も、階級も関係ない。いっせいに笑みを浮かべて基地まで走る。

			　俺たちは最高だ！　やり遂げた！

			　そして、あと一〇〇メートル、そこまで近づいた瞬間、巨大な火柱が上がった。

			　天まで焦がすような巨大な火柱。

			　兵たちが首を傾げるなか、俺はその意味にいち早く気付いた。火柱があがったのは食料を保管している倉だ。

			「あああ」

			　膝から崩れ落ち、口をぽかんと開いて涙を流す。

			「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

			　燃える、俺たちの希望が燃えていく。そしてついに炎が消えた。全てを燃やし尽くして。

			　もう何度目になるかわからない自問自答を繰り返す。

			　俺はどこで間違えた？

		

	
		
			第14話　クウの輝き

			　

			　明け方、望遠鏡で補給基地に近い村にいる帝国の連中を監視していた。帝国兵は何人も毒で倒れており、被害の把握に忙しそうだ。

			　今居るのは、帝国の補給基地に一番近い俺たちの拠点だ。

			　いよいよ作戦の最終段階に入った。

			　村一つを見捨てた作戦も成功し、帝国の兵は残り千二〇〇まで減っている。

			　もともと、二千人まで削ればエルシエまで辿(たど)り着いても、犠(ぎ)牲(せい)を出しながら勝てると考えていたので、最低限の目標は達成したことになる。

			　奴らに使った毒は、かつての俺の知識を元に村で完成させ瓶詰にしたものだ。毒というより細菌兵器に近い性質を持つ。それを死体に植え付けて培養したものを井戸に沈めた。

			　空気感染はせずに経口感染でしか広まらない上に、十分な栄養がないと細菌は死滅するが、一度感染すればワクチンが無ければまず助からない。二日もすれば死んでしまうだろう。

			　これは【俺】によって封印されている五人の内の一人の知識が漏れ出た断片に過ぎない。

			　その断片だけでも、エルシエで作っている薬、毒矢、今日の細菌兵器等、様々な分野で役に立っている。

			　おそらく、封印されている俺は毒のスペシャリストだ。その気になれば国一つを滅ぼすだけの凶悪なものを作れてしまう。だからこそ【俺】が封印しているのだろう。

			「シリルくん！」

			　考え事をしているところにクウをはじめとした分隊が戻ってきた。

			　最終局面に入ったので、この拠点で合流するように指示を出していた。

			「みんな無事だったか。良かった」

			　俺は一人も欠けていない分隊のメンバーを見て安(あん)堵(ど)の息を漏らす。常に交代で監視する必要がある上に、殺すためにクロスボウを射る分隊は、ある意味本隊よりもつらい仕事だ。

			　それでも奴らが一度も補給を出来ていないことから、彼らが十全にその仕事をまっとうしてくれたことがわかった。

			「もちろんです。危なげなく任務を遂行しました。えっへん」

			　クウが胸を張ってドヤ顔をする。

			「いや、危なかっただろう」

			「そうね。最初は数人しか一度に来なかったけど、一度に百人ぐらい馬に乗って来たときは本当に撃ち漏らすかと思ったわ」

			　しかし、クウの後ろに居た分隊の皆が台無しにする。

			「百人が一度にか……よく防げたな」

			　襲(しゆう)撃(げき)を受ければ全力で生き残りの連中は馬を走らせるだろう。馬は平常時、時速一五キロ程度しか速度が出ないが、数キロでいいなら時速四〇キロは出せる。

			　それを追いかけながら百人全員を弓で射るのは不可能に近い。

			「それはもう、ロレウさんたちが鬼神のような働きで千切っては投げ、千切っては投げ」

			「違うだろ。クウちゃん」

			　身振り手振りでロレウたちの活躍を説明するクウの言葉を、ロレウが否定した。

			「長、すっげえんだぜクウちゃん。俺らが抜かれたって思ったら後ろから全力で走る馬に追いついて、こうぶわーって全身から炎を出して先頭を走る馬の足を燃やしちまうんだ。そしたら後ろの連中は炎にびびったり、倒れた連中に躓(つまず)いたりしてドミノ倒しみたいになりやがった」

			　ずいぶんと無茶をする。だが、それをさせたのは俺だ。……クウの能力を当てにして少人数で伝令の始末なんてものを任せていた。

			「ありがとう、クウ。クウが居なければ不味い状況になっていたよ」

			　そんな言葉とともにクウの頭を撫(な)でる。柔らかい髪と狐耳の感触が心地いい。

			　クウは一瞬だけ、にへらと表情を緩(ゆる)めた後、キリッとした顔を作る。

			「これが私の仕事ですから。……それはそれとして、ユキノはどこに居るんですか？」

			　クウは妹分のことが心配なようで、気が気でないようだ。

			「今は小屋の中でみんなと一緒に休んでもらっている」

			　監視は俺一人で出来る。

			　可能な限り、皆には休んで欲しかった。屋根付きの部屋で眠れる機会はそうそうない。

			　作戦行動中はリュックに入れてある毛布一枚で体を包み、森の中で木々にもたれかかって眠る。ユキノのおかげで寒さは和らいでいるが、それでも疲れは中々抜けない。

			　今回の戦いは一方的に俺たちが勝っているように見えるが、人数の少ないこちらは一度の負けで終わってしまう綱渡り状態だ。

			　相手は何度も被害を受けても構わないのに比べれば、理(り)不(ふ)尽(じん)にすら思える。

			　慣れない環境、戦場の緊張感、栄養面は十分だが味気ない食事、度重なる野宿。人間を襲う精神的な負担。

			　各自のモチベーションと、俺の言うことを聞くことで脳内に分泌される脳内麻薬のおかげで崩れてはいないが、限界は近い。

			　分隊の皆の顔には隠しきれない疲れが浮かんでいるが、本隊のほうもさして変わらない。

			「そうですか、私たちも休憩してもいいですか？　みんな疲れていますし」

			「うん、いいよ。出発は三時間後だ。それも俺と火狐だけだしね」

			　もうこれ以上帝国の連中を襲う必要はない。とどめに補給基地に侵入して奴らの食料庫を燃やすだけだから、急がなくても構わない。ゆっくり休んでもらい最後の作戦に備えてもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　小屋の中に分隊の皆を案内する。

			　ユキノのおかげで小屋の中はあったかい。いや、いつもより少し温度が低い気がする。

			　よく見ると、ユキノの毛布がときおり動いているし、変に押し殺した音が聞こえる。クウが険しい顔をした。

			　クウがユキノの毛布をはがす。ユキノは目を開けたまま口を押えて咳(せき)を必死に堪えていた。

			「クウ姉様。また会えてうれしい」

			　少し掠れた声でユキノが口を開く。表情はいつもと変わらない。

			　クウは黙ってユキノの額に手を当てた。
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			「ユキノ、いつからですか？」

			　ユキノがびくりと肩を震わす。

			「なんのことかわからない」

			　クウは真っ直ぐにユキノの目を見つめる。ユキノは目を逸らそうとするが、クウがそれを許さない。

			　しばらくしてユキノは観念して口を開いた。

			「三日前から」

			「……そんなに。それを誰かに言いました？」

			「黙ってた。ユキノ、迷惑かけたくないから。それにユキノが火狐は役に立つって証明しないといけない。足手まといにはなれない。そしたら火狐の皆が追い出されるかもしれない……」

			　クウはため息をついてからユキノの頭を撫(な)でて、それからデコピンをする。

			「撫(な)でたのは、あなたが頑張り屋さんだから、デコピンをしたのは大事なことを隠していたからです。こういう場合、シリルくんだけにはちゃんと話さないとダメです。黙っていて急に倒れたら、それこそ一番迷惑をかけちゃいますから。それにそんな心配は入りませんよ。シリルくんだから」

			「ごめんなさい。クウ姉様」

			　頑(がん)固(こ)な妹分の言葉に苦笑して、俺のほうを向く。

			「シリルくん、あとは補給基地を襲って終わりですよね。ならユキノはここに置いて行ってください。私が二人分働きます」

			「それは構わない」

			　もともと火狐を二人と指定したのは最後の襲(しゆう)撃(げき)の際に一人が倒れても問題ないようにするためと作戦中の負担を軽減するためだ。分隊と合流した今、ユキノが無理をする必要はない。

			「ユキノは病気なのか？」

			「はい、おでこを触ってみてください」

			　ユキノのおでこを触る。ひどい熱だ。三八℃～三九℃はある。

			　ユキノの話が本当なら、三日前から体調を崩していたことになる。それなのにずっと俺たちを支えてくれていたのだ。

			「ごめん。ずっと気付いてあげられなかった」

			「ううん、ユキノが隠そうとしたから。シリル兄様は悪くない」

			　こんな状況で、森の中を俺たちについて動き回り、いつも暖め、温かい飲み物を振る舞い、食事の準備を手伝ってくれていたのか。

			「ユキノは頑張っていましたか？」

			「ああ、ユキノのおかげでずっと、暖かかった」

			「ずっとですか？」

			「ああずっとだ」

			「無理しすぎです。私だって休み休みじゃないと辛いのに」

			「だって、皆が喜んでくれるから。それに、ユキノしかできない」

			　その言葉に肝を冷やす。いかに魔力の消費が少ない魔術とはいえ野外で周りの空気を暖め続ける魔術の使用は相当な負担だったはずだ。

			　それに、この子はまだ一二才の子供だ。身体能力に恵まれた火狐な上に鍛(きた)えられていても、大人と同じように森の中を駆けずりまわって、野宿して、その上で魔術の負担が常にあれば、倒れないほうがおかしい。

			　しかも最後の三日間に至っては高熱を抱えたままそれを隠して、いつも通りに振る舞ってくれていた。

			　ユキノは特別だからと甘く考えていた。俺はユキノの頑張りに甘えてしまったのだ。クウとの合流が遅れていたら、ひどいことになったかもしれない。

			　ケミンとクロネが言っていたことを思い出す。

			『ユキノちゃんは頑張りすぎるから怖い。だから、守ってあげてほしい』

			　忠告は受けていたのに無理をさせ過ぎてしまった。……このざまじゃ、二人から報(ほう)酬(しゆう)を受け取るわけにはいかないな。

			「シリル兄様、ユキノ行く。最後まで仕事する」

			「ダメだ。連れていけない」

			「今日まで、辛くても足引っ張らなかった。ちゃんと役にたった。やり遂げたい」

			　目に涙を浮かべて、ユキノが懇(こん)願(がん)する。気持ちはわかるし、火狐の代表で来ているという責任感がそうさせているのだろう。だけど無理はさせられない。

			「大丈夫だよ。ユキノは仕事を投げ出したわけじゃないさ。ちゃんとやり遂げたよ。クウが来るまでよく頑張ってくれた。だからもう休んでいいんだ。ユキノが居たから、みんな頑張れた。本当にお疲れ様」

			　そう言うと、目は潤んだままだが、無理に作っていたユキノの表情が崩れた。

			「ユキノ、ちゃんとシリル兄様の期待に応えられた？」

			「うん、想像した以上に頑張ってくれたよ」

			「ユキノ、迷惑かけてない？」

			「うん、むしろ俺たちがユキノに甘えてばかりだった」

			「良かった。ちゃんと出来た」

			　安(あん)堵(ど)の一言とともに、ユキノの目から涙がこぼれる。やっと、火狐の代表としての重責から解放されたみたいだ。

			「だけどね。ちゃんと次からは辛いときは辛いって言って欲しいな。クウと合流するのが数日遅かったら、ユキノは倒れて、それこそ迷惑をかけていたかもしれない。だから約束」

			「うん、約束する」

			「いい子だ」

			　乱暴にユキノの髪をぐしゃぐしゃに撫(な)でる。そして、常備してある咳止めと熱さましの丸薬を口に含ませる。

			「そんなユキノには何かご褒(ほう)美(び)をあげよう。何が欲しい？」

			「シリル兄様の子供」

			「……それ以外で」

			「すぐには決められないの。眠くなってきた」

			　薬の副作用と、緊張の糸が切れたせいで、ユキノは眠たそうに顔を擦る。

			「ここで留守番をしていて。最後の仕事が終わったら迎えに来るから」

			「うん、わかった。だから、シリル兄様、絶対迎えに来て」

			「もちろん、可愛(かわい)い妹を置き去りになんかしないさ」

			「ユキノ、シリル兄様を、待ってる」

			　ようやくユキノが眠りについてくれた。

			　天使のような寝顔が愛おしく思える。

			「クウ、悪かった。俺がついていながら」

			「いえ、私がちゃんとユキノに教育が出来なかったせいです。頑張らせるばかりで力を抜くことを教えてあげられませんでした。火狐式の教育だと、根性第一で育ってしまうので対策を考えないと」

			　俺は苦笑いした。確かに凄まじい根性は身についている。高熱で山の中を駆けずりまわり魔術を使い続ける。普通ならとっくに音をあげている。……だが、それだけでは駄目だろう。

			「小さなユキノが頑張ってくれたんだ。最後の仕上げはきっちりしないとな」

			「はい、私たちの力で頑張りましょう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺とクウはたった二人で走る。途中で先を行っていた帝国兵を追い抜く。

			　補給基地に忍び込む以上、人数は少なければ少ないほどいいので、他の皆は小屋に置いて来た。残った皆はそこを拠点にして分隊が行っていた補給の妨害を行う。ユキノの世話はルシエに一任した。

			　無事奴らの食料庫を焼き払うことができれば、補給基地に常駐している兵士と生き残りの帝国兵の合計一五〇〇人程度が飢(う)えることになる。

			　定期の食料補給すら妨害して、奴らを餓(が)死(し)させる。無理に食料を集めようと付近の村を襲うだろうが、そんなことをしても焼け石に水だ。

			　それどころか、帝国に対する反感が膨(ふく)れ上がるだけ。

			「クウ、今回の戦いは勝つことがゴールじゃないんだ。目的はその先にある。帝国の敵を作る。エルフの村の反乱。そんな小さな問題じゃなくしてやる」

			　隣を走るクウに話しかける。

			「だから、こんなに面倒なことをしているんですね」

			　奴らの隊から逃げ出した兵士たちは帝国には帰れない。敵前逃亡は死罪だ。

			　そうなれば、付近の村を襲う野盗に成り下がるしかない。帝国に近い村々を兵士崩れが襲う。それは、帝国の看板に大きな傷をつけるだろう。

			　そして、本隊ですら冤罪で村一つを滅ぼしている。俺は変装してやつらの兵にまぎれ、死体を井戸に放り込むついでに可能な限り村民を逃がしている。

			　帝国に恨みをもった村民たちによって、その悪評はどこまでも広がるだろう。

			「ついでに、空になった補給基地をいただいて拠点にするつもりだ」

			「シリルくん、考えていることがえげつないです」

			　もちろん、これだけ帝国と、その離脱兵が暴れてくれた以上、無数の難民が出るだろう。

			　その難民たちをまとめて乗っ取った補給基地に入れて、金で購入した食料で援助をしつつ自活できる基(き)盤(ばん)を整えてやる。おそらく無事に誘(ゆう)導(どう)できる難民は三〇〇人程度。

			　食料を餌(えさ)にすれば、難民の誘(ゆう)導(どう)は容易(たやす)い。

			　帝国の補給基地は四方を強固な壁に守られている上に、数千人が生活できるスペースがあり、なおかつある程度作物が作れる土地や井戸などのインフラも整っている。難民を受け入れるには最高の環境だ。

			　自活するまでの数か月分なら質を選ばなければなんとか、手持ちの金で養うことができるだろうし、足りなければ金策する。そうすれば、今までエルシエを攻めるための足がかりになっていた補給基地が奴らを足止めする拠点に早変わりだ。

			　あそこを正攻法で落とすには時間がかかるし、何より帝国の兵の消(しよう)耗(もう)を招いてくれ、アラームにもなる。

			「エルシエには迎えいれないんですか？」

			「それは難しいね。火狐たちと違って会話が通じるか怪しいし、治安の問題がある。信頼できない人たちにしてやれるのはここまでだよ」

			　食料と生活環境を整える代わりに壁にする。

			　それが俺の出した結論だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　補給基地の構造は知り尽くしている。

			　ディートで襲(しゆう)撃(げき)したときとは違い、正門をぶち破るのではなく、風の魔術を使って五メートルほどの壁を、クウを抱えたまま飛び越える。

			　そして、音を立てずに一人一人不意打ちで始末し、安全を確保しながら中へ中へと入って行く。

			「クウ、準備はいいな」

			「いつでもいいです」

			　クウは服の中に隠してあった首飾りを取り出し、ぎゅっと握りしめる。その先端には血のように紅く美しい宝石がついている。

			　クウの兄の魔石だ。

			　食料庫の裏手に居た兵を俺が殺し【知覚拡張】で周辺に敵がいないことを確認した。

			「はじめてくれ」

			「はい」

			　クウが祈るように、胸の前で宝石を包み、両手を重ねる。

			　手の隙間から紅い光が漏れ出る。見ているものの魂(たましい)を奪うような切ない光。

			　魔石にヒビが入っていき、さらにそこから光が漏れていく。

			「お兄様。一緒に鉄(てつ)槌(つい)を下しましょう。みんなの仇(かたき)です」

			　クウが愛おしそうに火の魔石を撫(な)でたあと、それをやさしく放った。

			　それは光りながら食料庫に向かっていき、完全に砕けた。

			「【煉獄の火柱】」

			　この世のものとは思えない赤い火柱が天を衝く。

			　その火柱は食料庫を包むほどの圧倒的な太さだ。

			　何よりも圧巻なのはその輝きだ。赤い炎は温度がそれほど高くない。だが、これは自然界に存在しない金の燐光を纏(まと)った真紅の炎。そこに注ぎ込まれている魔力量は、この俺をもってしても驚嘆に値する。

			　だというのに、その炎は美しかった。きっとこれはクウの輝きだ。

			　これほど近くにいてまったく熱さを感じない。おそらくあの火柱の中は結界のようなもので、熱量を閉じ込めすべてを焼き尽くすのだろう。

			「シリルくん、終わりました」

			　クウが切なげに微笑(ほほえ)む。

			　食料庫は灰も残さずこの世から消えた。

			「終わったな」

			　それは、倉庫を燃やしたことだけを言っているわけじゃない。

			「はい、終わりました。シリルくん、ありがとう。これで皆の仇(かたき)を取れました」

			　クウが、憑き物が落ちたような笑顔を浮かべて、へたり込みそうになる。長かったクウの復讐が終わった。

			「逃げようか、人が集まってくる。あと、大事なことを言わせてくれ」

			「なんですか？」

			「クウは仇(かたき)を討てて満足みたいな顔をしているけど、ここで満足しちゃ駄目だよ。ここからは仇(かたき)討(う)ちじゃない。俺たちが幸せになるための生活がはじまるんだ」

			「少しぐらい休憩させてくれてもいいじゃないですか」

			「ダメだよ。もっと幸せになるんだ。過去を振り返っている時間はない。だから、一緒に走ろうぜ、クウ」

			　クウの手を取り走り出す。

			　するとクウは……

			「はい」

			　笑みを浮かべて俺の手をしっかり握りしめ走り出した。

		

	
		
			エピローグ　凱旋

			　

			　俺はおおよそ二か月ぶりにルシエ、クウとともにエルシエへと戻ってきた。

			　まず不在時の情報を集めるために村長宅に向かう。今日戻ることは伝えていたのに、出迎えがなくてがっかりする。

			　手紙でちょくちょくエルシエの状況は聞いていた。長である俺と、もともと不在時の代理だったロレウが抜けたので、冬の間に新たな村長代理を選び育てていた。筋がよく素直なので、変なことになってはいないだろう。

			　ここまで戻ってくるのが遅くなったのは徹底的に補給線を叩くことで、補給基地に居た連中を餓(が)死(し)させるのに二週間、その後に空になった補給基地を占拠し難民たちをかき集めて誘(ゆう)導(どう)するのに三週間かかってしまったからだ。

			　俺の予想通り、帝国の隊から脱走した兵や補給基地にもともと居た兵たちが野盗に成り下がり暴れはじめ、かなりの数の難民が発生した。

			　その悪評は各地に広がっている。難民たちに声をかけ、そのうち三〇〇人ほどは俺の提案のもと、帝国の補給基地での新たな生活をはじめることになった。

			　難民たちの食事は奴らの補給隊を襲ったときに手に入れた食料で賄っている。それだけでは不十分だったので、もしものときのために商業都市エリンで買った予備の小麦を一トンほどエルシエから運びこんだ。

			　クウが食料庫を燃やしてからは、イラクサのメンバーは交代で二チーム八人と火狐一人の九人を残して帰らせ一週間の交代勤務にしていた。彼らも精神、肉体ともに限界だった。

			　だが難民たちとの交渉などがあり、責任者として俺だけは戻れなかった。

			　補給基地への帝国側からの輸送は、はじめは無警戒で、二度目以降は俺達の襲(しゆう)撃(げき)を警戒して護衛がついていたが、大した数ではなく十分対処できた。もしかしたら補給基地とエルシエ侵(しん)略(りやく)の隊の状況は伝わっていなかったのかもしれない。

			「嬉しくて涙が出そうだ。なんの変哲もないエルシエもしばらく離れるだけでこんなにも愛おしくなるのか」

			「シリル、お疲れ様。シリルだけは一度も戻ってこなかったもんね」

			　隣を歩くルシエが労いの言葉をかけてくれる。

			「もう、春なんだな」

			　雪解けから一月半で緑が増え暖かくなってきた。辛く長い冬がやっと終わった。

			　これから先、火狐たちが育てたカブを収穫して小麦やジャガイモを植え付けていこう。

			「あの基地に残してきた皆さんは大丈夫なんでしょうか」

			「クウ、大丈夫だよ。二月分の食料は用意してあるし、種(たね)籾(もみ)と種芋もくれてやった。もともとあの基地は一部の偉い人間を除いて半農半兵が集まっているところだったから、農地も井戸も敷地内にある。春になって森に食べ物も増えてきたし、あとは自分達でなんとかするさ。彼らだってこの土地でずっと生きて来たんだから」

			　みんなには秘密だが、帝国の連中が俺たちに利用されないように最後の力を振り絞って農地を台無しにしていた。しかし、俺はドワーフのクイーロを呼び出し農地を土属性魔術で最高のコンディションにして、いつでも作物を植えられるところまでお膳(ぜん)立(だ)てした。これで駄目なら何をやっても死ぬ。冷たいようだが、俺に出来るのはここまでだ。

			「シリルくんはやっぱりすごいです。あんなに大勢の人の命を救っちゃうなんて。しかも無償で。尊敬します！」

			「無償ってわけじゃないよ」

			　俺は尊敬の眼差しを向けるクウの視線を受けて苦笑する。

			「渡した種(たね)籾(もみ)と種芋は収穫のタイミングで倍にして返してもらう約束だし、帝国が残した補給基地の物資の所有権はエルシエにある。それに帝国の襲(しゆう)撃(げき)があった場合には、エルシエへ連絡を飛ばした上で籠(ろう)城(じよう)戦をしてもらう。俺はあの人たちをエルシエの盾に利用しようとしているんだよ。だからこれは、ただの公平な交渉の結果だ」

			　徴兵経験のある連中も居て、農業の合間に戦える人間を鍛(きた)えてくれるそうだ。

			　帝国も今回の遠征で大打撃を受けて、そうそうは新たな軍を編成できないはずだ。習熟するだけの時間はあるだろう。

			　籠(ろう)城(じよう)戦であれば数倍の戦力差がない限り簡単には落とされず、たとえ落とされたとしても俺たちが対策をするだけの時間を稼(かせ)げる。

			　一番大きいのは、奴らがエルシエへの襲(しゆう)撃(げき)をする際の補給地点がなくなったことだ。それにより奴らが必要な食料の輸送量や装備が倍以上に膨(ふく)れ上がる。

			　エルフと火狐だけではあそこに常駐させる人員が捻(ねん)出(しゆつ)できなかったこともあり、食料と金を消費してでも難民を助けることはプラスになった。

			「でも、シリルはやっぱり優しいよ。シリルがだした条件ってすさまじく良心的な条件だと思う」

			「ルシエちゃんの言うとおりですね。種(たね)籾(もみ)なんて五倍にして返せ！　ってぐらいが相場ですし」

			　エルフや火狐の中でもそれなりの教育を受けているルシエとクウだけあって正論だ。

			　彼女たちの言うとおり、この状況ならもっと絞り取れるだろう。だけど……。

			「俺は恩を売ったんだよ。ここまでしてあげれば、そうそう裏切らない。……普通はね。第一、そこから絞り取らなくても、もっとがっつりと金を絞り取れるしね」

			「絞り取る？」

			「どこからですか？」

			　二人とも俺の意図がわからずに、？マークを頭に浮かべていた。

			「これだけ、迷惑をかけられたんだ。負け犬の帝国さんからに決まっているだろ」

			「でも、お金を払えって言っても絶対払ってくれませんよ」

			　確かにその通りだ。戦争で賠償金を取るには、敵国を占領するか第三者を入れた場を設ける必要があり、どちらもエルシエでは不可能な話だ。

			「見返りがあれば気持ちよく金は出してくれる。だから補給基地にあるものを買い取ってもらう」

			「シリル、もしかしてあの人たちの装備？」

			「その通りだよ。鉄の装備だ。作り直すより俺たちに金を払ってでも取り戻したいと思うよ」

			　補給基地に用意された五千人分の食料はまとめて燃やしたが、奴らが用意した装備はほとんど残っている。

			　さすがに金などの簡単に持ち出せるものは餓(が)死(し)するまえに逃げるという賢明な判断をした帝国兵が持ち逃げして残っていないが、重い装備はあまり持ち出すことができなかったようだ。

			　これを帝国以外に売り飛ばしたいとは思うが、買い取ってくれそうな商業都市エリンまで重い鉄の装備を輸送するのはきつい。

			　なら、帝国様に買い取りに来てもらうのが一番楽だ。こっちが場所を指定するのなら、実力行(こう)使(し)で奪おうとした際の罠(わな)も容(よう)易(い)にしかけられる。

			　それで対応しきれない状況があるとすれば、エルシエ方面以外を守護する三大公爵が手を結んで大規模な軍勢を出した場合だが、今回の規模では温存した切り札も、それだけの数が相手なら使っていいだろう。

			「お金は払ってくれそうだけど、武器をわざわざ返す必要はないんじゃないかな」

			「そうですね。危険です」

			「考え方しだいだね。俺たちにとって鉄の武器はそんなに脅威じゃないんだよ。だから金を毟(むし)り取って国力を疲弊させられればそれで十分。それに、ぎりぎり得だと向こうが感じるぐらいに吹っかけてやるからさ。その金で色々としたいことがある」

			　補給基地にあるのは三千人分の鉄の装備。奴らの隊は四五〇〇人ほど居たがさすがに全員分の装備は用意できなかったみたいだ。

			　それでも、それを全て売れば数年エルシエが運営できるだけの金が手に入るだろう。それにしてもなにやら騒がしい。

			　広場のほうに人の気配がある。

			「なにかイベントでもあるのか？」

			「ふふん、知らないよ」

			「ええ、私もわかりません」

			　口ではそう言っているが、二人とも悪戯(いたずら)っぽい表情で微(び)笑(しよう)を浮かべている。確実に何かを知っている。

			　逃げないように二人が俺の右と左、それぞれの腕をしっかりとって組んでいた。

			　そして、広場に出ると……

			「お帰りなさい！」

			「よっ、英雄の登場だ」

			「シリル様！　結婚してください」

			「ルシエちゃんとクウちゃんみたいな美少女を両手にとか、羨ましいなぁ」

			「ありがとう！」

			　温かい言葉と割れんばかりの拍手で出迎えてくれた。

			　エルシエの民が総出で集まっており、酒とグラスが用意されている。

			　だから出迎えが居なかったのか。こういう光景は胸にこみ上げて来るものがある。

			　ルシエとクウに背中を押されるようにして目立つ位置にある恒例の一段高い舞台に向かう。

			　そのときに、黄色い火狐のケミンと黒い火狐のクロネが現れた。

			　足を止めて膝を曲げ、二人に目線を合わせる。

			「どうしたのかな、二人とも」

			「シリル兄様、約束を守ってくれてありがとうなの。ユキノちゃんが無事帰ってきてくれてクロ、うれしい」

			「私も感謝しています。あと、これはエルシエの皆からです」

			　二人が花で出来た首飾りを俺にかけると、再び拍手の音が響いた。

			　この花は、春が来てようやく咲き始める。かぐわしい香りに頬が緩(ゆる)む。

			「それだけど、俺がちゃんと見てあげられなかったせいで、ユキノを倒れるまで無理させた。お礼を言ってもらう資格はないんだ」

			　もっとちゃんと見てあげていれば、ユキノの異状に気付けていただろう。戦いに夢中になって視野が狭くなってしまっていた。

			「ううん、ユキノちゃんはシリル兄様に感謝してたの。だから、ありがとうなの」

			　クロネがそう言うと、二人は俺の両側にまわって背伸びをして頬にキスをした。

			　可愛(かわい)らしく微笑(ほほえ)ましい、少女のキス。これが彼女たちが言ってた一番大事なものなのか。

			「二人とも嬉しいよ。これが君たちの言ってた一番大事なもの？」

			「ううん違うよ。クロたちの一番大事なものは後で届けるの。たぶん暴れるから寝かせてぐるぐる巻きにして届けるの。素直じゃないの」

			「だから、期待しておいてください！　縛(しば)るついでに可愛(かわい)くしておきます。ではシリル兄様、もう一仕事頑張ってください」

			　二人の大事なもの、まったく想像がつかない。

			　妹分たちに送り出され俺は舞台にあがった。みんなの注目が集まる。

			「もう、聞いているとは思うが、俺たちは勝った！　エルシエは帝国が必勝を期して送り出した四五〇〇人に勝ったんだ！　これでそうそう奴らは次を準備できない。しばらくは安泰だ！」

			　大きな歓声があがる。あまりにも圧倒的な戦力差。そしてそれを覆(くつがえ)したことで否応なしに盛り上がる。

			「勝てたのは必死に戦ってくれたイラクサの皆、火狐のクウとユキノ。そして俺たちを支えてくれた、エルシエのみんなのおかげだ。みんな、ありがとう！」

			　くさくてありきたりな言葉。だが、これ以上にこの状況にぴったりな言葉はないと確信を持って言う。

			「今日の勝利を祝して乾杯しよう！　グラスを持ってくれ」

			　エルシエワイン、俺たちの酒だ。だが、皆が動かない。

			　なぜだ？　俺は首を傾げる。

			　すると、隣に居たルシエとクウがクスクスと笑う。

			「みんな、言ったとおりでしょ。絶対シリルはこんな言い方すると思った」

			「シリルくん、頑張った人の中に一番大事な人の名前をあげてないですよ。みんなも気付いていますよね！」

			　クウのよく通る声に、みんなが頷(うなず)く。一番大事な人？

			「じゃあ、みんな。いっせいにいくよ」

			　ルシエの掛け声で一瞬の静寂が生まれる。そして……

			「「「ありがとう。シリル」」」

			　俺への感謝の言葉が述べられた。

			「シリルの言うとおり、みんなすっごく頑張ったけど、でもね、一番頑張ってくれたのはシリルだよ」

			「これは、私たちだけの意見じゃないです。みんなの意見です。だから、ありがとう。そしてお疲れ様です。シリルくん」

			　顔が真っ赤になってしまう。おそらく人生で一番ぐらいに照れてしまった。

			　目に涙が浮かんだので、それを裾で乱暴に拭(ぬぐ)う。

			「さあ、乾杯だ。はやく乾杯しよう！　そのなんか、すごい、照れくさい。はやくここから引っ込みたいよ」

			　あたりがどよめく。本当に顔から火が出そうだ。でも悪くない。

			　きっと、この展開はルシエとクウが考えたんだろう。でも、誰ひとりとして嘘を言っているとは感じなかった。本当にそう思っていることが伝わってきた。だからこそ、沸(わ)き上がる感情が抑えきれない。

			　今度はみんなちゃんとグラスを掲げてくれた。

			「乾杯！」

			　グラスのぶつかる音が鳴り響いた。

			　そしてエルシエの新たな故郷の味、エルシエワインの味を皆で楽しむ。

			　俺もワインを口に含む。まだ二回目なのに懐かしさを感じる。

			　それにしても、まさか二人にしてやられるとは。仕返しをしないと。二人にも死ぬほど恥ずかしい想いをしてもらおうか、ちょうどいい機会だ。

			「みんな、戦いが終わったし、ここで重大な発表がある。酒を飲みながらでもいいから、聞いてくれ」

			　再び俺に注目が集まった。ルシエとクウはきょとんとしている。

			　だから、二人の肩を寄せて密着させる。

			「きゃっ、シリル、急になに」

			「その、いきなりこういう場では」

			　二人とも突然のことで驚いている。だけど、驚くのはまだ早い。

			「俺たちは結婚する。長の権限で二人とも嫁にする。盛大な式を挙げるから楽しみにしておいてくれ！」

			　俺はそう言って、二人にキスをした。みんなから色んな叫びが聞こえる。

			　それは、エルシエの有名人同士の結婚で盛り上がる黄色い悲鳴だったり、エルシエの二大美少女を一度に奪われた男の怨(えん)嗟(さ)の声だったり、逆に俺を狙っていた女性の嫉妬の声だったり、純粋に俺たちを祝福する声だったり、さまざまだった。

			　肩を抱き寄せた二人は顔を真っ赤にして、声にならない悲鳴をあげていた。

			　いい気味だ。
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			「シリルひどいよ。心の準備なんて全然できてないよ」

			「私もです。まだすっごくばくばく心臓がなっています」

			「実は俺もなんだ」

			　俺の言葉で二人が、一瞬きょとんとしてから声を出して笑った。

			「死ぬほど恥ずかしいな。でも、こういうのも悪くない。だろ？」

			　その問いに、二人は顔を見合わせてから、ゆっくりと首を縦に振った。二人がたまらなく愛おしくなる。いつまでも三人で幸せに暮らしていけるように、これからも頑張っていこう。

		

	
		
			番外編　宴(うたげ)

			　

			　俺の挨(あい)拶(さつ)のあと、宴(うたげ)の準備が始まった。

			　どうやら、俺がエルシエに居ない間に準備が進められていたらしい。

			　広場に、次々とテーブルや椅子が運び込まれていき、料理も姿を見せ始める。

			　エルフと火狐が協力し合って、笑い合いながら準備が進められていく。

			「今回の戦いで得たものは大きいな」

			　俺は苦笑する。

			　エルシエの最大の危機を乗り越えたことで、エルフと火狐の心が一つになった。

			　今回は珍しく企画側ではなく参加者なので、ゆっくりと心ゆくまで宴(うたげ)を楽しもう。そう言えば、今日はまだユキノを見ていない。体調を崩したこともあり、戦いが終わってすぐにエルシエに帰らせていたが、もしかしたら、まだ回復していないのかもしれない。

			　俺は、宴(うたげ)の準備をする黄色の火狐のケミンと黒の火狐のクロネに駆け寄り、話しかける。

			「クロネ、ケミン、ユキノはどうしてる？」

			　俺が問いかけると、二人はお互いに顔を見合わせて、意味ありげな笑みを浮かべる。

			「秘密なの！」

			「ごめんなさい、シリル兄様。言えないです」

			　クロネは元気そうに、ケミンは申し訳なさそうに返事をする。

			　俺は少し安(あん)堵(ど)した。ユキノがどうなっているかは聞けなかったが、この様子なら、少なくともひどいことにはなっていないはずだ。

			「そうか、引き止めて悪かったな。もう行っていいよ」

			「シリル兄様、また後で、クロと一緒にごはん食べてね！」

			「駄目よ、クロネ。シリル兄様はクウ姉様や、ルシエ様と一緒なんだから、邪魔しちゃ悪いわ」

			「ええ、でも、クロはシリル兄様と一緒がいい」

			　二人は、賑やかに話しながら準備に戻っていく。俺はそれを微笑(ほほえ)ましく眺めていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後は、エルシエの皆が準備する様子を眺めながら、一人で佇んでいた。もちろん手伝おうとしたが、断られた。なんでも、ついさっきの婚約発表で今回の宴(うたげ)は俺たちの婚約祝いを兼ねたものになったらしく、そんな俺に手伝いなんてさせられないから、とのことだ。

			　そんなふうに手持ち無沙汰にしていると、俺の婚約者であるルシエとクウが現れた。

			「ねえ、シリル、どう？」

			「せっかくなので、少しお洒落をしてみました」

			「二人とも、その服を着てくれて嬉しいよ」

			　二人の格好は俺が出陣前夜にプレゼントした、セミオーダーメードのドレス。

			　こうして自発的に着てくれたってことは、気に入ってくれた証(しよう)拠(こ)だ。

			　しかも今回は、うすく化粧もしてくれているので、より二人の魅(み)力(りよく)が引き立てられている。元がいいので、控えめな化粧がもっとも彼女たちを輝かせる。

			「えへへ、可愛(かわい)い服だし、せっかくシリルがくれたんだもん。なかなか、お洒落な服を着る機会がないしね。着れるときに着とかないと」

			　ルシエが上機嫌に、ドレスを魅せつけるようにくるりと回る。

			　クウはクウで、じっと期待を込めた眼差しで俺を見ていた。

			「こんな可愛(かわい)い二人を婚約者にできて、俺は幸せものだよ」

			　そう言うと、右腕にルシエが、左手にクウが絡みついてきた。俺は、二人を伴って既に準備が終わったテーブルに座る。

			　こうしてゆっくりと話せるのは久しぶりなので、俺たちの会話は弾む。

			　ふと、視線を感じた。

			　見れば、物陰から顔を半分だけ出したユキノが、こちらを見ていた。俺と話したそうにしているが、こっちに来ないということは、もしかしたら俺だけに相談したいことがあるのかもしれない。

			　ただ、俺と目が合ったユキノは、すぐに物陰に隠れてしまった。しょうがない。

			「ルシエ、クウ、ちょっと席を外すよ。すぐに戻る」

			「シリル、どこに行くの？」

			「少し冷えてきたから、用を足したいんだ」

			「いってらっしゃい」

			「いってきます」

			　俺はそう言って席を立った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ユキノ、どうしたんだ？」

			　ユキノのもとに行くと、ユキノが壁のほうを見てぶつぶつと一人ごとを言っていた。

			　そんなユキノに話しかけると、よほど驚いたのか、ユキノの狐耳がピンとたち、銀色の尻尾(しつぽ)の毛が逆だった。

			「シッ、シリル兄様」

			「そんなに、驚かなくていいよ。俺と話したいことがあったんだろう？　そんな気がして、こっちに来たんだ」

			　ユキノは、かなり動揺しているようで、何かを話そうとするが、口をぱくぱくさせるだけで言葉にならない。

			　ユキノが話せるようになるのをじっと待つ。

			　しばらくして、なんとか落ち着いたユキノが口を開いた。

			「うん、相談したいことがあった。シリル兄様、久しぶり」

			「久しぶり。ユキノのことをずっと心配していたんだ。元気そうでよかったよ」

			　ユキノとは、補給基地の食料庫を燃やした日から会っていなかった。

			　クウの交代要員も、別の火狐の子に来てもらっていた。病人に無理はさせられない。

			「シリル兄様、ユキノのことを心配してくれてたの？　嬉しい」

			「大事な妹だからね」

			「もう、元気になった」

			「良かった」

			「シリル兄様、前やってくれたみたいに、ぎゅってしてもらっていい？　まだ、約束してもらったご褒(ほう)美(び)をもらってない」

			「うん、いいよ」

			　俺は、この小さな頑張り屋の女の子を抱きしめ、頭を撫(な)でる。

			　今回の戦いに勝てたのは、ユキノの力が大きい。だから、彼女が喜ぶのであれば、何でもしてあげたいと思っている。流石(さすが)にこれでご褒(ほう)美(び)が終わりだと可哀想だから、べつにちゃんとしたものを贈ろう。

			「シリル兄様の胸、大きい、抱きしめられるとほっとする」

			「苦しくないかな？」

			「ううん。もう少し強いぐらいのほうが、嬉しい」

			　ユキノのリクエストに応えて力を入れると、ユキノは嬉しそうに尻尾(しつぽ)を振った。俺は、ユキノが満足するまで抱擁を続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それで、俺に話したいことはなんだ？」

			　俺から離れ、満足そうなほくほく顔のユキノに話しかける。

			　すると、ユキノは急に真面目な顔になった。

			「シリル兄様、ユキノをかくまって。今日の宴(うたげ)が終わるまで、お家を貸してほしい」

			「いったい、何があった？」

			　ユキノが逃げないといけない状況。これはかなり深刻だ。

			　なにせ、ユキノは強い。大抵の状況は一人でなんとかできる。さらに言えば、俺がこの場に居るのに隠れるしかないというのも異常事態だ。

			「……みんなが、今日の宴(うたげ)でユキノに歌わせようとするの。今回はクウ姉様の婚約を祝う場だから、クウ姉様は歌えない。だから、ユキノが歌えって」

			　その言葉を聞いて、ほっとした。なんだ、そんなことか。

			　安(あん)堵(ど)の息を吐いていると、黒い影と、黄色い影が踊りでた。

			「ああ、居た！　クロ、たくさん探したの！　ユキノちゃん、逃げちゃ駄目なの！」

			「こんなところに居るなんて、レラさんも困ってたわ！」

			　ケミンとクロネだ。ユキノを探しまわっていたのか、肩で息をしている。

			「いや、ユキノは歌わない」

			　そんな二人を拒絶して、ユキノは俺の後ろに隠れる。

			「わがまま言っちゃだめなの。ユキノちゃんは、クウ姉様の次に歌がうまいから、歌わないとだめなの」

			　クウ姉様の次に、という言葉を聞いた瞬間、ユキノの体がこわばった。

			　そうか、そういうことか。

			　俺は振り向き、膝を曲げてユキノに視線を合わせる。

			「ユキノは、クウと比べられるのが嫌だったんだね」

			　できるだけ優しげな口調で話しかける。雪が降る山の中でそんな話をユキノから聞いたことがあった。

			「……うん、いや。みんな、ユキノの歌を聞くと、うまいって言って、それから決まって、『でもクウ様に比べたら……』って言うの。ユキノは銀色なのにって。もう、そんなのたくさん」

			　火狐の中で、金色と銀色は特別な意味を持つ。

			　普通の火狐なら金色の火狐であるクウに劣(おと)ってあたりまえと火狐たちは思っている。だが、ユキノは特別な銀色の火狐だ。故に、常にクウと比べられてきたのだろう。

			「それにエルシエのエルフは、クウ姉様の歌しかしらない。火狐の歌って聞いたら、クウ姉様の歌を期待する。それなのに、ユキノが歌ったら、がっかりしちゃう。火狐の歌はこんなものだって思われちゃう。ユキノは歌うのが怖い」

			　ユキノは怯(おび)えている。

			　無理もない。クウの歌は、歴代の火狐の歌姫の中でも、もっとも優れていると言われている。

			　それと幼い頃から比べられ続けてきたのだ。自信なんてもてるはずがない。それにもともと、この子は火狐のためにという意識が強すぎる。それはイラクサの活動中に無理をして倒れたことにもつながった。それも大きなプレッシャーになっているのだろう。

			　ユキノの本音を聞いた俺たちは、言葉を探す。そんな中、一番幼い黒い火狐のクロネが、口を開いた。

			「なら、クロが代わりに歌うの」

			「ちょっ、クロネ。あなたの歌じゃ」

			　ケミンが驚いた声をあげる。

			「でも、ユキノちゃんが歌わないなら、誰かが歌わないといけない。ならクロが歌う！」

			　クロネがまっすぐにユキノの目を見つめて言い切った。

			「怖くないの？　クロネ、ユキノより下手だから、きっとみんなに笑われる」

			　ユキノがクロネに問いかける。

			「怖くない。クロは歌が好き。一生懸命歌うだけなの」

			　あまりにも飾り気のないクロネの言葉に、ユキノが動揺する。歌が好きだから一生懸命歌うだけ、か。いい言葉だ。俺はクロネの言葉でユキノの背中を押すことに決めた。

			「ねえ、ユキノ。ユキノは一度だけ俺に歌を聴かせてくれたよね。素敵だった。聞いていて楽しい気分になった。俺はまたあの歌を聞きたいと思っている。人をそういう気持ちにさせる歌はね、歌が好きな子にしか歌えない。ユキノも歌は好きなんだろう？」

			　雪が降りしきる中で聞いた彼女の歌は、俺に元気をくれた。

			「あのときは、たまたま。……でも、シリル兄様だって、ユキノの歌とクウ姉様の歌を比べたら、クウ姉様の歌がうまいって思ってるはず」

			「うまいかどうかならそうだね。クウのほうがうまかったよ」

			「やっぱり……」

			　ユキノががっかりした表情を浮かべ、うつむく。

			「だけどね、それは技術の話だ。クウの歌も、ユキノの歌も両方好きという言葉に嘘はないよ。だいたいクウと比べて、ユキノの歌が駄目なんて言って楽しめない奴は、ひねくれ者だ。そんな奴のことは気にしないでさ、ユキノの歌を楽しんでくれる人のために歌えばいいよ」

			　ユキノは顔を上げた。

			「ユキノはちゃんとわかってるはずだよ。ちゃんと、ユキノの歌を楽しみにしている人が居るって、あとはユキノが歌を好きか嫌いかだけの話だ。自分の意思で決めるんだ」

			　ユキノは拳をぎゅっと握りしめる。そして……。

			「シリル兄様……。ユキノは……歌う」

			　決意を込めた言葉を放った。俺は微笑(ほほえ)み、彼女の頭を撫(な)でた。

			「頑張れ。応援してる」

			「うん、シリル兄様のために、たくさん頑張る。シリル兄様に聞いてほしいの！」

			　これで、もう大丈夫だろう。

			　ほっとするのもつかの間、ケミンとクロネがユキノに飛びついた。

			「ユキノちゃん、歌うなら準備を急ぐの。はやく来るの」

			「ああ、もう時間がない。今から着付けて、それからリハをやって、ああ、もう早く来て」

			　ユキノがケミンとクロネに手を引かれて消えていく。まったく、忙しない。

			「シリル兄様、ぜったい、ユキノの歌聴いて、約束！」

			「わかった。絶対に聴き逃がさない」

			　俺はそんな彼女たちに手を振って、見送った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、とうとう宴(うたげ)がはじまった。

			　テーブルには、料理が湯気を立てて並んでいた。エルフたちが好んで食べる平麺の炒めものや、火狐たちが最近よく食べている香辛料と干し肉を入れたマッシュポテトなど、ありきたりだが、心のこもった料理が並んでいた。

			　俺は壇上に上がる。開幕の挨(あい)拶(さつ)だけは俺がすることになっていた。

			「えっと、今回は祝勝会……そして、俺たちの婚約を祝うために、こんな素敵な宴(うたげ)を用意してくれて、ありがとう。最初に挨(あい)拶(さつ)をさせてもらう。みんな、手元にエルシエワインはあるか？」

			　俺は、みんなの手元にエルシエワインが行きわたるまで待つ。

			「イラクサが出陣する前に、一つ約束をしたのを覚えているかな？　『俺たちイラクサは、必ず勝って帰ってくる。だからそのときは笑顔で迎え入れてくれ、そしてこの酒をまた皆で飲もう。ここに居る全員、一人も欠けずに』」

			　それは俺の誓いだった。帝国との戦争で誰一人失わないという、まるで夢物語。

			　だが、みんなの力で、その夢物語は叶(かな)った。

			「いま、ここでその約束を果たそう。ここには誰一人、欠けることなく揃っている……さあ、乾杯だ！」

			　エルフたちも火狐たちもエルシエワインが入ったグラスをぶつけあった。幾重にもグラスをぶつける音が鳴り響き、この瞬間、俺の誓いは果たされた。

			　そして、みんなで笑い合いながら、料理を突く。

			　俺は役目を終えて自席に戻る。

			　そこには、グラスをもったルシエとクウが居た。グラスを掲げると、二人がグラスをぶつけてきた。

			「「「乾杯」」」」

			　三人で声を合わせて乾杯して、そしてエルシエワインを味わう。

			　甘酸っぱいエルシエワインが体に染み渡り、ようやく勝てたという実感が湧いてきた。

			「シリル、カッコ良かったよ」

			「はい、シリルくんって、本当にこういうの得意ですよね」

			「二人とも、ありがとう。得意っていうより慣れかな」

			　俺たちは歓談を楽しむ。

			　そうしていると、何人かのエルフが壇上で、オファルという横笛に似た楽器で演奏をはじめた。明るい曲で場の空気が盛り上がる。

			　そして……さらに時間がたち、ユキノが現れた。ユキノは、あれから急いでお洒落をしたのだろう。いつもはしないリボンをつけていた。

			「ねえ、クウ、ルシエ。面白そうな出し物がはじまるよ」

			　俺が二人に声をかけると、ルシエとクウはユキノのほうを見た。

			「あっ、あの子、シリルが妹みたいに可愛(かわい)がってる子だよね。シリルの気持ちも分かるよ、すっごく可愛(かわい)いもん」

			「ユキノの歌ですか。あの子、滅多に歌わないから楽しみです」

			「俺も楽しみだよ」

			　いったい、今日はどんな歌を聴かせてくれるのだろうか。

			　そして、歌が始まった。

			　その歌は、明るい歌だった。聞いているだけで元気が出る歌。

			　ユキノの透き通った声と明るい歌が、とてもよく合っていた。技術は拙いが、ユキノの可愛(かわい)らしさや一生懸命さが伝わってくる。自然と、頑張れと叫びたくなった。

			「いい歌だな」

			「うん、私、この歌好き」

			「ユキノ、腕をあげましたね。火狐の村に居るときは、こんな歌聞かせてくれなかったのに。きっと、歌を心の底から聞かせたい人ができたんでしょうね。これはそういう歌です」

			　俺たちはユキノの歌を楽しむ。ユキノの歌は元気をくれる。

			　きっと、それはここに居る皆がそうだろう。

			　ユキノの歌が終わる。

			　拍手の音が鳴り響き、ユキノは顔を真っ赤にして舞台を降りた。

			　その後も、飲めや歌えやといった様子で宴(うたげ)は盛り上がり、日が暮れるまで、ずっとエルシエ中に笑い声が響いていた。

		

	
		
			あとがき

			　

			『エルフ転生からのチート建国記３』を読んでいただき、ありがとうございます。

			　著者の月夜涙です。

			　三巻は前半でエルシエを更に豊かにするための特産品を作り、後半は初の大規模な戦争を描いた構成となっております。

			　よりよい生活を手に入れるために、力を合わせて頑張るエルフや火狐たちを見てほっこりしたり、大きな戦いを心躍らせて読んで頂けたのなら嬉しいです。

			　シリルくんの戦い方は、ライトノベルとしてはかなり邪道で容赦なく思えるかもしれません。ですが、ある意味それがエルフ転生らしさで、エルシエが生き残る唯一の道だったのです。

			　

			宣伝

			　

			　エルフ転生の売上は引き続き好調で、これもひとえに応援をしてくださった皆様のおかげです。四巻は今までとまた違った驚きを用意しております。今後もお付き合いしていただければ幸いです。

			　また、モンスター文庫様でエルフ転生と平行して刊行している『チート魔術で運命をねじ伏せる』シリーズも好調で、来月、四月二八日に二巻が発売される予定です。

			　こちらも精一杯書いているので、興味をもたれたのならぜひ、手にとってください。
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			月夜涙（つきよ　るい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一六年四月現在）
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